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図　番 区　分 図　面　内　容

仕 様 書

図　番 区　分

仕 様 書

仕 様 書

仕 様 書

仕 様 書

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

Ａ-1 意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

意　匠

Ａ-2

Ａ-3

Ａ-4

Ａ-5

Ａ-6

Ａ-7

Ａ-8

Ａ-9

Ａ-10

Ａ-11

Ａ-12

Ａ-13

意　匠

Ａ-14

Ａ-15

意　匠

意　匠

配置図・付近見取図

設計概要

図　面　内　容

Ａ-16 意　匠

Ａ-17

Ａ-18

Ａ-19

特-1

特-2

特-3

特-4

特-5

仕上表

平面図

意　匠

意　匠

意　匠

面積求積図

立面図・断面図

法チェック

矩計図（1）

矩計図（2）

平面詳細図

床伏図・天井伏図

屋根伏図

展開図（1）

展開図（2）

展開図（3）

キープラン

建具表（1）

建具表（2）

雑詳細図（1）

意　匠Ａ-20 雑詳細図（2）

意　匠Ａ-21

Ａ-22

Ａ-23

Ａ-24

Ａ-25

Ａ-26

Ａ-27

外構現況図（撤去図）

Ａ-28

Ｓ-21

Ｓ-20

Ｓ-19

構　造

構　造

構　造

Ｎ値計算（2）

Ｎ値計算（1）

木造軸組接合部標準図（６）

木造軸組接合部標準図（５）

梁伏図

母屋伏図

柱・耐力壁伏図

軸組図（2）

軸組図（1）

土台伏図

基礎詳細図

基礎伏図

部材リスト

鉄筋コンクリート造配筋基準図

壁量計算

Ｓ-18

Ｓ-17

Ｓ-16

Ｓ-15

Ｓ-14

Ｓ-13

Ｓ-12

Ｓ-11

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

木造軸組接合部標準図（４）

木造軸組接合部標準図（３）

木造軸組接合部標準図（２）

木造軸組接合部標準図（１）

木質工事特記仕様書

構造設計標準仕様書

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

構　造

Ｓ-10

Ｓ-9

Ｓ-8

Ｓ-6

Ｓ-5

Ｓ-7

Ｓ-4

Ｓ-3

Ｓ-2

Ｓ-1

構　造

構　造

外構工事　区分

仮設盛土工事

仮設盛土　詳細図

外構詳細図（3）

外構詳細図（4）

外構詳細図（5）

外構詳細図（1）

外構詳細図（2）

外構　計画図

Ａ-29

Ａ-30

Ａ-31 ソイルセメントコラム地業特記仕様書

外　構

外　構

外　構

外　構

外　構

外　構

外　構

外　構

外　構

外　構
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　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

2

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に 　 印 の つ い た も の 項 目 を 適 用 し 、

請 負 契 約 に 定 め ら れ て い る 主 な 提 出 書 類11． 提  出  書  類 ６

・  現 場 代 理 人 、 主 任 技 術 者 等 届・  工 事 工 程 表Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要 ・  下 請 調 書1-2
（ 契 約 後 ）

コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

・  火 災 保 険 加 入 契 約 書 （ 写 ）１ ． 工 事 場 所 ・  請 負 代 金 内 訳 書
１ ． コ ン ク リ ー ト

（ 工 事 中 ） ・  出 来 高 検 査 願２ ． 敷 地 面 積
 種 　 　 別   

（ 完 成 後 ） ・  工 事 完 成 届３ ． 工 事 規 模 ・  工 事 完 成 引 渡 書 （ 引 渡 図 書 目 録 添 付 ）

共 通 、 特 記 仕 様 書 等 に 定 め ら れ て い る 主 な 提 出 書 類
・ Ｂ 種

・  現 場 技 術 員 届・  製 造 所 等 承 諾 願（ 契 約 後 ） ・  工 事 総 合 施 工 計 画 書
・ Ｃ 種

・  各 種 工 事 施 工 計 画 書 ・  工 事 作 業 日 報・  各 種 工 事 施 工 図

（ 工 事 中 ） ・  主 要 資 材 規 格 又 は 品 質 証 明 書 ・  各 種 試 験 成 績 書 又 は 報 告 書

・  主 要 資 材 搬 入 検 査 簿 ・  技 能 士 合 格 証 明 書

・  完 成 図 （ 修 正 設 計 図 ） ・  責 任 施 工 保 証 書 ・  各 種 届 出 書 等
（ 完 成 後 ）

・  官 公 署 許 認 可 及 び 検 査 済 書 ・  維 持 管 理 取 扱 書 （ 設 備 機 器 説 明 含 む ）

軽 量 コ ン ク リ ー ト の 種 類 (6.10.1)(表 6.10.1）７ ． 軽 　 量
Ⅱ ． 建  築  工  事  仕  様

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て (1.2. 2)(1.2.3)12． 施 工 図 及 び コ ン ク リ ー ト 所 要 気 乾 単 位 容 積 質 量 (t/m3)種 　 別 　 適   用   箇   所
１ ． 共  通  仕  様 施 工 計 画 書 （ ａ ） 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 工 事 の 着 手 に 先 立 ち 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。 ・  １ 種 ※  1.8～ 2.1 ・

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 全 て 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修
※  1.4～ 1.8 ・（ ｂ ） 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備 ・  ２ 種

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 版 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。
・  軽 量 コ ン ク リ ー ト を 常 時 土 又 は 水 に 接 す る 部 分 に 用 い る 。  (6.10 .1)

（ ｃ ） 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用
２ ． 特  記  仕  様

に 限 り 発 注 者 に 移 譲 す る も の と す る 。
８ ． 寒 　 中 寒 中 コ ン ク リ ー ト の 適 用 期 間  (6.11.1)

（ ｄ ） 提 出 部 数 は 、 監 督 員 の 指 示 に よ る 。
コ ン ク リ ー ト ※  JASS 5 12節 及 び 建 築 工 事 監 理 指 針  表 6.11. 1を 参 考 に 施 工 計 画 書 に て 承 諾 を 得 る 。

・
13． 完 　 成 　 図 ※  監 督 員 の 指 示 に よ る 。 (1.7.2)・ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

無 筋 コ ン ク リ ー ト の 適 用 箇 所  (6.14.1 )(6.14.2)(6.14. 3)９ ． 無 　 筋・ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。
14． 工 事 ・ 完 成 下 記 の も の を 監 督 員 に 提 出 す る 。

コ ン ク リ ー ト 設 計 基 準 強 度 ス ラ ン プ種       類施  工  箇  所写 　 真 粗 骨 材 の 最 大 寸 法2撮影箇所数及びカメラ区 　 分 規 　 格分 　 類 部 　 数 備 　 考 (Ｎ ／ ㎜  )  (㎝ )

監 督 員 の 指 示※ カ ラ ー着 　 工 　 前 ※ 普 通 コ ン ク リ ー ト ※  18
に よ る 。 部工 事 施 工 状 況 ※ カ ラ ー ・ 軽 量 コ ン ク リ ー ト ・ ・

（ 撮 影 計 画 を ・章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項 完 　 成 　 時 ※ カ ラ ー
提 出 す る ）

１ ． 適  用  基  準

特 殊 な 要 求 性 能 に お け る コ ン ク リ ー ト10． 特 殊 な施 工 範 囲15． 設 備 工 事 と の
１ ※  適 用 な しコ ン ク リ ー ト取 合 い

・  以 下 に よ り 適 用 す る

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

特 殊 な 要 求 性 能 適  用  範  囲 措 　 　 　 　 　 置・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  適 用 す る (1.1.4)２ ． 工 事 実 績 情 報
・  他 指 示 す る と こ ろ

の 　 登 　 録
施 工 図（ 工 事 カ ル テ ）

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

３ ． 施 工 管 理 現 場 に は 下 記 の 施 工 管 理 技 術 者 等 を 置 く 。 (1.3.2) ・  あ り16． 経  年  検  査 ・  な し本 工 事 完 成 　 　 年 後 の 経 年 検 査
技 術 者 ・  監 理 技 術 者 又 は 主 任 技 術 者 ： 建 設 業 法 第 26条 に よ る 有 資 格 者 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る

こ と 。 １ ． 監 督 員 事 務 所 ・  設 け る (2.3.1)
・  現 場 技 術 員 ： 適 正 な 技 術 員 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る こ と 。 ２ （ 規 模 及 び 仕 上 げ の 程 度 並 び に 設 置 す る 備 品 等 の 種 類 ・ 数 量 等 は 現 場 説 明 書 に よ る ）

・  設 け な い
・  適 用 す る (1.3.3)４ ． 電 気 保 安

仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

２ ． 監 督 員 事 務 所 机 、 椅 子 掛  時  計技 術 者 書   　 棚 黒   　 板 製  図  板備 品 の 種 類

の 備 品 等 個数 　 　 　 量 台 個 台組

(1.3.5)
最高最低温度計 懐 中 電 灯雨 が っ ぱ備 品 の 種 類 ゴ ム 長 靴 保  護  帽

個 足 着 個 個数 　 　 　 量
６ ． 発  生  材  の (1.3.11)・ 引 渡 し を 要 す る も の （ ・ 金 属 類  ・ PCB含 有 物  ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

備 品 の 種 類 冷 暖 房 機 器 消  火  器 湯  沸  器衣 類 ロ ッ カ ー処 　 理 　 等 掃  除  具
・ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 （ ・ 廃 石 綿 　 ・ PCB含 有 物 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

数 　 　 　 量 個 個台人 用 台

パ ソ コ ン加 入 電 話 の 付 属 電 話 機
備 品 の 種 類 テ  レ  ビ コ ピ ー 機

(メ ー ル 付 )(Ｆ Ａ Ｘ 付 )

数 　 　 　 量 台 台台台

※ 上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る 　
３ ． 工 事 用 水 構 内 既 存 の 施 設

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。
・  利 用 で き な い・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）

４ ． 工 事 用 電 力 構 内 既 存 の 施 設※ 現 場 に お け る 分 別 ： 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

・  利 用 で き な い・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ）・ 本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で
５ ． 足 　 場 　 等 ※ 定 置 す る 足 場 及 び 作 業 構 台 の 類 は 、 別 契 約 の 関 係 請 負 者 に 無 償 で (2.2.4)

適 正 に 処 理 す る こ と 。
使 用 さ せ る 。

※ 枠 組 足 場 を 設 け る 場 合 は 、 「 手 す り 先 行 工 法 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に つ い て 」原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。(a)７ ． 建 築 材 料 等

(厚 生 労 働 省 　 平 成 21年 4月 24日 )の 「 手 す り 先 行 工 法 等 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に よ る(b) 環 境 へ の 配 慮 (1.4.1)
も の と し 、 足 場 の 組 立 て 、 解 体 又 は 変 更 の 作 業 及 び 使 用 時 は 、 常 時 、 全 て の 作 業 床

※  標 仕  1.4.1 に よ る
に つ い て 手 す り 、 中 桟 及 び 幅 木 の 機 能 を 有 す る も の を 設 置 す る 。

１ ． 埋 戻 し 及 び ・  Ａ 種 　 ・  Ｂ 種 　 ・  Ｃ 種 　 ・  Ｄ 種 (3.2.3)種 別
３

８ ． 技 　 能 　 士 (1.5.2) 盛 　 土 Ｃ 種 の 場 合
技  術  検  定  の  職  種

土
　
　
工
　
　
事

作  業  の  種  別
２ ． 建 設 発 生 土 (3.2.5)仮 設 工 事 （  ・  と 　 び ） ・  全 て ・

の 処 理 ・  構 内 指 定 場 所 に 敷 均 し（  ・  鉄 筋 施 工 ）鉄 筋 工 事 ・  全 て ・

・  構 内 指 定 場 所 に 堆 積（  ・  左 官  ・  型 枠 施 工 ） ・・  全 てコ ン ク リ ー ト 工 事

・  構 外 指 定 場 所 に 処 分 （ 搬 出 調 書 等 を 提 出 す る ）鉄 骨 工 事 （  ・  と 　 び ） ・  全 て ・
受 入 施 設 名 （ ）ブ ロ ッ ク ・ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工 事 ・ Ｐ Ｃ カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事

・・  全 て 受 入 場 所 （ ）（  ・  ﾌﾞﾛｯｸ建 築  ・  ALCﾊﾟﾈﾙ施 工  ・  PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施 工 ）
仮 置 場 所 （ ）

（  ・  防 水 施 工 ）防 水 工 事 ・  全 て ・ ３ ． 山 　 留 　 め ・  撤 去 す る ・  撤 去 し な い （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 3.3.3）
（  ・  石 材 施 工 ）石 　 工 　 事 ・・  全 て

４ ． 騒 音 振 動 の 低 騒 音 型 、 低 振 動 型 建 設 機 械 指 定 要 項 に 基 づ き 指 定 さ れ た 建 設 機 械 を 使 用 す る 。
（  ・  タ イ ル 張 り ）タ イ ル 工 事 ・  全 て ・ 防 　 止
（  ・  建 築 大 工 ） ・  全 て木 　 工 　 事 ・

（  ・  建 築 板 金  ・  ス レ ー ト 施 工 ） ・屋 根 ・ と い 工 事 ・  全 て

４金 属 工 事 （  ・  内 装 仕 上 げ 施 工 （ 鋼 製 下 地 ） ） ・  全 て ・

左 官 工 事 （  ・  左 　 官 ） ・  全 て ・

建 具 工 事 （  ・  サ ッ シ 施 工  ・  ガ ラ ス 施 工 ） ・  全 て

地
 
業
 
工
 
事

・

塗 装 工 事 （  ・  塗 　 装 ） ・  全 て ・

内 装 工 事 （  ・  内 装 仕 上 げ 施 工 （ 床 、 天 井 仕 上 げ 等 ） ・ 表 装 ） ・  全 て ・

植 栽 工 事 （  ・  造 　 園 ） ・  全 て ・

(1.5.9)測 定 化 学 物 質９ ． 化 学 物 質 の

濃 度 測 定 ※  ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 　 　 ・  ト ル エ ン 　 　 ・  キ シ レ ン

・  エ チ ル ベ ン ゼ ン 　 　 ・  ス チ レ ン 　 　 ・  パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン ・

測 定 は 「 官 庁 営 繕 部 に お け る 平 成 １ ５ 年 度 か ら の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 等 の 室 内 空 気
５

中 の 化 学 物 質 の 抑 制 に 関 す る 措 置 に つ い て 」 （ 平 成 １ ５ 年 ４ 月 １ 日 付 け 国 営 建 第

鉄
 
筋
 
工
 
事

１ 号 ・ 国 営 設 第 １ 号 ） に よ り 行 い 、 厚 生 労 働 省 の 指 針 値 以 下 で あ る こ と を 確 認 し 、

報 告 す る こ と 。

測 定 箇 所

標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る 工 法 と す る 。10． 特 別 な 材 料 の

工 　 　 法

３ ． Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル パ ネ ル の 種 類 (8.4.2～ 8.4.5) (表 8.4.2～ 8.4.4 )

単 位 荷 重  長 　 さ厚   さ  耐 火 性 能 工 法 種 別種      　 類 （ Ｎ /㎡ ） （ mm） （ mm）

・ 100・  外 壁 パ ネ ル 有 （ 1） 時 間合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上 （6.2.5）（6.8.3） ・  Ａ 種  ・  Ｂ 種  
・（ 意 匠 パ ネ ル ）の 仕 上 り

適　用　箇　所
・  外 壁 パ ネ ル ・ 100 有 （ 1） 時 間

・  Ａ 種  ・  Ｂ 種  ・ Ａ 種 ・（ 平 パ ネ ル ）

・ 有 （ 1） 時 間・ 100 ・  Ｃ 種  ・  Ｄ 種  
・  間 仕 切 壁 パ ネ ル

・ ・ 無 ・  Ｅ 種  

・ 100 有 （ 0.5） 時 間
・  Ｆ 種  ・  屋 根 パ ネ ル ・

（ 6.8.3）2. せ き 板 の 材 料 ・ 合 板 せ き 板 を 用 い な い 場 合 ・ 100 有 （ 0.5） 時 間
・  床 パ ネ ル ・  Ｆ 種  せ き 板 の 種 別 ： ・

コ ン ク リ ー ト 仕 上 り 面 の 補 修 　 ※ 6. 2 . 5 ( b ) ( 1 ) (ⅱ )　 ・
外 壁 ・ 屋 根 パ ネ ル の 建 築 基 準 法 に 基 づ く 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法 （ 8.4.3）

※ 適 用 す る （ 建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に 対 応 ）

（ 8.4.3）外 壁 パ ネ ル の 最 小 幅 　 　 ※ 300以 上 ・

(8.4.3)出 隅 入 隅 部 の 目 地 幅 (㎜ ) ・  図 示 ・ 　 20

(8.4.3)外 壁 ・ 間 仕 切 パ ネ ル の 伸 縮 目 地 に 耐 火 目 地 材 を 充 填

・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

４ ． 押 出 し 成 形  (8.5.2～ 8.5.4)(表 8.5. 1)(表 8.5.2)パ ネ ル の 種 類
セ メ ン ト 板

種 　 類 工 法 種 別厚  さ  （ ㎜ )表   面   形   状

・  60・  50・ Ｆ  フ ラ ッ ト パ ネ ル ・  Ａ 種

・  60・  50・  外 壁 パ ネ ル ・ Ｄ  デ ザ イ ン パ ネ ル (図 示 ) ・  Ｂ 種

・  60・ Т  タ イ ル ベ ー ス パ ネ ル

・  50・ Ｆ  フ ラ ッ ト パ ネ ル ・  60 ・  Ｂ 種

・  50・ Ｄ  デ ザ イ ン パ ネ ル (図 示 ) ・  60・  間 仕 切 壁 パ ネ ル ・  Ｃ 種

Ｇ ・ Т  タ イ ル ベ ー ス パ ネ ル印 は 、 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 の 基 づ く 「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 ・  60

進 に 関 す る 基 本 方 針 （ 平 成 28年 2月 変 更 閣 議 決 定 ） 」 に 定 め る 判 断 の 基 準 を 満 た す 物 品 を 示 す 。
外 壁 パ ネ ル の 建 築 基 準 法 に 基 づ く 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法 （ 8.5.3）

※ 適 用 す る （ 建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に 対 応 ）

・ 適 用 し な い・ 図 面 、 本 特 記 仕 様 書 、 標 準 仕 様 書 及 び 改 修 標 準 仕 様 書 に 記 載 の な い 事 項 は 次 の 基 準 に
 (8.5.3)（ 6.13.1） （ 6.13 .2） （ 6.15.1） パ ネ ル 相 互 の 目 地 幅 (㎜ ) ※  長 辺 8以 上 、 短 辺 15以 上 ・よ る 。
 (8.5.3)耐 火 構 造 以 外 の 目 地 、 隙 間 の 処 理

※  パ ネ ル 製 造 所 の 仕 様 ・
・ 本 設 計 図 書 に お け る 「 標 準 詳 細 図 」 と は 、 次 の 基 準 を 指 す  (8.5.3)

出 隅 入 隅 部 の 伸 縮 調 整 目 地 の 目 地 幅 (㎜ ) ※  15 ・

 (8 .5.5)パ ネ ル の 開 口 の 限 度 ※  図 示 ・

７
屋根保護防水

９ １ ． ア ス フ ァ ル ト (9.2.2)(9.2.3 )(表 9.2.3～ 9.2. 6)
防水層の種類防 　 水

鉄
 
骨
 
工
 
事

立 上 り 部 の（ 7.8.3） 施 工 箇 所 断 熱 材 絶 縁 用 シ ー ト1． 錆 止 め 塗 装 Ｇ種 　 別塗 料 の 種 別 保 護

防
 
 
　
　
水
 
 
　
　
工
 
 
　
　
事

・ 鉄 鋼 面 の 錆 止 め 塗 料 ※ポリエチレンフィルム・ A-1
・  乾 式厚さ0.15ｍｍ以上・ A-2屋 外 　 ※ 標 準 仕 様 書 18.3.2 表 18.3.1Ａ 種

保 護 材
・ A-3屋 内 　 ・ 標 準 仕 様 書 18.3.2 表 18.31（ 　 　 ） 種

・ B-1 ・  ｺﾝｸﾘｰﾄ
・ 亜 鉛 め っ き 鋼 面 の 錆 止 め 塗 料

押 え・ B-2
・ 標 準 仕 様 書 18.3.2 表 18.3.2（ 　 　 ） 種

・ B-3
・ （ 7.8.3） ・ AI-1

※フラットヤーンクロス（材質）※標準仕様書9.2.2
鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鋼 製 ス リ ー ブ の 内 面 （ 鉄 骨 に 溶 接 さ れ た も の に 限 る ） ・ AI-2 70ｇ/㎡程度（ｈ）による断熱材

※ 標 準 仕 様 書 18.3.2 表 18.3.2（  Ａ  ） 種 ・ AI-3
とする。

・ BI-1耐 火 被 覆 材 の 接 着 す る 面 へ の 塗 装 （ 7.8.3）
・ 有 　 （ ・ 廃 石 綿 　 ・ PCB含 有 物 　 ・ 　 　 　 　 　 )処 理 方 法 （ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （厚さ）・25mm ・50mm・ BI-2・ 行 わ な い
・ 無

・ BI-3
・ 行 う

適 用 箇 所 　 　 ・ 図 示 に よ る
・ 再 資 源 化 を 図 る も の 　 （ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 屋根露出防水

塗 料 の 種 別 ・ 標 準 仕 様 書 18.3.2 表 18.3.1（ 　 ） 種 (9.2.2)(9.2. 3)(表 9.2.7～ 9.2 .8)
防水層の種類

・ 標 準 仕 様 書 18.3.2 表 18.3.2（ 　 ） 種 仕 上 塗 料 高日射反射率防水施 工 箇 所 断 熱 材 Ｇ種 　 別・ Ｇの適用使 用 量種 類

・・ D-1種 類2． 耐 火 被 覆 材 （ 7.9.2～ 7.9.7）
・ D-2 ・

・・種 　 　 類 材 料 ・ 工 法 適 　 用 　 箇 　 所 ・ D-3 ・
・ 乾 式 吹 付 ロ ッ ク ウ ー ル

・ D-4 ・
・ 半 乾 式 吹 付 ロ ッ ク ウ ー ル

（材質）※JIS A 9511による ・ 製 造 所・ 製 造 所
・ 耐 火 材 吹 付 け ・ 湿 式 ロ ッ ク ウ ー ル ・ DI-1 ・の 指 定Ａ種硬質ウレタンフォーム の 指 定

保温材の保温板2種1号又は に よ るに よ る・
2号で透湿係数を除く規定

・
に適合するもの ・・ DI-2・ 繊 維 混 入 け い 酸 ｶﾙｼｭｳﾑ板

（厚さ）・25mm ・・ 耐 火 板 張 り
・

・ 高 断 熱 ロ ッ ク ウ ー ル
室 内 防 水・ 耐 火 材 巻 付 け

・
防水層の種類 （9.2.3）（表9.2.9）

ラ ス 張 り モ ル タ ル 塗 り ―
種　別 施　工　箇　所 施　工　箇　所種　別

所 要 性 能 (7.9.3) ・E-1 ・E-2

適   用   範   囲所  要  性  能 構   造   区   分
・ 設 け な い保 護 層 ・ 設 け る （ 図 示 ）・  ３ ０ 分 耐 火 ・  階 段・  屋 根

・  床・  柱 梁 ・乾式保護板 （9.2.2）・  １ 時 間 耐 火
・  壁 ・ ・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ養生したもの。

・  床・  柱 梁 ※  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅰ 類 （ 寒 冷 地 仕 様 ） ・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅱ 類 （ 一 般 仕 様 ）・  ２ 時 間 耐 火
※ 範 囲 は 図 示 ・ ・  壁 ・

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。
・・  柱 梁・  ３ 時 間 耐 火 表 面 材 は 不 燃 　 耐 衝 撃 性 500ｇ 　 出 荷 時 の 含 水 率 10％ 以 下

(9.2.4)防 水 層 の 下 地 モ ル タ ル 塗 り 　 ・  適 用 す る （ 施 工 範 囲  ※ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い
８ (8.2.2 )ブ ロ ッ ク の 種 類１ ． 補 強 コ ン ク リ 平 場 の 保 護 コ ン ク リ ー ト の 厚 さ 　 　 こ て 仕 上 げ 　 ※ 水 下 80 mm以 上 　 　・ (9.2.5)

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
セ
メ
ン
ト
板
工
事

モ ジ ュ ー ル 呼 び 寸 法ー ト ブ ロ ッ ク 造 化 粧 の正 味 厚 さ断 面 形 状 及 び 適 用 箇 所 ・床 タ イ ル 貼 　 ※ 水 下 60mm以 上
（ ｍ ｍ ） 有 無圧 縮 強 さ に よ る 区 分 （ ｍ ｍ ）

成 形 伸 縮 目 地 材 　 　 ※ 付 着 層 タ イ プ 　 　 ・ ア ン カ ー タ イ プ (9.2.2)1.床 下 防 湿 層 （ 4.6.5）※ 適 用 す る × 高 ・ 有 ・ 無長※ 空 洞 ブ ロ ッ ク -16
押 さ え 金 物 の 材 質 、 形 状 寸 法  (9.2.2)（ ・ ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム 厚 さ 0.15ｍ ｍ 以 上 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ × ・ 有 ・ 無 ※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2.0程 度 ・・ 適 用 し な い

(9.2.4)立 上 が り 部 の コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上 げ の 種 別・ 有 ・ 無施 工 範 囲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 4.6.5） ・ ×
※  Ｂ 種 ・

・ 図 示
排 水 溝 　 　 　 　 　 ・ 設 け な い 　 　 ・ 設 け る （ 図 示 ） (9.2.5)（ 8.2.5）・各 部 の 配 筋 ・  図 示

(9.3.2)(9 .3.3)(表 9.3.1～ 9.3.3)２ ． 改 質 ア ス フ ァ 防水層の種類
２ ． コ ン ク リ ー ト (8.3.2)ブ ロ ッ ク の 種 類 ル ト シ ー ト 防 水 高 日 射 反 射

ブ ロ ッ ク 帳 壁 モ ジ ュ ー ル 呼 び 寸 法 化 粧 の 表 8.3.1以 外 の 断 熱 材正 味 厚 さ Ｇ 率 防 水 の 適断 面 形 状 及 び 施 工 箇 所 防 湿 層種 　 別及 び 塀 （ ｍ ｍ ） 有 無 用使 用 箇 所圧 縮 強 さ に よ る 区 分 （ ｍ ｍ ） Ｇ

長 ・ AS-T1× 高 ・ 有 ・ 無 ・・ 空 洞 ブ ロ ッ ク -08
・ AS-T2（ 5.3 .4） ・・ 先 組 工 法 等 で 同 一 箇 所 に 設 け る 場 合 ：

× ・ 有 ・ 無・ 空 洞 ブ ロ ッ ク -16
位 置

・ 有 ・ 無 ・ AS-T3・ 型 枠 状 ブ ロ ッ ク -20 ×
※ 表 5.3.4を 適 用 す る （ 5.3.4） ・・ AS-T4

・ × ・ 有 ・ 無
・ AS-J1・ 塩 害 を 受 け る 恐 れ あ る 等 の 箇 所 の か ぶ り 厚

（材質）※JIS A 9511によるＡ種（ ・ か ぶ り 厚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 箇 所 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 5.3.5） ・設ける（ 8.3.3）・各 部 の 配 筋 ・  図 示 ・ ASI-T1 ・硬質ウレタンフォーム保温材の保 (改質アスファルト製
・ 機 械 式 継 手 及 び 溶 接 継 手 の あ き 寸 法 温板2種1号又は2号で透湿係数を除（ 5.3.5） 製造所の仕様による)

く規定に適合するもの・ 機 械 式 継 手 の 鉄 筋 間 隔 ： ・ ASI-J1 ・・設けない
（厚さ）・25mm ・・ 溶 接 継 手 の 鉄 筋 間 隔

・  貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

・  壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

※ A4に 3枚 程 度

1

下 記 以 外 は 構 造 関 係 特 記 仕 様 書 に よ る 。

下 記 以 外 は 構 造 関 係 特 記 仕 様 書 に よ る 。

1.隣 合 う 継 手 の

2.鉄 筋 の 定 着

3.鉄 筋 の か ぶ り 厚

下 記 以 外 は 構 造 関 係 特 記 仕 様 書 に よ る 。

下 記 以 外 は 構 造 関 係 特 記 仕 様 書 に よ る 。

　 　 　 特 記 事 項 は 、 ・ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

（ ２ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の （ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

（ ３ ）

・ 現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

４ ． 工 事 範 囲

（ 正 ・ 副 ）

※ 別 途 Ｃ Ｄ -Ｒ

　 １ 枚

特記仕様書

（ 建 設 発 生 土 の 受 入 量 ｍ 3 発 生 場 所 ； 監 督 員 の 指 示 に よ る ）

基 礎 立 上 り

※ ８ ※  ４ ０

特記仕様書（１）
特 1

工事名称： 　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 標 仕 」 と い う 。 ） 及 び 「 公 共 建 築

改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 最 新 版 ） 　 　 　 　 国 土 交 通 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

・ 建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 最 新 版 ） 　 　 　 　 　 　 　 国 土 交 通 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

※  監 督 員 の 指 示 に よ る （ ２ 室 ： ホ ー ル ・ 会 議 室 を 予 定 ）

・  構 外 搬 出 適 切 処 理 （ 予 定 ： 水 海 地 区 ） 　 ※ 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

※ 外 構 工 事

・  24

※ ５ 種 類

５ ． 施  工  条  件

・  ２ 項 道 路 は 私 有 地 で あ る 。 （ 発 注 者 協 議 済 ）

3 4

1,663.15 ㎡

建 物 本 体 工 事 ・ 外 構 工 事 （ ネ ッ ト フ ェ ン ス ・ 側 溝 ・ As舗 装 等 ・ 擁 壁 工 事 ）

木 造 平 屋 建 て 　 　 延 床 面 積 　 214.47　 ㎡ 　 　 地 区 集 会 所

・  市 道 中 小 川 1号 線 の 拡 張 工 事 。

岩 手 県 釜 石 市 甲 子 町 第 １ ５ 地 割 ８ ６ 番 地 ４



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

Non

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

特

木
 
 
 
 
　
　
工
 
 
 
 
　
　
事
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防
 
 
　
　
水
 
 
　
　
工
 
 
　
　
事

仕 上 塗 料 の 種 類 及 び 使 用 量

種 類 　 　 ・ 製 造 所 の 指 定 に よ る

（ 9. 3 . 3）

３ ． 合 成 高 分 子 系

ル ー フ ィ ン グ

シ ー ト 防 水

防 水 層 の 種 別

Ｇ

　 率 防 水 の 適

用

高 日 射 反 射

断 熱 材種 　 別 施 工 箇 所 シート

の材質

絶縁用

・ S-F1

・ S-F2

・ S-M1

・ S-M2

・ S-M3

・ SI-F1

・ SI-F2

・ SI-M1

※発泡ポリ
エチレン
シート

・ SI-M2

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

(9.5.3)(表 9.5.1)(表 9.5.2)４ ． 塗  膜  防  水 塗 膜 防 水 の 種 別

Ｇ用
種 　 　  別

10

石
　
　
工
　
　
事

１ ． 施 　 工 石 材 の 割 付 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 10.1.3(a)(1)(2)に よ る 　 ・  図 示

屋 内 の 床 を 本 磨 き と す る 場 合 の ワ ッ ク ス が け

(10.1.3)

(10.1.3)

(10.1.5)

２ ． 石 　 材 天 然 石

・一等品　・2等品

表面仕上げ 備　考施工箇所 石材の種類品　　質 寸法(mm) 厚さ(mm)

粗 面 仕 上 げ の の み 込 み 部 分 の 仕 上 げ 　 　 　  　 　 　 　 　 ・  図 示

施工箇所

テ ラ ゾ ー ブ ロ ッ ク (10.2.1)(表 10.2.2)

(10.2.1)(表 10.2.1)（ 表 10.2.2）

表面仕上げ寸法(mm)仕上面形状種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

・平もの

・役もの

・片面

・両面

10-2

石
　
　
工
　
　
事

施工箇所

(10.2.1)(表 10.2.2)

種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

寸法による区分 表面仕上げ 備考

・300型

・400型

テ ラ ゾ ー タ イ ル

４ .内 壁 空 積 工 法 石 裏 面 処 理

裏 打 ち 処 理

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

下 地 ご し ら え

・ あ と 施 工 ア ン カ ー 工 法

（ 10.4.2）

（ 10.4.2）

（ 10.4.3）

ア ン カ ー の 材 質 及 び 径 ※ S S 4 0 0  Ｍ 1 2　 　

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法

・ 材 質 （ 　 　 　 　 　 　 ） ・ 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 10.2.2）

（ 10.2.2）

３ .外 壁 湿 式 工 法 石 裏 面 処 理

裏 打 ち 処 理

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.3.2）

（ 10.3.2）

（ 10.3.3）

(10.2.2)

ド レ イ ン パ イ プ の 材 質 ※ 樹 脂 ネ ッ ト 製 パ イ プ 　 ク ロ ス メ ッ シ ュ 巻 　 25～ 35φ （ 10.2.3）

ア ン カ ー の 材 質 及 び 径 ※ S S 4 0 0  Ｍ 1 2　 　
（ 10.2.2）

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法
（ 10.2.2）

・ 材 質 （ 　 　 　 　 　 　 ） ・ 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

目 地 （ 10.3.3）一 般 目 地

伸 縮 目 地 位 置 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 11.1.1に よ る 　 ・ 図 示

シ ー リ ン グ 材 　 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

目 地 一 般 目 地

伸 縮 目 地

シ ー リ ン グ 材 　 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

位 置 　 　 ※ 6ｍ ご と 　 ・ 図 示

６ ． 床 及 び 階 段 の

石 張 り

石 材 の 厚 さ ・ 床 　 　 　 ｍ ｍ 　 　 ・ 階 段 　 　 　 ｍ ｍ （ 10.6.2） （ 10.6.3）

石 張 り の 裏 面 処 理 ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い床

階 段 ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.6.2）

シ ー リ ン グ 材 　 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.6.2）

（ 10.6.2）

７ .ア ー チ 、 上 げ 裏

等 の 石 張 り

石 材 の 厚 さ ・ 　 　 　 ｍ ｍ 　 　・ 　 　 　 ｍ ｍ 　

石 裏 面 処 理

裏 打 ち 処 理

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.4.3）

５ .乾 式 工 法 取 付 け 工 法 ・ ス ラ イ ド 方 式 　 ・ ロ ッ キ ン グ 方 式

石 裏 面 処 理

裏 打 ち 処 理 ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.5.2）

（ 10.5.2）

外 壁 の 工 法 （ 10.5.3）

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.7.2）

（ 10.7.2）

（ 10.7.2）

石 材 の 厚 さ

タ
 
 
　
イ
 
 
　
ル
 
 
　
工
 
 
　
事
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誘 発 目 地

及 び ひ び 割 れ

１ ． 伸 縮 調 整 目 地

２ .ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙに よ る

陶 磁 器 質 タ イ ル

張 り

・

・

・

・

・

耐凍害性

無
備 考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

有

見 本 焼 き

試 験 張 り

標

準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

・

有

・

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

・

無

釉
施

釉

・

・

・

・

・

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

・

・

・

・

・

Ｇ

再生材形 状

寸 法

(㎜ )

主な用途

による

区分

施工箇所
の適用

・  行 う 　 　 ・  行 わ な い

・  行 う 　 　 ・  行 わ な い

役 物 ： 標 準 的 な 曲 り の 役 物 は 一 体 成 型 と す る 。

モ ル タ ル 塗 り の コ ン ク リ ー ト 素 地 面 の 処 理

壁 タ イ ル 張 り の 工 法

外 装 タ イ ル 　 　 ・ 密 着 張 り 　 　 ・ 改 良 積 上 げ 張 り 　 　 ・ 改 良 圧 着 張 り

（ 11.2.7）

内 装 タ イ ル 以 外 の ユ ニ ッ ト タ イ ル 　 　 ・ マ ス ク 張 り 　 ・ モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

３ .接 着 剤 に よ る

陶 磁 器 質 タ イ ル

張 り

タ イ ル の 種 類 、 寸 法

・

・

・

・

・

耐凍害性

無

・

・

・

・

・

有

見 本 焼 き

試 験 張 り

標

準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

・

有

・

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

・

無

釉
施

釉

・

・

・

・

・

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

・

・

・

・

・

Ｇ

再生材形 状

寸 法

(㎜ )

主な用途

による

区分

施工箇所
の適用

・  行 う 　 　 ・  行 わ な い

・  行 う 　 　 ・  行 わ な い

役 物 ： 標 準 的 な 曲 り の 役 物 は 一 体 成 型 と す る 。

タ イ ル の 種 類 、 寸 法

特

注

特

注

(11.3.2)

 (11.2.2)

 (11.2.2)

（ 11.2.7）

11-2

タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

内 装 壁 タ イ ル 接 着 剤 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 （ 11.3.3）

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る 。

（ 11.3.4）外 装 壁 タ イ ル 接 着 剤 張 り に お け る 目 地 シ ー リ ン グ 材

モ ル タ ル 塗 り を 行 う コ ン ク リ ー ト 素 地 面 処 理 （ 11.3.7）

４ .陶 磁 器 質 タ イ ル

型 枠 先 付 け

タ イ ル の 種 類 、 寸 法

標

準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

有

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

無

釉
施

釉

・

・

・

・

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

・

・

・

・

再生材

の適用

特

注

形 状

寸 法

(㎜ )

主な用途

による

区分

備 考

色

施工箇所

見 本 焼 き

試 験 張 り ・  行 う 　 　 ・  行 わ な い

・  行 う 　 　 ・  行 わ な い

役 物 ： 標 準 的 な 曲 り の 役 物 は 一 体 成 型 と す る 。  (11.4.2)

タ イ ル 先 付 け 型 枠 の 種 類

 (11.4.2)

 (11.4.2)

種 　 　 類 適 用 タ イ ル タ イ ル 型 枠 先 付 け 面 の せ き 板 の 種 類

・ タ イ ル シ ー ト 法

・ 目  地  桝  法

・ 桟 　 木 　 法

・ 小 口 タ イ ル

・ 二 丁 掛 タ イ ル

大 型 タ イ ル

・ 標 準 仕 様 書 6.8.3ｂ (2)

（ 11.4.2）

 (11.2.2)

 (11.2.2)

(11.3.2)

(11.3.2)

(11.3.2)
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木
 
 
 
 
　
　
工
 
 
 
 
　
　
事

１ ． 表 面 仕 上 げ

種 　 　 類

表 面 の 仕 上 げ の 程 度

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

適 　 用 　 箇 　 所

２ ． 製 　 　 材

施 工 箇 所

・

・

・

 (12.2.1)・ 下 地 用 針 葉 樹 製 材

Ｇ

Ｇ

樹 種 形 　 状 含 水 率
間 伐 材 等
の 適 用

寸 法 （ mm）

施 工 箇 所

・

・

・

 (12.2.1)

樹 種 含 水 率
間 伐 材 等
の 適 用

等 　 級寸 法 （ mm）

・ 造 作 用 針 葉 樹 製 材

施 工 箇 所

・

・

・

 (12.2.1)

樹 種 含 水 率 間 伐 材 等
の 適 用

寸 法 （ mm）

・ 広 葉 樹 製 材

形 　 状

(耳付材の有無）

・ 「 製 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 製 材

施 工 箇 所

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

含 水 率

・

・

・

・ B種
・

・

・

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

難 燃 処 理防 虫 処 理

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る ※ A種

樹 種
寸 法

（ mm）

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る
・ B種
※ A種

※ A種

・ B種

 (12.2.1)・ 代 用 樹 種 を 使 用 で き な い 箇 所 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

施 工 箇 所

 (12.2.1)・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

間伐材
等の
適用

・

・

・

寸 法 （ mm）樹 種 含 水 率

間伐材
等の
適用

 (12.2.1)

・

・

・

　

化 粧 薄 板 の 厚 さ

（ mm）

寸 法

（ mm）
樹 種施 工 箇 所

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

間伐材
等の
適用

施 工 箇 所

 (12.2.1)

・

・

・

見 付 け 材 面 の

※１等　・2等

化 粧 薄 板 の 厚 さ寸 法

（ mm）
樹 種

（ mm） 品 質

※１等　・2等

※１等　・2等

　

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

３ .造 作 用 集 成 材

Ｇ

 (12.2.1)ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・ 造 作 用 集 成 材

施 工 箇 所

・

・

・

 (12.2.1)

間 伐 材 等
の 適 用

見 付 け 材 面 の
品 質

寸 法 （ mm）樹 種

※１等　・2等

※１等　・2等

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

※１等　・2等

12-2
施 工 箇 所

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

含 水 率

・

・

・

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

・ 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

・ 化 粧 ば り 構 造 用 集 成 材

見 付 け 材

面 の 品 質
化 粧 薄 板 の
厚 さ (mm)

寸 法

（ mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹 種

施 工 箇 所

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

含 水 率

・

・

・

見 付 け 材

面 の 品 質
化 粧 薄 板 の
厚 さ (mm)

寸 法

（ mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹 種

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 構 造 用 集 成 材

4.造 作 用 単 板 積 層 材  (12.2.1)ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

防 虫 処 理

・

・

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

（ mm）

厚 さ

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

施 工 箇 所 表 面 の 化 粧 加 工

 (12.2.1)

間伐材
等の
適用

防 虫 処 理

・

・

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

・有
（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

表 面 の 化 粧 加 工

※ 14％ 以 下

・

含 水 率
（ mm）

厚 さ

※ 14％ 以 下

・

施 工 箇 所

５ .床 張 り 用 合 板 等  (12.2.1)ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

 (12.2.1)

施 工 箇 所
厚 さ
(mm)

・ 普 通 合 板

間伐材

適用

Ｇ

防 炎

処 理処 理処 理

広葉樹
※2等以上
・１等

針葉樹
※Ｃ-Ｄ以上

・
・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

表 板 の 品 質 等の
接着の

程度

素板の

樹種名

・適用する※１類

・２類

・
・適用しない ・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・
・適用しない ・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する・適用する

・２類

・２類

・

・

・

・

 (12.2.1)

間伐材

処 理
等の

接着の

程度

素板の

樹種名

・ 構 造 用 合 板

表 板 の

品 質

防 虫 難 燃

防 虫 強 度

等 級

有効断面

係数比

厚 さ
(mm)

施 工 箇 所 等 級

・１類

・１類

Ｇ

 (12.2.1)

施 工 箇 所

・ パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド

表 裏 面 の 状 態
に よ る 区 分

曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

接 着 剤
に よ る 区 分

厚 さ （ mm）難 燃 性
に よ る 区 分

※  15
・

※ 13タ イ プ

・

※ Ｐ 又 は Ｍ

・
・・

・ ・ ・ ・ ・

 (12.2.1)・ 構 造 用 パ ネ ル

施 工 箇 所 厚 さ （ mm）等 　 　 級

・ 1級 　 ・ 2級 　 ・ 3級 　 ・ 4級

・ 1級 　 ・ 2級 　 ・ 3級 　 ・ 4級

６ .接 着 剤 （ 12.2.2） （ 12.2.3）

（ 12.3.1）

・ 薬 剤 の 加 圧 注 入 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

７ .防 腐 、 防 蟻 処 理 ・ 防 腐 ・ 防 蟻 処 理 が 不 要 な 樹 種 に よ る 製 材 及 び 集 成 材

適 用 部 位 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 (12.3.1)

適 用 部 位

・ Ｋ ２ 　 　 ・ Ｋ ３ 　 　 ・ Ｋ ４

・ Ｋ ２ 　 　 ・ Ｋ ３ 　 　 ・ Ｋ ４

保 存 処 理 性 能 区 分

 (12.3.1)

適 用 部 位

・ 薬 剤 の 塗 布 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

処 理 の 方 法

・ ボ ー ド 原 料 接 着 剤 へ の 薬 剤 混 入 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

適 用 部 位 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 (12.3.1)

施 工 箇 所施 工 箇 所種 別 種 別

・ C-UP・ C-UI

防 水 の 種 別
塗 布 防 水

５ ． ケ イ 酸 質 系

６ .脱 気 装 置

※  ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 類

製 造 所 の 仕 様 に よ る

・

脱 気 装 置 の 種 類 設  置  数  量防 水 種 別

※  ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 類

製 造 所 の 仕 様 に よ る

・

・

Ｘ -1

※  防 水 材 の 主 材 料 の 製 造 所 の

仕 様 に よ る

※  防 水 材 の 主 材 料 の 製 造 所 の

仕 様 に よ る

・

 (9.2.3)(9.3.3)（ 9.5.3）

D-1 D-2 D-3 

ASI-T1 ASI-J1
AS-T3 AS-T4

D-4 DI-1 DI-2

コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地

ひ び 割 れ 誘 発 目 地
左 　 記 　 以 　 外

接 着 性 試 験

・ ・

・

※ 20mm以 上 ※ 10mm以 上

ガ ラ ス 回 り
目 　 地

※ 5mm以 上

※ 5mm以 上

・

※ 10mm以 上

・  引 張 接 着 性 試 験 (部 位

箇 　   所

幅    (㎜ )

深  さ (㎜ ) ※ 10mm以 上 ・ ・

)

７ ． シ ー リ ン グ

施    工    箇    所

 (9.7.3)

(9.7.5)

８ .防 水 施 工 保 証 書 ※ 提 出 す る 　 　 ・ 提 出 し な い

使 用 量 　 ・ 製 造 所 の 指 定 に よ る

・

・

（ 厚さ ） ・ 25mm ・

（ 厚 さ ） ・ 25mm ・

・

・

(3)(ⅱ）による
※標準仕様書9.4.2(c)

(材質）

※標準仕様書9.4.2(c）

(材質）

仕上塗料

・

・製造所の指定

・

・製造所の指定

・

・製造所の指定

・

・製造所の指定

種 類 ・ 使 用 量

・

(9.4.3)(表 9.4.1～ 3)

防 水 層 の 種 別 (室 内 防 水 ）

(3)(ⅰ）による

平場のモルタル塗り

・下地モルタル塗り

屋 根 防 水 の 平 場 の 保 護 ｺ ﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ仕 上 厚 さ 　 ・ (　 　 　 ） ｍ ｍ （ 9.4 . 4）

機 械 式 固 定 工 法 の 場 合 の 一 般 部 の ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 張 付 け （ 9.4.4）

・ 行 わ な い・ 行 う (・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

の 入 隅 部 の 増 張 り

下 地 が Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト (Ｓ -Ｆ 1、 Ｓ Ｉ -Ｆ 1の 場 合 ） 及 び Ａ Ｌ Ｃ 板 （ Ｓ -Ｃ 1の 場 合 ）

（ 9.4.4）

・ 行 わ な い・ 行 う （ ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 水 下 地 が Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 及 び Ａ Ｌ Ｃ 部 材 の 場 合 の 目 地 処 理 （ 9.4.4）

※ 厚 さ 0.4mm以 上 の 防 錆 処 理 し た 鋼 板 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 及 び そ れ ら の 片 面 又 は 両 面 に
樹 脂 を 積 層 加 工 し た 鋼 板

固 定 金 具 の 材 質 及 び 形 状

・床塗り工法

保　護　層

※標準仕様書15.2.5(b)及び(3）

・
に準じる

※標準仕様書15.2.5(c)1

に準ずる
・

塗り厚

種　　別

・ S -C 1

施 工 箇 所

保 護 ﾓﾙﾀﾙ
立 上 り 部

・  　 mm

塗 り 厚

防 湿 層

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
・  Ｙ － ２

※  地 下 外 壁 防 水

・  Ｘ － ２

・  Ｙ － １

・  Ｘ － １

施 工 箇 所

・

・

仕 上 塗 料

種類・使用量

※  屋 内 防 水

・製造所の指定

・  

・

・

高日射反射

　率防水の適

・製造所の指定

・  

 (9.6.1～ 3)(表 9.6.1～ 2)

種         類    (記  号 )

 (9.7.2)(表 9.7.1）

下 表 以 外 は 、 標 準 仕 様 書 （ 表 9.7.1） ） に よ る 。 但 し 、 外 壁 タ イ ル 接 着 剤 張 り の 場 合 の

シ ー リ ン グ 材 は 11章 に 、 カ ー テ ン ウ ォ ー ル の 場 合 の シ ー リ ン グ は 17章 に よ る 。

・  行 わ な い

・  行 う （ 使 用 箇 所 　 ・  す べ て 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・

・

※ あ と 施 工 ア ン カ ー ・ 横 流 し 筋 工 法

※ 流 し 筋 工 法下 地 ご し ら え

・ あ と 施 工 ア ン カ ー 工 法

・ あ と 施 工 ア ン カ ー ・ 横 流 し 筋 工 法

受 け 金 物 材 質 　 　 ※ S S 4 0 0  　 　・

形 状 お よ び 寸 法 ・ Ｌ － 75× 75× 6の 加 工 　 Ｌ ＝ 100mm

・ Ｌ － 75× 75× 6の 加 工 　 Ｌ ＝ 150mm

・

受 け 金 物

形 状 お よ び 寸 法 ・ Ｌ － 75× 75× 6の 加 工 　 Ｌ ＝ 100mm

・ Ｌ － 75× 75× 6の 加 工 　 Ｌ ＝ 150mm

(10.2.2)材 質 　 　 ※ SS400 ・

・

目 地 幅 　 　 ※ 6ｍ ｍ 以 上 　 　・

目 地 幅 　 　 ※ 6ｍ ｍ 以 上 　 　・

建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に 対 応建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1 ・ 1.15 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に 対 応
※ ス テ ン レ ス （ SU S 3 0 4）  Ｍ 10　 　※ ス テ ン レ ス （ SU S 3 0 4）  Ｍ 10　 　ア ン カ ー の 材 質 及 び 径 （ 10.5.3）

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法

・ 材 質 （ 　 　 　 　 　 　 ） ・ 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 10.5.3）

目 地 （ 10.5.3）目 地 幅 　 　 ※ 8ｍ ｍ 以 上 　 　・

シ ー リ ン グ 材 　 　 ・ 適 用 す る 　

(※ 標 準 仕 様 書 9.7に よ る 　 　 ・ 図 示 　 ）

・ 適 用 し な い

目 地 一 般 目 地 目 地 幅 (mm） 　 ・ 図 示 ・

伸 縮 調 整 目 地

・ 図 示

位 置 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 10.6.2(2)(ⅰ )に よ る

取 付 け 金 物

目 地 一 般 目 地 （ 10.7.2）

８ .笠 木 、 甲 板 等 の

石 張 り 石 材 の 厚 さ

石 裏 面 処 理 ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

取 付 け 工 法 ・ 外 部 湿 式 工 法 　 ・ 乾 式 工 法

・ 　 　 　 ｍ ｍ 　

石 裏 の 補 強 用 モ ル タ ル ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

（ 10.7.3）

（ 10.7.3）

（ 10.7.3）

（ 10.7.3）

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 10.7.2）

・

目 地 幅 　 　 ※ 6ｍ ｍ 以 上 　 ・

伸 縮 調 整 目 地 位 置 　 　 ※ 他 の 部 位 と の 取 合 い 部 　 ・ 図 示

10.2.2.(b)の ス ラ イ ド 方 式 に 準 ず る

※ 標 準 仕 様 書 10.2.2.(a)、 10.2.2.(c)に よ る 。 及 び 、 標 準 仕 様 書

取 付 け 金 物

10.2.2.(b)の ス ラ イ ド 方 式 に 準 ず る

※ 標 準 仕 様 書 10.2.2.(a)、 10.2.2.(c)に よ る 。 及 び 、 標 準 仕 様 書

・

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　（ 10.7.3）

位 置 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 11.1.1に よ る 　 　 ・ 図 示 （ 11.1.3） (表 11.1.1）

色 耐
滑
り
性

色

備 考

耐
滑
り
性

・

・

・

・

・

・ Ｍ Ｃ Ｒ 工 法 　 　 ・ 目 荒 し 工 法 (高 圧 水 洗 処 理 ）

打 継 目 地 ・ ひ び 割 れ 誘 発 目 地 　 　 ※ ポ リ ウ レ タ ン 系 シ ー リ ン グ 材

伸 縮 調 整 目 地 ・ そ の 他 の 目 地 　 　 ※ 変 性 シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ 材

・

・

 (11.4.2)(表 11.4.1）

・ 金 属 製 タ イ ル 先 付 け 用 パ ネ ル

・

（ 12.1.4） (表 12.1.1）

形 　 状

等 　 級

等 　 級

見 付 け 材 面 の
品 質

※15%以下 ・

※15%以下 ・

※15%以下 ・

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

Ｇ

接 着 剤 は 可 塑 剤 （ 難 揮 発 性 の 可 塑 剤 を 除 く ） が 添 付 さ れ て

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す るホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

い な い も の と す る 。

外 壁 面

・ シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

・ シ ー リ ン グ 材 の 目 地 寸 法 玄関 外装

・ М Ｃ Ｒ 工 法 　 　 ・ 目 荒 し 工 法

※図示

※ 含 水 率 　 25％ 以 下

※ 含 水 率 　 18％ 以 下

※図示

土 　 台

※ （ 社 ） 日 本 木 材 保 存 協 会 認 定 　 及 び 、

　 （ 社 ） し ろ あ り 対 策 協 会 認 定 の 防 腐 、 防 蟻 材

※ 標 準 仕 様 書 １ ２ .３ ． １ （ ３ ） （ ⅱ ） ① ～ ④ に よ る土 台 （ 切 断 面 、 欠 損 面 ）

柱

（ 地 面 よ り 1mの 高 さ ま で ）

材 面 の 品 質

見 掛 か り 部

※ 構 造 特 記 に よ る

5.5

相 当

・  簡 易 接 着 性 試 験

変 性 シ リ コ ー ン （ 外 壁 メ ー カ ー 指 定 品 ）

押 入 ・ 収 納 シ ナ

100角

特記仕様書（２） 2

3 4



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

Non

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

特

・ 　 同 一 キ ー

（ 16.7.2）

か ま ち 樹 種 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 鏡 板 樹 種 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 建 具 表 に よ る見 込 み 寸 法 　 ※ 36ｍ ｍ 　

・ か ま ち 戸

・ 特 殊 加 工 化 粧 合 板

屋
根
及
び
と
い
工
事

１ ３

１ ． 長 尺 金 属 板 葺 (13.2.2)

施 工 箇 所
板 及 び コ イ ル

の 種 類

※ JIS G 3322の
屋 根 用 コ イ ル

・

塗 膜 の 耐 久 性 、 め っ き

付 着 量 等 の 種 類 及 び 記 号 備 考

下 葺 材 料 ・ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 940

・ 改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 下 葺 材
（ ・ 一 般 タ イ プ 　 ・ 複 層 基 材 タ イ プ 　 ・ 粘 着 層 付 タ イ プ ）

工 法

建 築 基 準 法 に 基 づ く 風 圧 力 及 び 積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法 （ 13.2.3）

２ .折 版 葺

施 工 箇 所 形 式

・はぜ締め型

・重ね型

・かん合型

耐火

性能

軒先

面戸板

・30分

・無

・有

・無

厚 さ
(mm)

材料による

区分

 (13.3.2)（ 13.3.3） （ 表 13.2.1）

合金板製
・アルミニウム

・

※ 鋼板製

耐力によ

る区分

山高、山ピッチ
による区分

山高

・(　　)種

・ ・ ・ ・ ・

材 料 板 及 び コ イ ル の 種 類 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 13.3.2）

塗 膜 の 耐 久 性 、 め っ き 付 着 量 等 の 種 類 及 び 記 号 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 材 ・ 有 り （ 種 別 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚 さ (mm)： 　 　 防 火 性 能 ： 　 時 間 ）

・ 無 し

工 法

建 築 基 準 法 に 基 づ く 風 圧 力 及 び 積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法 （ 13.3.3）

施 工 箇 所

山ピッチ

区分 区分
形状による 寸法による

区分

（ 13.4.2）

種 　 　 類

・適用しない

・適用する

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用しない

・適用する

瓦 桟 木 材 質 　 ※ 杉 又 は ひ の き

寸 法 　 ※ 幅 21× 高 さ 15（ mm)

棟 補 強 用 心 材 材 質 　 ※ 杉 又 は ひ の き

寸 法 　 ※ 幅 40× 高 さ 30（ mm）

（ 13. 4 . 3）

（ 13. 4 .3）

工 法

（ 13.5.2） （ 表 13.5.1）

鋼 管 製 と い の 防 露 巻 き

・ 適 用 す る （ 工 法 ： ※ 標 準 仕 様 書 表 13.5.5に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

ロ ッ ク ウ ー ル 保 温 筒 及 び フ ェ ノ ー ル フ ォ ー ム 保 温 筒 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

ル ー フ ド レ イ ン

・ ろ く 屋 根 用 （ ・ 縦 型 　 ・ 横 型 ）

種 　 　 別 施 　 工 　 箇 　 所

・ バ ル コ ニ ー 用

・ バ ル コ ニ ー 中 継 用

（ 13.5.2） （ 表 13.5.2）

・融 雪 型 ル ー フ ド レ イ ン

１ ４

金
　
　
属
　
　
工
　
　
事

の 表 面 仕 上 げ

１ ． ス テ ン レ ス

種 　       　 類 施 工 箇 所 (手 す り 、 タ ラ ッ プ 、 建 具 以 外 )

※  Ｈ Ｌ 程 度

(14.2.1)

２ ． ア ル ミ ニ ウ ム

及 び ア ル ミ ニ ウ ム

合 金 の 表 面 処 理

(14.2.2)(表 14.2.1)

被 膜 又 は 複 合

被 膜 の 種 類

・ A－ 1種

・ B－ 1種

・ A－ 2種

・ B－ 2種

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

・ C－ 1種

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

・ C－ 2種

・ D種

※ AA15

※ AA15

※ B

※ B

※ AA6

※ AA6

種 　 別 施 工 箇 所 (成 形 板 、 笠 木 、 建 具 以 外 )

陽 極 酸 化 被 膜 の 着 色 方 法 　 　 ※ 二 次 電 解 釈 色 　 ・ 三 次 電 解 着 色

表 面 処 理 方 法 種   別 施 工 箇 所 (手 す り 、 タ ラ ッ プ 以 外 )

・  Ａ 種

め っ き

３ ． 鉄 鋼 の 亜 鉛

・  Ｂ 種

・  Ｃ 種

・  Ｄ 種

・  Ｅ 種

・  Ｆ 種

(14.2.3)(表 14.2.2)

・ 溶 融 亜 鉛 め っ き

・ 電 気 亜 鉛 め っ き

金
　
属
　
工
　
事

４ ． 軽 量 鉄 骨

天 井 下 地

野 縁 等 の 種 類  (14.4.2)(表 14.4.1)

屋 外 ※  25型 ・  19型 屋 内 ※  19型 ・  25型

・ 屋 外 の 軒 天 井 、 ピ ロ テ ィ 天 井 等

工 法

（ 14.4.4）

５ .軽 量 鉄 骨 壁 下 地 ス タ ッ ド 、 ラ ン ナ ー の 種 類

ス タ ッ ド の 高 さ が ５ ｍ を 超 え る 場 合 ※  図 示

※ 標 準 仕 様 書 表 14.5.1に よ る ス タ ッ ド 高 さ に よ る 区 分 に 応 じ た 種 類

(14.5.3)(表 14.5.1)

・  図 示

６ .金 属 成 形 板 張 り

アルミニウム

・ 押 出 し

被膜等の種類

※ B

※ B

※ AA6

※ AA6

・ B－ 2種
（・アンバー　・ブロンズ

・ B－ 1種

・ C－ 1種

（・アンバー　・ブロンズ
・ブラック系　・ステンカラー）

・ C－ 2種

・ D種

・ブラック系　・ステンカラー）

種　別

板厚

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）種 別 形 状製 法
表 面 処 理

・ ロ ー ル

・

７ ． ア ル ミ ニ ウ ム

製 笠 木 ・  250形
部 材 の 種 類

・  300形 ・  350形

（ 14.6.3）

８ ． 手 す り 及 び
タ ラ ッ プ

タ ラ ッ プ ・ ス テ ン レ ス 製  SUS304（ 表 面 処 理 　 ※ 研 磨 な し 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ 鋼 製 　 （ 表 面 処 理 　 ※ 溶 融 亜 鉛 め っ き Ｃ 種 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

手 す り  　 ・ ス テ ン レ ス 製  SUS304（ 表 面 処 理 　 ※ Ｈ Ｌ 程 度 　 ・ Ｎ o.2B程 度 　 ・ 　 　 　 ）

・ 鋼 製 　 （ 表 面 処 理 　 ※ 溶 融 亜 鉛 め っ き Ｃ 種 　 ・ 　 　 　 　 　 ） (14.8.2)

(14.8.3)

９ ． イ ン サ ー ト ※ 床 面 で 断 熱 材 打 込 み 部 分 は 断 熱 材 用 イ ン サ ー ト と す る

左
　
　
官
　
　
工
　
　
事

１ ５

１ ． モ ル タ ル 塗 り （ 15.2.2）

（ 15.2.5）

2.床 コ ン ク リ ー ト

直 均 し 仕 上 げ

床 面 の 仕 上 り

既 製 目 地 材 　 ・ 設 け る 　 施 工 箇 所 (　 　 　 　 　 　 　 )　 形 状 (・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 )

・ 設 け な い

床 目 地 ・ 設 け る （ 工 法 ： ※ 押 し 目 地 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 設 け な い

平 た ん さ は 下 記 以 外 は 標 準 仕 様 書 15.3.2に よ る 。

（ 6.2.5） （ 15.3.2）

・  セ メ ン ト 系 (15.4.2)(表 15.4.1)３ ． セ ル フ レ ベ リ

ン グ 材 塗 り

（ 15.5.2）

仕 上 げ

４ ． 仕 上 塗 材 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

・  せ っ こ う 系

・

呼   び   名

（ 15.5.2)(表 15.5.1)(表 15.5.2）

・ 薄 付 け 仕 上 塗 材

種     類 防 火 材 料

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ i

・  可 と う 形 外 装
薄 塗 材 Ｓ i

・  可 と う 形 外 装

・  外 装 薄 塗 材 Ｅ

薄 塗 材 Ｅ

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ

・  内 装 薄 塗 材 Ｃ

・  内 装 薄 塗 材 Ｌ

・  内 装 薄 塗 材 Ｓ i

・  内 装 薄 塗 材 Ｅ

・  内 装 薄 塗 材 Ｗ

薄 塗 材 Ｅ
・  防 水 形 外 装

・

・

・

・

・

・

・

・ 厚 付 け 仕 上 塗 材 ・  外 装 厚 塗 材 Ｃ

・  外 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  外 装 厚 塗 材 Ｅ

・  内 装 厚 塗 材 Ｃ

・  内 装 厚 塗 材 Ｌ

・  内 装 厚 塗 材 Ｇ

・  内 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  内 装 厚 塗 材 Ｅ

・

・

・

・

・

・

仕 上 塗 材 の 種 類

・

・

・

・

・

・

仕 上 げ の 形 状 及 び 工 法 等

・ 京 壁 状 じ ゅ ら く

・  砂 壁 状 じ ゅ ら く

（・吹付　・ローラー塗り）

・ 着 色 骨 材 砂 壁 状

（・吹付　・ローラー塗り）
・  凹 凸 状

・  平 た ん 状

・  さ ざ 波 状

・  ゆ ず 肌 状

・  砂 壁 状

（・吹付　・ローラー塗り）

・ 吹 放 し

・ 凸 部 処 理

・  凹 凸 状

・  平 た ん 状

・ ひ き 起 こ し

・ か き 落 と し

吸放湿性　・適用する　・適用しない

吸放湿性　・適用する　・適用しない

上 塗 材  　 ・ 適 用 す る ・ 適 用 し な い

左
　
　
官
　
　
工
　
　
事

・ 複 層 仕 上 塗 材

・

・

種 　 　 類

・  防 水 形 複 層 塗 材 RS

・  防 水 形 複 層 塗 材 RE

・  防 水 形 複 層 塗 材 E

・  防 水 形 複 層 塗 材 CE

・  複 層 塗 材 Ｃ Ｅ

・  可 と う 形 複 層 塗

材 Ｃ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｓ ｉ

・  複 層 塗 材 Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・

・

・

・

・

・

・

仕 上 げ の 形 状 及 び 工 法 等防 火 材 料呼 　 び 　 名

・  ゆ ず 肌 状

・  凸 部 処 理

（ 15.5.4）

内 壁 目 地 の 形 状 　 ※ Ｖ 形 目 地 付 き 　 ・

５ .マ ス チ ッ ク 塗 材

塗 り

Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 下 地 処 理

（ 15.6.2）

６ .ロ ッ ク ウ ー ル

吹 付 け
ロ ッ ク ウ ー ル の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 　 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る （ 15.8.2）

接 着 剤 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 　 　 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

・

・

吹 付 厚 さ （ ｍ ｍ ） 　 ・ 図 示 　 　 ・ 25 （ 15.8.3）

16

建
　
　
具
　
　
工
　
　
事

1.一 般 事 項 防 火 戸 　 　 ※ 建 具 表 に よ る

建 具 見 本 の 製 作 ・  行 う

・ 行 わ な い

見 本 の 程 度 　 ・ 工 事 に 使 用 す る も の と し て 、 あ ら か じ め 製 作 す る

・ 納 ま り 等 が 分 か る 程 度 の も の

特 殊 な 建 具 の 仮 組 ・ 行 う （ 建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

（ 16.1.3） （ 16.1.4） （ 16.1.6）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

耐 震 ド ア セ ッ ト

（ 16.2.2）

（ 16.2.2）Ｇ

（ 16.2.2）

網 戸 等

種 類 材 　 　 種 線 　 径 網 　 目

・ 防 虫 網

・ 防 鳥 網

※  合 成 樹 脂 製

・  ガ ラ ス 繊 維 入 り 合 成 樹 脂 製

・  ス テ ン レ ス （ SUS316） 製

※  0.25以 上

1.5ｍ ｍ 網 目 寸 法 15ｍ ｍ

（ 16.2.3）

・ ・

※  16～ 18メ ッ シ ュ

建 具 の 枠 　 見 込 み 寸 法 　 ※ 建 具 表 に よ る （ 16.2.4） （ 16.2.5）

（ 16.3.2）

（ 16.3.2）

（ 16.3.2）

３ .樹 脂 製 建 具 外 部 に 面 す る 建 具

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

（ 16.3.4）

４ .鋼 製 建 具 性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性

・

・  Ａ 種

・  Ｂ 種

・  Ｃ 種

※ Ｓ -４

※ Ｓ -５

※ Ｓ -６

気 密 性 水 密 性

※ Ａ -４
※ Ｗ -５

※ Ｗ -４

耐 風 圧 性種 別 建 具 符 号

建
　
　
具
　
　
工
　
　
事

５ .鋼 製 軽 量 建 具 性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

( 1 6 . 5. 2 ) (1 6 . 5. 3 ) (表 16. 2 . 1）

６ .ス テ ン レ ス 製

建 具

性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性

・ 耐 風 圧 性 (　 　 　 )（ 建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）・

( 16 . 6 .2 ) ( 16 . 6 .3 ) (表 16 .2 . 1）

建 具 材 の 加 工 、 組 立 時 の 含 水 率 　 　 ※ Ｂ 種 　  ７ .木 製 建 具 （ 16. 7 . 2）

表 面 材 及 び 接 着 剤 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 放 散 量 （ 16.7.2）

・ フ ラ ッ シ ュ 戸

表 面 材 の 合 板 の 種 類

・ 普 通 合 板 Ｇ 表 面 の 材 種

板 面 の 品 質 （ 　 　 　 　 　 　 ）

接 着 の 程 度 （ ・ 1類 　 ・ 2類 ）

（ 16.7.2）

・ 天 然 木 化 粧 合 板 Ｇ 樹 種 名 (　 　 　 　 　 　 ）

接 着 の 程 度 （ ・ 1類 　 ・ 2類 ）

Ｇ 化 粧 加 工 の 方 法 (・ オ ー バ ー レ イ 　 ・ プ リ ン ト 　 ・ 塗 装 ）

（ 16.7.3） （ 16.7.4）

（ 16.7.2）

８ .建 具 金 物 金 物 の 種 類 ・ 見 え 掛 り 部 の 材 質 等

※ 標 準 仕 様 書 表 16.8.1及 び 適 用 は 建 具 表 に よ る

（ 16.8.2）

樹 脂 製 建 具 に 使 用 す る 丁 番 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 16.8.3に よ る （ 16.8.2）

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト の 取 り 付 け 位 置 　 ・ 建 具 表 に よ る
（ 16.8.3）

９ .鍵 マ ス タ ー キ ー 　 　 ・ 製 作 す る 　 ・ 製 作 し な い （ 16.8.4）
鍵 箱 　 　 ※ 有 　 　 ・ 無

１ ０ .自 動 ド ア 開 閉

装 置 自 動 ド ア 防 錆 セ ン サ ー の 種 類 凍 結 防 止

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

※標準仕様書表

16.9.1による

・行う

建具表による）

・行わない

・光線（反射）スイッチ （使用箇所は

・マットスイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・多機能便所スイッチ

・  SSLD-1

・  SSLD-2

・  DSLD-1

・  DSLD-2

・  SWD-1

・  SWD-2
※標準仕様書表

16.9.2による

・　図示
・

性能値

（16.9.2）（16.9.3）

引 き 戸 装 置
性 能 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 1 6. 1 0 . 1に よ る （ 16. 1 0 . 3）１ １ .自 閉 式 上 吊 り

・  上 部 手 動 式※  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ）

シ ャ ッ タ ー の 種 類

開 閉 機 能 に よ る 種 類

・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

耐 風 圧 強 度 （ 　 　 　 　 ） N/㎡

(16.11.2)

(16.11.2)

 (16.11.2)(表 16.11.1)

・  防 煙 シ ャ ッ タ ー

・  設 け る 　 ・ 設 け な い

１３.軽量シャッター

１２.重量シャッター

(16.12.2)(表 16.12.1)開 閉 形 式

ス ラ ッ ト

材 質 ･ JIS G 3302（ 塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ） 　 　

ドア

（ 16.13.2)(16.13.3）

※ ス チ ー ル タ イ プ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

セクション材料による区分 収納形式による区分

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

ガイドレールの材質開閉方式による区分

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

・125

・100

・75

・50

※ 溶融亜鉛めっき

鋼材

・ ステンレス鋼板

・

・ スタンダード形

１４.オーバーヘッド

１５.ガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス

（ 16.14.2）

構成種類 性　能

・Ⅰ類

材料板ガラスによる種類 種　類 性　能

・フロートガラス

・型板ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・Ⅰ類

（ 16.14.2）

・合わせガラス

品　種

・強化ガラス

・Ⅱ－ 1類

・Ⅲ類

・フロート合わせガラス

・網入磨き合わせガラス

・フロート板合わせガラス

・熱線吸収、フロート合わせガラス

・網入磨き、熱線吸収合わせガラス

・Ⅱ－2類

・Ⅲ類

建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 及 び

雪 止 め ・ 設 置 す る （ 図 示 ）
（ 13.2.3）

建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 及 び

積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法

3.粘 土 瓦 葺

大きさ製法による

・

・

・

・

・

棟 の 工 法 　 ※ 標 準 仕 様 書 13. 4 . 3（ ｄ ） （ 1） ～ （ 3） に よ る

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力
（ 13.4.3）

に 対 応 し た 工 法 と す る 。

留 付 け 工 法 　 ※ 図 示

（ 13.5.3） （ 表 13.5.5）

・  Ｎ o.２ Ｂ 程 度

・  鏡 面 仕 上 程 度

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力
に 対 応 し た 工 法

野 縁 受 、 吊 ボ ル ト 及 び イ ン サ ー ト の 間 隔 　 　 ・ 図 示

周 辺 部 の 端 か ら の 間 隔 　 　 ・ 図 示

野 縁 の 間 隔 　 　 ・ 図 示

・ 吊 ボ ル ト 間 隔 が 900mmを 超 え る 場 合 の 補 強 方 法 　 　 ・ 図 示 （ 14.4.4）

・ 天 井 の ふ と こ ろ 寸 法 に よ る 補 強 方 法

3.0mを 超 え る 場 合 　 　 ・ 図 示

1.5ｍ 以 上 3.0ｍ 以 下 の 場 合 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 14.4.4(ｈ )(1)～ (2)に よ る 　 ・ 図 示

（ 14.4.4）

・ 天 井 下 地 材 に お け る 耐 震 性 を 考 慮 し た 補 強

補 強 箇 所 　 ・ 図 示

補 強 方 法 　 ※ 図 示

・

・

・

・

・

・

（ 14.6.2）

・ プ レ ス

・
・ パ ネ ル 形

ド レ ル 形
・ ス パ ン

・

取 付 用 下 地 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 14.4に よ る 　 ・ 図 示

・ 設 け な い

伸 縮 調 整 継 手 　 　 ・ 設 け る （ 施 工 箇 所 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）  

（ 14.7.3）

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力

に 対 応 し た 工 法

笠 木 の 固 定 金 具 の 工 法 等

表 面 処 理  種 別 (　 　 )種 　 被 膜 等 の 種 類 (※ 標 準 仕 様 書 表 14.2.1に よ る 　 ・ 　 　 　    )

着 色 （ ・ ア ン バ ー 　 ・ ブ ロ ン ズ 　 ・ ブ ラ ッ ク 系 　 ・ ス テ ン カ ラ ― ）

上 記 以 外  ・ 　 　 形 (最 小 肉 厚 　  mm）

 (14.7.2)(表 14.7.1)

外 装 タ イ ル 張 り 下 地 の モ ル タ ル の 接 着 力 試 験

・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

フ リ ー ア ク セ ス フ ロ ア ― （ 支 柱 調 整 式 ） 範 囲 　 ・ 1ｍ に つ き 10ｍ ｍ 以 下

・

・・  凹 凸 状

耐 候 性 　 ※ 耐 候 形 3種

・

上 塗 材

・ つ や な し

・ メ タ リ ッ ク

外 　 観 　 ※ つ や あ り

樹 　 脂 　 ※ ア ク リ ル 系

溶 　 媒 　 ※ 水 系

・ 溶 剤 系

・ 弱 溶 剤 系

種 別 　 　 ・ Ａ 種 　 ・ Ｂ 種

遮 音 性 の 等 級 （ ・ Ｔ -1　 ・ Ｔ -2） ・ 適 用 す る ・ 適 用 し な い

断 熱 性 の 等 級 （ 　 　 ） 　 ・ 適 用 す る (※ 建 具 表 に よ る ） ・ 適 用 し な い

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ） ・ 適 用 す る （ ※ 図 示 ） ・ 適 用 し な い

・  ス テ ン レ ス （ SUS304） 線 材

着色　 （・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系・ステンカラー）

外 部 に 面 す る 建 具   種 別 　 ・ Ｂ -１ 種 　 ・ Ｂ － ２ 種表 面 処 理

着色　 （・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系・ステンカラー）

屋 内 の 建 具 　 　 　   種 別 　 ・ Ｃ -１ 種 　 ・ Ｃ － ２ 種

・被 膜 等 の 種 類 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 14.2.1に よ る

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

表 面 色 　 ※ 標 準 色 　 ・ 特 注 色

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ

建 具 の 枠 　 見 込 み 寸 法 　 ※ 建 具 表 に よ る

・ 適 用 し な い

・ 耐 風 圧 性 (　 　 　 )（ 建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ

耐 震 ド ア セ ッ ト

鋼 板 類 　  ・ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板

（ 16.4.2～ 3） （ 表 16.4.1） (表 16.2.1）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ） ・ 適 用 す る

・

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ

耐 震 ド ア セ ッ ト

遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 　 ） ・ 適 用 す る （  建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ） ・ 適 用 し な い

断 熱 性 の 等 級 （ 　 　 ）  ・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ） ・ 適 用 し な い

（ 建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ）・ 適 用 し な い

鋼 板 類 　  ・ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　 ・ カ ラ ー 鋼 板

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ） ・ 適 用 す る

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板 ・

遮 音 性 の 等 級 （ ・ T-1　 ・ T-2） 　 ・ 適 用 す る (建 具 符 号 ： 建 具 表 に よ る ）

断 熱 性 の 等 級 （ ・ H-4 ・ H-5 ・ H-6) 　 ・ 適 用 す る (建 具 符 号 ： 建 具 表 に よ る ） 　

・ 適 用 し な い

遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 　 ） ・ 適 用 す る （  建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ） ・ 適 用 し な い

断 熱 性 の 等 級 （ 　 　 ）  ・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ） ・ 適 用 し な い

（ 建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ）・適用しない

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 　 　 ） (建具符号は建具表による） ・ 適 用 し な い

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ

断 熱 性 の 等 級 （ 　 　 ）

・  適 用 す る

・  適 用 す る (建具符号は建具表による） ・ 適 用 し な い

耐 震 ド ア セ ッ ト

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ） ・  適 用 す る (建具符号は建具表による） ・ 適 用 し な い

鋼 板 屋 外 ： ※ SUS 4 30 J 1 L ・ SU S 4 43 J 1　 ・ SUS 3 0 4

屋 内 ： ※ SUS4 3 0　 ・ SUS 4 30 J 1 L　 ・ SUS 44 3 J 1　 ・ SUS 30 4

・

・

表 面 仕 上 げ 　 　 ※ Ｈ Ｌ 仕 上 げ 　 ・ 鏡 面 仕 上 げ

ス テ ン レ ス 鋼 板 の 曲 げ 加 工 　 ※ 普 通 曲 げ 　 ・ 角 出 し 曲 げ

（ 16.6 . 4）

（ 16. 4. 5）

・

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

不 透 明 塗 料 塗 り （ ※ し な 合 板 程 度 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

生 地 、 透 明 塗 料 塗 り （ ※ ラ ワ ン 合 板 程 度 　 ・ 　 　 　 ）

・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー 耐 風 圧 強 度 （ 　 　 　 　 ） N/㎡

管 理 用 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス

・  管 理 用 シ ャ ッ タ ー

耐風圧(Pa)

屋 根

積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法

・ 配 管 用 鋼 管 　 ・ 硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 　 ・ ガ ル バ リ ウ ム 鋼 板と い の 材 種４ .と 　 い
（ 16.2.2)(16.2.4)(表 16.2.1）３ ． ア ル ミ ニ ウ ム

製 建 具
外 部 に 面 す る 建 具

・  Ａ 種

・  Ｂ 種

・  Ｃ 種

耐 風 圧 性

※ Ｓ -４

※ Ｓ -５

※ Ｓ -６

・

・

・

種 別 気 密 性 水 密 性

※ Ａ -４ ※ Ｗ -５

建 具 符 号

※ Ａ -３ ※ Ｗ -４

・  玄 関

・  一 般

※ Ｓ -２

※ Ｓ -３

※ Ａ -４

※ Ａ -４ ※ Ｗ -４

－

・ 全 て 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 全 て 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 全 て 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 全 て 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 全 て 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

H-3

・ JIS 3322（ 塗 装 溶 融 55％ ア ル ミ ニ ウ ム － 亜 鉛 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ）

・ 図 示

・ メ ー カ ー 既 製 品 （ 住 宅 用 ）

屋 根 葺 形 式

・ 瓦 棒 葺
（心木なし）

・ 横 葺

・ 蟻 掛 葺 き

・ 立 平 葺

厚 さ

（ mm）

・ ふ す ま

ふ す ま の 材 料 の 種 別 　 （ ・ Ⅰ 型 　 ・ Ⅱ 型 ）

（ 16.7.2） （ 16.7.3） （ 16.7.4）

縁 仕 上 　 ・ 塗 り 縁 　 ・ 生 地 縁 （ 素 地 ） 　 ・ 生 地 縁 （ ウ レ タ ン ク リ ヤ ー 塗 装 ）

上 張 り の 種 類 (押 入 等 の 裏 紙 以 外 ） ・ 鳥 の 子  ・ 新 鳥 の 子 又 は ビ ニ ル 紙 程 度

ふ す ま の 見 込 み 寸 法

戸 ふ す ま の 見 込 み 寸 法

・ 紙 張 り 障 子

見 込 み 寸 法 　 ※ 30ｍ ｍ 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ メ ー カ ー 既 製 品 （ 住 宅 用 ）

　 ・ 　 　 　 ｍ ｍ

　 ・ 　 　 　 ｍ ｍ

※  建 具 表

0.4

・ 軽 量 骨 材
仕 上 塗 材

・  吹 付 用 軽 量 塗 材 ・

・・  こ て 塗 用 軽 量 塗 材

・ 浸 透 硬 化 型

　 コ ン ク リ ー ト
　 表 面 強 化 材

・  ク リ ヤ ー
モ ッ プ 等 に よ る 水 拭 き

散 布 （ 噴 霧 器 、 ｼﾞｮｰﾛ等 ） 、

特記仕様書（３） 3

3 4
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特

下 地 の 種 類

建
　
　
具
　
　
工
　
　
事

（ 16.14.2）・熱線吸収板ガラス

色　調

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

性　能

・1種

・2種
・ブルー　・グレー　ブロンズ

・日射熱遮へい複層ガラス

・断熱複層ガラス

・複層ガラス （16.14.2）

断熱性 日射熱遮へい性

（ 16.14.2）・熱線反射ガラス

品　種

品　類

品　種 日射遮へい性 耐久性 色　調

・熱線反射ガラス
・ブルー　

・グレー

・ブロンズ　

・シルバー

・高性能熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

色　調

（ 16.14.2）

材料板ガラスによる種類の名称

・フロート倍強度板ガラス

・熱線吸収倍強度板ガラス ・グレー　・ブルー　ブロンズ

建 具 の 種 類

・  ガ ス ケ ッ ト

・

ア ル ミ ニ ウ ム 製

ガ ラ ス の 留 め 材 ガ ラ ス 溝 の 大 き さ （ ｍ ｍ ）

※ 標 準 仕 様 書 表 16.14.1に よ る

・ 図 示

・

(16.14.2)（ 16.14.3）

・  シ ー リ ン グ 材

・ グ レ イ ジ ン グ チ ャ ン ネ ル 形

※ 標 準 仕 様 書 表 16.14.1に よ る

※ 標 準 仕 様 書 表 16.14.1に よ る
ス テ ン レ ス 製

鋼 製 及 び 鋼 製 軽 量
・ 図 示

・ 図 示

ガ ラ ス 留 め 材 、 溝 の 大 き さ

（ 16.14.4）
映像調整　　・行わない　・行う

反射被覆面　・内面　　・外面

１７.ガラスブロック （ 16.14.5）

表 面
形 状

正 方 形

・ 125× 125

・ 160× 160

・ 200× 200

・ 320× 320

・ 250× 125

・ 320× 160

呼 び 寸 法

・ 80

・ 95 ・ 125

・ 95 ・ 125

・ 95

・ 80

・ 95

クリア 乳白 その他

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

曲面積み

目地幅（ｍｍ）色 　 調 防 火
性 能平積み

※8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

内側

※6以上

・

※無し

・有り

厚 さ

長 方 形

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　・　　　　　　　　　　）

・設けない

力骨　　材質　※ステンレス製（SUS304）

寸法　※径5.5ｍｍ

形状　※はしご形状複筋及び単筋

化粧目地モルタルの色 （ ・　　　　　　　　　）

伸 縮 目 地 　 　 ※ 6ｍ 以 下 ご と に 幅 10～ 25ｍ ｍ 　 　 ・ 図 示 ）

目 地 部 の 力 骨 の 補 強 方 法 　 　 ※ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 ・ 図 示
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１ .取 付 方 法 ､性 能 等 取 付 方 法 ・ 層 間 方 式 　 ・ 柱 ・ 梁 方 式 　 ・ 方 立 方 式 　 ・ ス パ ン ド レ ル 方 式

性 能

耐震性能 耐震性能
(水平方向） (鉛直方向）  水 密 性  気 密 性 遮 音 性 断 熱 性 耐 火 性 能 耐 温 度 差 性

※ 1.0KH ※ 0.5KV ・ 30分

・ 1時 間

 (17.1.3)

・ ８ ０

・ ７ ０

・ ６ ０

(℃ )

建 築 基 準 法 に 基 づ く 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

※ 適 用 す る （ 建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に

対 応 し た 工 法 ）

主 要 部 材 の 耐 風 圧 性 能 (ガ ラ ス を 除 く ）

4ｍ を 超 え る

4ｍ 以 下

支店間距離（ｈ） 耐 風 圧 性 能

建 築 物 の 構 造 種 別

※たわみ量が±（1/150）×ｈかつ絶対量20ｍｍ以下

・

部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に

有害な歪みが起こらない事

状 　 　 態

層間変位量(ｈ=支点間距離） 変位後の状態

鉄骨鉄筋コンクリート造 ・

・
鉄 骨 造

※±（1/200）×ｈ以上

※±（1/300）×ｈ以上鉄筋コンクリート造

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に有害な歪みが

起こらないこと。シーリングは補修程度の損傷であること。

層 間 変 位 追 従 性

シ ー リ ン グ 材 料

被 着 体 の 組 み 合 わ せ
シ ー リ ン グ 材 の 種 類

下 表 以 外 は 標 準 仕 様 書 表 9.7.1に よ る

金 属

ガ ラ ス

カ ー テ ン ウ ォ ー ル 板 間 目 地

ガ ラ ス

石 、 タ イ ル

ガ ラ ス

記 号 主 成 分 に よ る 区 分

（ 17.2.2） （ 17.3.2）

構 造 用 ガ ス ケ ッ ト

・ 適 用 す る (施 工 箇 所 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　
材 質 　 　 ・ ク ロ ロ プ レ ン 系 　 ・ EPDM系 　 ・ シ リ コ ー ン 系
形 状 　 　 ・ H形 　 ・ Y形 　 ・ C形

寸 法 （ mm） 　 ガ ラ ス 板 厚 （ 　 　 ),支 持 枠 の 厚 さ （ 　 　 ),ウ ェ ブ の 寸 法 （ 　 　 ）

・ 適 用 し な い

Ｇ

施 工 箇 所 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 材

種 類 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

厚 さ (mm)（ 　 　 ）

カ
 ー

 
テ
 
ン
 
ウ
 
ォ
 ー

 
ル
　
工
　
事

（ 17.2.2） （ 17.3.2）

(17.2.6)(17.3.6)

・ 取 付 ブ ラ ケ ッ ト

・ フ ァ ス ナ ー 部

施 工 部 位

耐 火 材 料 （ 17.3.2）

・ パ ネ ル 目 地 部

・ 層 間 ふ さ ぎ

種 　 別 規 格 等

２ .メ タ ル カ ー テ ン
ウ ォ ー ル

カ ー テ ン ウ ォ ー ル の 材 料

※ ア ル ミ ニ ウ ム 製

規 格 等

※ 標 準 仕 様 書 16.2.3

に よ る

・

映 像 調 整表 面 処 理

・ A-1類 　 ・ A-2類

被 膜 等 の 種 類 （ ※ 標 準 仕 様 書 表
14.2.1に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

着 色 （ ・ ア ン バ ー 　 ・ ブ ロ ン ズ

・ ブ ラ ッ ク 系 　 ・ ス テ ン カ ラ ー ）

・

・ 行 わ な い

・ 行 う

製 品 及 び 取 り 付 け 位 置 の 寸 法 許 容 差 ※ 標 準 仕 様 書 17.2.1～ 3に よ る

ガ ラ ス 溝 の 寸 法 、 形 状 　 　 ※ 製 造 所 の 仕 様 に よ る

（ 17.2.2） （ 17.2.3） （ 17.2.5）

（ 17.3.2～ 5）
カ ー テ ン ウ ォ ー ル の 材 料

ウ ォ ー ル

３ .Ｐ Ｃ カ ー テ ン

補 強 鉄 線 の 径 (mm)　 ※ 3.2　 ・ 4.0　 ・ 5.0　 ・ 6.0

配 　 筋 　 ・ 図 示

鉄 　 筋 　 　 ※ SD295A（ ・ D13　 ・ D10）

先 付 け 材 料 　 　 ・ サ ッ シ 枠 　 ・ ゴ ン ド ラ 用 ガ イ ド レ ー ル

表 面 仕 上 げ 　 ・ 磁 器 質 タ イ ル 　 ・ 石 材 （ ・ 花 こ う 岩 　 ・ 大 理 石 　 ・ 　 　 　 　 ）

ガ ス ケ ッ ト を 用 い る 場 合 の ア ン カ ー 溝 寸 法 許 容 差 (mm)

・ ｈ ＝ -1～ +2、 W1及 び W2＝ ± 1

・
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製 品 及 び 取 付 位 置 の 寸 法 許 容 差 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 17.3.1～ 2に よ る

１ .材 　 　 料 （ 18.1.3）屋 内 で 使 用 す る 場 合 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

・ 防 火 材 料 　 　 ※ 屋 内 の 壁 、 天 井 仕 上 げ は 防 火 材 料 と す る

・ 次 の 箇 所 を 除 き 防 火 材 料 と す る （ 箇 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ .素 地 ご し ら え

※ C種 　 ・ A種 　 ・ B種

※ A種 　 ・ B種石 膏 ボ ー ド 面 及 び

そ の 他 ボ ー ド 面

下 地 面 等 種 別

木 部

鉄 鋼 面

モ ル タ ル 面 及 び プ ラ ス タ ー 面

亜 鉛 め っ き 鋼 面

コ ン ク リ ー ト 面 、 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 面 及 び 押 出 成 形 セ メ ン ト 板 面

不 透 明 塗 料 塗 り の 場 合

透 明 塗 料 塗 り の 場 合

目 地 ： 継 目 処 理 工 法

目 地 ： 継 目 処 理 工 法 以 外

※ A種 　 ・ B種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

（ 18.2.2～ 7）

19-2

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事

３ .錆 止 め 塗 料 塗 り

亜 鉛 め っ き 鋼 面

鉄 鋼 面
見 え 掛 り 部 分

見 え 隠 れ 部 分

鋼 製 建 具

鋼 製 建 具 以 外

下 地 面 等

※ A種 　 ・ B種

※ B種 　 ・ A種

工 程 の 種 別 塗 料 の 種 別

※ A種 　 ・ B種 　

※ B種 　 ・ A種

（ 18.3.2～ 3）

4.塗 　 　 料

塗 　 装

・ 合 成 樹 脂 調 合

ペ イ ン ト 塗 り

（ Ｓ О Ｐ ）

木 部 屋 外

木 部 屋 内

鉄 鋼 面

亜 鉛 め っ き 面

・ ク リ ヤ ラ ッ カ ー 塗 り （ Ｃ Ｌ ）

・ ア ク リ ル 樹 脂 系 非 水 分 散 型 塗 料 塗 り （ Ｎ Ａ Ｄ ）

・ 耐 候 性 塗 料 塗 り

（ Ｄ Ｐ ）

鉄 鋼 面

亜 鉛 め っ き 鋼 面

コ ン ク リ ー ト 面 及 び

押 出 成 形 セ メ ン ト 板 面

種 別

・ つ や 有 合 成 樹 脂
エ マ ル ジ ョ ン
ペ イ ン ト 塗 り

屋 内 の 鉄 鋼 面

・ 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン ペ イ ン ト 塗 り （ Ｅ Ｐ ）

・ 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン 模 様 塗 料 塗 り （ Ｅ Ｐ -Ｔ ）

・ ウ レ タ ン 樹 脂 ワ ニ ス 塗 り （ Ｕ Ｃ ）

※ A種 　 ・ B種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

・ A種 　 ・ B種

―

―

※ B種 　 ・ A種

・ C種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

※ B種 　 ・ A種

―

―

（ 18.4.1～ 18.14.2）

５ .塗 装 業 者 ・ 日 本 塗 装 工 業 会 の 会 員 ・ 監 督 員 の 承 諾 す る 塗 装 業 者

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事
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１ .接 着 剤 接 着 剤 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 （ 19.2.2～ 19.5.5）

帯 電 防 止 　 ・ 帯 電 防 止 性 能 評 価 値 （ JI S  A  1 4 5 5） 1. 2以 上 ～ 3. 2未 満 　

又 は 体 積 電 気 抵 抗 値 （ JIS  A  1 4 5 4） 1× 10＾ 7～ 1× 10＾ 1 0Ω 程 度

（ 19.2.2）

JIS記 号 色 柄 厚 さ (㎜ ) 特 殊 機 能 施  工  箇  所

・ 無 地
・ KT

・ FT
・ 無 地

・ 無 地
・ FOA

・ 柄 物

・ 柄 物

※  2.0

寸 （ mm)法

・ 300角

・ 450角

・ 帯 電 防 止

・ 防 滑 性

・ 防 滑 性
・ 帯 電 防 止

・ 防 滑 性
・ 帯 電 防 止

・ 450角

・ 300角

・ 500角

・ 2.5
・ 3.0

・ 2.0

・

床 タ イ ル

３ .ビ ニ ル

Ｇ

４ .ビ ニ ル 幅 木 材 質 　 　 ・ 軟 質 　 　 ・ 硬 質

高 さ （ mm)： （ ※ 60　 ・ 70　 ・ 100） 　 　 厚 さ （ mm)： （ ※ 1.5以 上 　 　 　 　 　 ）

（ 19.2.2）

厚 　 さ 　 (㎜ ) 寸 　 法 　 (㎜ )種 　 　 類 色 　 　 柄

（ 19.2.2）

・ ・ ・

５ ． ゴ ム 床 タ イ ル

種  別

織 じ ゅ う た ん６ ． カ ー ペ ッ ト

パ イ ル 形 状

・  カ ッ ト パ イ ル

・  Ｃ 種

・  Ａ 種

・  Ｂ 種

(19.3.3)(19.3.4)(表 19.3.1)

・  ル ー プ パ イ ル

・ カ ッ ト 、 ル ー プ
併 用

織  り  方

・ ウ ィ ル ト ン

・ダブルフェース

・アキスミン
スター

・ 無 地

・ 柄 物
(標 準 品 )

色 柄 帯  電  性

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

備 考

タ フ テ ッ ド カ ー ペ ッ ト  

パ イ ル 形 状

・・ カ ッ ト パ イ ル

・ ル ー プ パ イ ル

・ レ ベ ル ル ー プ パ イ ル

・ カ ッ ト 、 ル ー プ 併 用

パイル長さ(㎜)

※ 5～ 7

※ 4～ 6

※ 4

・

･

･

･

(19.3.3)(19.3.4)(表 19.3.2)

工 法

工 法

・  ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ

※  全 面 接 着

工   　 法 帯  電  性

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
・ 　 　 　 　 　 )

備 　 　 考

下 敷 き 　 　 ※ 反 毛 フ ェ ル ト (JIS L 3204)の 第 2種 2号 　 呼 び 厚 さ 8mm

※ 反 毛 フ ェ ル ト （ JIS L 3204の 第 2種 2号 　 呼 び 厚 さ  8ｍ ｍ

下 敷 き 材 （ グ リ ッ パ ー 工 法 の 場 合 ）

厚 　 さ (㎜ ) 帯 　 　 電 　 　 性

ニ ー ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト

・ ・ 適 用 す る

(性 能 ： ※ 人 体
耐 電 圧 3KV以 下

(性能：※人体

・ 　 　 　 　 )
耐電圧3KV以下

(性 能 ： ※ 人 体耐 電 圧 3KV以 下
・ 　 　 　 　 　 )

・ 適 用 し な い

備 　 考

(19.3.3)

タ イ ル カ ー ペ ッ ト

備 　 　 考

※  ル ー プ パ イ ル

・  カ ッ ト パ イ ル

・ カット、ループ

併 用

パ イ ル 形 状 種 　 別

・ 第 一 種

・ 第 二 種

・ 第 一 種

・ 第 二 種

・ 第 二 種

※ 第 一 種

寸 法 (㎜ )

※ 500× 500

・

※  6.5

・

総 厚 さ (㎜ )

※  6.5

・

※ 500× 500

・

※ 500× 500

・

※  6.5

・

（ 19.3.3)

（ 19.3.4）

平 　 　 場

階 段 部 分

タ イ ル カ ー ペ ッ ト の 敷 き 方

備 考 欄 の 価 格 は 、 カ タ ロ グ 記 載 価 格 で あ る 。

・  模 様 流 し ・

・

（ 19.3.3）

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る （ 19.4.2）７ .合 成 樹 脂 塗 床

Ｇ敷 　 き

弾 性 ウ レ タ ン 樹 脂 系 塗 床

※ 平 滑 仕 上

・ 防 滑 仕 上

・ つ や 消 し 仕 上

・ 薄 膜 流 し 展 べ 工 法

・ 厚 膜 流 し 展 べ 工 法

・ 樹 脂 モ ル タ ル 工 法
エ ポ キ シ 樹 脂 系 塗 床

・ 厚 膜 型 塗 床 材

・ 厚 膜 型 塗 床 材

・ 薄 膜 型 塗 床 材

種 　 別 施 工 箇 所 工 　 法 仕 上 げ の 種 類

・ 平 滑 仕 上

・ 防 滑 仕 上

・ 平 滑 仕 上

・ 防 滑 仕 上

塗 布 量 (kg/㎡ )

・
溶 剤

・溶剤系・水性系

・無溶剤系

仕上げ色

・標準色

・ ア ク リ ル 樹 脂 塗 床

(JIS K 5970)

（ 19.4.2） （ 19.4.3） （ 表 19.4.1～ 8）

８ .フ ロ ー リ ン グ

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

フ ロ ー リ ン グ 及 び 接 着 剤 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 （ 19.5.2） （ 19.5.4） （ 19.5.5）

塗 床 材 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

張 り

・  フ ロ ー リ ン グ ・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ フ ロ ー リ ン グ

・ 接 着 工 法

・ 接 着 工 法

・ モ ル タ ル

接着工法

※ な ら

・

※ な ら

・

※ な ら

・

※ な ら

・

※ な ら

・

・

・

※ 15

・

15

15

・ ・

・ 12以 上

・ 12以 上

・

・

間伐材等

の適用

幅  75

長さ500以上

幅  75

幅  75

長さ300以上

長さ300以上

303× 303

※303× 303

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・

・

・

・

・

・

・無塗装品

・塗装品

ＧＧ
フ ロ ー リ ン グ の 種 別
・ 単 層 フ ロ ー リ ン グ

種 　 　 類 工 　 　 法 樹 　 種 厚 さ (㎜ ) 仕上塗装
大 き さ

(mm)

埋込み工法

・ 釘留め工法

・ 接 着 工 法

※ な ら

・

間伐材等

の適用種 　 　 類 樹 　 種

(19.5.2～ 19.5.7)(表 19.5.1～ 5）

工 　 　 法 種 別

・
フローリング

・行わない

種 別 ・  Ａ 種 ・  Ｂ 種 ・  Ｃ 種

・ ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 床 下 地 （ ノ ン フ ロ ン 　 　 ）ＧＧ

畳 表 及 び 畳 床 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ア セ ド ア ル デ ヒ ド 及 び ス チ レ ン を 発 散 し な い か 、

発 散 が 極 め て 少 な い 材 料 を 使 用 し た も の と す る 。

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事

JISの 記 号

・ 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板

・ 中 質 木 毛 セ メ ン ト 板

・ 普 通 木 毛 セ メ ン ト 板

・ 硬 質 木 片 セ メ ン ト 板

・ 普 通 木 片 セ メ ン ト 板

・ け い 酸 カ ル シ ウ ム 板

・ロックウール化粧吸音板

・ シ ー ジ ン グ 石 膏 ボ ー ド

・ ﾛｯｸｳｰﾙ吸 音 ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸 音 ﾎﾞｰﾄﾞ32K

・ せ っ こ う ボ ー ド

・ 不 燃 積 層

石 膏 ボ ー ド

・ 強 化 せ っ こ う ボ ー ド

・ せ っ こ う ラ ス ボ ー ド

・ 化 粧 せ っ こ う ボ ー ド

（ 木 目 ）

・ 化 粧 せ っ こ う ボ ー ド

（ ト ラ バ ー チ ン 模 様 ）

・ 普 通 合 板 ＧＧ 表 面 の 材 種

そ の 他 ボ ー ド

及 び 合 板 張 り

生 地 、 透 明 塗 料 塗 り

不 透 明 塗 料 塗 り

（ ※ ラ ワ ン 程 度 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ ※ し な 程 度 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 天 然 木 化 粧 合 板 ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

Ｈ Ｗ

Ｍ Ｗ

Ｎ Ｗ

Ｈ Ｆ

Ｎ Ｆ

1.0Ｆ Ｋ

0.8Ｆ Ｋ

Ｄ Ｒ

Ｒ Ｗ -Ｂ

Ｇ Ｗ -Ｂ

Ｇ Ｂ -Ｒ

Ｇ Ｂ -Ｎ Ｃ

Ｇ Ｂ -Ｓ

Ｇ Ｂ -Ｆ

Ｇ Ｂ -Ｌ

Ｇ Ｂ -Ｄ

Ｇ Ｂ -Ｄ

種 　 　 類 厚 さ (mm),規 格 等

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 30

タ イ プ 2(無 石 綿 ） 　 ・ 6　 ・ 8

・ フ ラ ッ ト タ イ プ (・ 9(不 燃 ） 　 ・ 12　 ・ 　 　 )

・ 25

・ 25(ガ ラ ス ク ロ ス 包 み ）

・ 12.5(不 燃 ） 　 ・ 15(不 燃 ）

9.5(不 燃 ） 　 化 粧 無 (下 地 張 り 用 ）

化 粧 有 (ト ラ バ ー チ ン 模 様 ）

・ 12.5(不 燃 ） 　 ・ 15(不 燃 ）

9.5

材 種 名 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

接 着 の 程 度 (・ 1類 　 ・ 2類 ）

長 さ （ ｍ ｍ ） 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 特 殊 加 工 化 粧 合 板 ＧＧ 特 殊 加 工 の 方 法

(・ オ ー バ ー レ イ 　 ・ プ リ ン ト 　 ・ 塗 装 ）

表 面 性 能 （ 　 　 　 　 　 ） タ イ プ

接 着 の 程 度 (・ 1類 　 ・ 2類 ）

長 さ （ ｍ ｍ ） 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板

・ポリエステル樹脂化粧板

・ ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ

フ ァ イ バ ー ボ ー ド
Ｍ Ｄ Ｆ

・単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

・ハードボード(化粧）

・ハードボードボード(素地）

・インシュレーションボード

JIS K 6903による　厚さ（※1.2　・　　）

・ 3　 ・ 7　 ・ 9　 ・ 12

・ 無 研 磨 板 　 ・ 研 磨 板

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18

・ 無 研 磨 板 (・ ス タ ン ダ ー ド 　 ・ テ ン パ ー ド ）

・ 研 磨 板 （ ・ ス タ ン ダ ー ド 　 ・ テ ン パ ー ド ）
Ｈ Ｂ

Ｉ Ｂ

・ 内 装 用 　 ・ 外 装 用

・ 2.5　 ・ 3.5　 ・ 5　 ・ 7

Ａ 級 (・ 天 井 仕 上 　 ・ 内 装 仕 上 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ 9　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

せ っ こ う ボ ー ド の 下 地 は 図 示 に よ る 。

遮 音 シ ー ル 材 ・ 適 用 す る (・ シ ー リ ン グ 材 　 ・ ジ ョ イ ン ト コ ン パ ウ ン ド ）

・ 適 用 し な い

（ 19. 7.2）

合 板 類 、 Ｍ Ｄ Ｆ 及 び パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

合 板 類 の 張 付 け 　 　 ※ Ｂ 種 　 ・ Ａ 種

（ 19. 7.2）

（ 19 .7.3）

せ っ こ う ボ ー ド の 目 地 工 法 　 　 ※ 仕 上 表 に よ る

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

特 殊 機 能 　
帯 電 防 止 　 ・ 帯 電 防 止 性 能 評 価 値 （ JI S  A  1 4 5 5） 1. 2以 上 ～ 3. 2未 満 　

又 は 体 積 電 気 抵 抗 値 （ JIS  A  1 4 5 4） 1× 10＾ 7～ 1× 1 0＾ 10Ω 程 度

・ 視 覚 障 害 者 用 床 タ イ ル （ 種 類 ： 　 　 　 　 　 　 形 状 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 19.2.2）

９.畳敷き

10． せ っ こ う ボ ー ド

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・ ・

モ ル タ ル 、 プ ラ ス タ ー 面

せ っ こ う ボ ー ド 面

コ ン ク リ ー ト 、 Ａ Ｌ Ｃ 面

(19.8.3)(表 18.2.7)

(19.8.3)(表 18.2.5)
※  Ｂ 種 ・  Ａ 種

※  Ｂ 種 ・  Ａ 種

※  Ｂ 種 ・  Ａ 種

12、 断 熱 材 ＧＧ

(19.8.3)(表 18.2.4)

厚  さ  (㎜ ) 施   工   箇   所

（ 19.9.2)

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 ※  Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ (19.9.2)

断 熱 材 打 込 み 工 法

・

種 　         　 類

・ A種 　 ・ B種 　

・ A種 　 ※ B種 　 ・ C種

ｺﾝｸﾘｰﾄ,ﾓﾙﾀﾙ,ﾎﾞｰﾄﾞ,鉄 面 等

（ Ｅ Ｐ -Ｇ ）

・ オ イ ル ス テ イ ン 塗 り （ О Ｓ ）

Ｇ・ 高 日 射 反 射 率 塗 装 　 　 を 適 用 す る 場 合 の 適 用 箇 所 は 屋 上 、 屋 根 面 の 金 属 面 と す る 。

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ と す る

接 着 剤 は 可 塑 剤 (難 揮 発 性 の 可 塑 剤 を 除 く )が 添 付 さ れ て い な い も の と す る

施 工 箇 所 の 下 地 が セ メ ン ト 系 下 地 及 び 木 質 系 下 地 以 外 の 場 合 の 接 着 剤 の 種 別

特 殊 機 能 　

工 法 　 　 ※ 熱 溶 接 工 法 　 　 ・ 突 付 け (施 工 箇 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ .ビ ニ ル

床 シ ー ト Ｇ

（ 19.2.2～ 3）

種 　 　 類

な い も の

あ る も の
・ 発 泡 層 の

JIS記 号

※ FS

・

・

色 柄

・マーブル柄

・ 無 地

・ 柄 物

厚 さ (mm)

※ 2.0

・

特 殊 機 能 施 工 箇 所 備 考

・ 帯 電 防 止

・防滑性

・耐動荷重性

・耐薬品性

・ 図 示 　 ・

・ 3.0

・ 柄 物

・ 耐 動 荷 重 性 床 シ ー ト ・ 床 タ イ ル 　 (種 類 ： 　 　 　 　 厚 さ (㎜ ） ： 　 　 性 能 ： 　 　 　 ）

・3.0 ・4.5 ・6.0 ・9.0

備 考 欄 は 、 カ タ ロ グ 参 考 品 番 で あ る 。

備 考 欄 は 、 カ タ ロ グ 参 考 品 番 で あ る 。

※  模 様 流 し

見 切 り ・ 押 え 金 物

・ 適 用 す る 　 (材 質 、 形 状 等 　 ※ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

ボ ー ド １ 等

ブ ロ ッ ク １ 等

・ モ ザ イ ク

パ ー ケ ッ ト １ 等

・ 複 合 フ ロ ー リ ン グ ＧＧ

・天然木化粧複合

仕上塗装

防 湿 処 理 及 び

・ 適 用 す る

・適用しない

防湿処理

仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

厚さ・大きさ

（ｍｍ）

（根太張り）
・ 釘留め工法
（直張り）

※ C種

・ B種

※ な ら

・

板厚 ・８以上
・

板幅 ・75以上
・

・900以上
板長

・

・  Ｄ 種 （ 畳 床 ： ・ Ｋ Ｔ -Ⅰ   ・ Ｋ Ｔ -Ⅱ 　 ・ Ｋ Ｔ -Ⅲ 　 ・ Ｋ Т -Ｋ 　 ・ Ｋ Т -Ｎ ）

(19.6.2)(表 19.6.1)

・ 標 準 仕 様 書 　 表 12.6.1に よ る 床 組

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21

・

・

・

・ 凹 凸 タ イ プ （ ・ 12(不 燃 )・ 15(不 燃 ） ・ 　 　 ）

12.5(・ 不 燃 　 ・ 準 不 燃 ）

・

・

接 着 の 程 度 （ ・ 1類 　 ・ 2類 　 ）

・ 防 虫 処 理 　

・ 防 虫 処 理 　

・ 10(難 燃 ） 　 ・ 12(難 燃 ）

・単板オーバーレイ　・プラスチックオーバーレイ　

・塗装

防 火 性 能

素 地 ご し ら え

・

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材 ・

・フェノールフォーム断熱材 ・

・

・ 押出法ポリスチレンフォーム保温材

・ 25・ 保 温 板 (2種 ｂ )

・ 保 温 板 (3種 ｂ )

・ ・

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材

・フェノールフォーム保温材

(3種2号を除く）

・断熱複合板 断熱材（押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温版）(A種）厚25

+木毛セメント板（NW厚15）

・

・

断 熱 材 現 場 発 泡 工 法 （ 19.9.3）

断 熱 材 の 種 類 ※  A種 1 ・  B種 1

※ 図 示施 工 箇 所

厚 さ （ ｍ ｍ ）

品 質 ・ 性 能 　 （ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  シ ー リ ン グ 材

・

・  シ ー リ ン グ 材
・

建 築 基 準 法 に 基 づ く 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

※ 適 用 す る （ 建 築 基 準 法 に よ る 風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に

対 応 し た 工 法 ）

形状　※図示

寸法　※図示

金属製化粧カバー 材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

シーリング材の種別 （ ・シリコーン系　・　　　　　　　　　）

・

コ ン ク リ ー ト 　 ※ 共 通 仕 様 書 17.3.2(a)(ⅰ ） ～ （ ⅴ ） に よ る

※ 1種 ・ 2種 　

塗 料 の 種 別

※ 1種 ・ 2種 　

※ 1種 ・ 2種 　

※ 1種 ・ 2種 　

―

―

の適用
高日射反射率塗料

Ｇ

塗り等級(　)級

塗り等級(　)級

―

―

―

―

―

―

―

―

・

・

・

・

・ 無 地・ 発 泡 層 の

※  市 松 敷 き

・  市 松 敷 き

・ A種

・ 防 虫 処 理 　

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 　 　 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ （ 19.8.2）

施  工  箇  所
紙 繊 維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無 機 質 その他

11.壁 紙 張 り

備 　 考 (参 考 品 番 ）
壁 紙 の 種 類

・ 25 　 ・ 30 ・

19-3

16-2

※　H-3

接着工法の場合の緩衝材　　※合成樹脂発泡シート

現場塗装仕上 ・行う（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　）

※ウレタン樹脂ワニス

　　フローリング

・複合１種
※ C種※釘留め工法 板厚 12

・ 9.5(準 不 燃 ）

・ 12.5(不 燃 ） 　 ・ 9.5(準 不 燃 ）

厚 さ (mm)（ 　 5.5、 9、 12、 15　 　 ）

・ 不 燃 　 ・ 準 不 燃

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ グラスウール断熱材
・ 別途防湿層

・ 防湿層袋入り 100・ 図 示

50、 20

・ 水 性 ク リ ア ー 塗 り

※ 協 議

壁 ・ 天 井

床

※塗装品

※ﾉﾝﾜｯｸｽ

図 示

50

特記仕様書（４） 4

・ 木 材 保 護 塗 料 塗 り

・ 100

床

200・

3 4



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

Non

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

特

・一般型

材 種 　 　 ・ ス テ ン レ ス 製 （ SUS304)

14.ブラインドボックス

・ ス タ ッ ド 式

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

21

排
　
　
水
　
　
工
　
　
事

20-2

呼  び  径

コ ン ク リ ー ト 管

間 知 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト

コ ン ク リ ー ト

20

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

セ ス フ ロ ア

１ ． フ リ ー ア ク
（ 20.2.2）

施  工   箇   所
耐 荷 重

性 能水 平 力

許 容

・ 500× 500

仕 上 り

高 (mm)

・

表 面 仕 上 げ 材寸 　 法

表 面 仕 上 げ 材 の 品 質 ,性 能 は 標 準 仕 様 書 19章 に よ る 。

２ ． 可 動 間 仕 切

(パーテーション）

（ 20.2.3）

構  　 法

・ 置 敷 式

・支柱調整式
・ 3000N
・ 5000N

・帯電防止床タイル
・タイルカーペット

・ 1.0G

・ 0.6G

・ ・ ・ ・・

空 調 用 吹 出 し (吸 込 み )ﾊﾟﾈﾙ　 ※ 無 し 　 ・ 有 り (※ 固 定 式 　 ・ 可 変 式 ） 施 工 箇 所 は 図 示

耐 荷 重 性 能 （ 5,000Ｎ 、 高 さ 300以 上 )の 性 能

に お い て 評 価 を 取 得 し た も の 又 は 同 等 の も の と す る 。

ロ ー リ ン グ ロ ー ド 性 能 ※ 適 用 　 　 ・ 適 用 し な い

(使 用 上 有 害 な 変 形 、 損 傷 、 が た つ き 等 の 欠 点 が な い こ と ）

平 成 元 年 建 設 省 告 示 第 13 2 2号 「 耐 震 型 フ リ ー ア ク セ ス フ ロ ア ― の 開 発 」 の 建 設 技 術 評 価

ス ロ ー プ 及 び ボ ー ダ ー ※ 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 ・ 図 示

構 成 材 の 材 質 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製
・ 鋼 製 (仕 上 ： 　 　 　 　 　 　 　 ）

・スタッド
パネル式

・パネル式

防 火 性 能遮 音 性 能

(db/500Hz)

・メラミン樹脂又は
アクリル樹脂焼付

・壁紙張り

・0.6

・0.8

(mm)

表 面 材

・鋼板

・

材質 ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ厚さ

総厚

(mm)

スタッド

・

パ ネ ル

・

(内臓）

(露出）
・ ス タ ッ ド 式

構成機材の種類構 造 形 式

・ 0

・ 12

・ 20

・ 28

・ 36

・ 不 燃

パ ネ ル 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 　 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ ・

表 面 仕 上 げ を 壁 紙 張 り と す る 場 合 の 品 質 、 性 能 は 標 準 仕 様 書 19章 に よ る

(20.2.4)

パ ネ ル 内 に 取 り 付 け る 建 具 　 　 ・ あ り (※ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ な し

３ ． 移 動 間 仕 切

(スライディング型）
ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ

表 面 仕 上 材

材質

遮 音 性 能

(db/500Hz)

・ 焼 付 塗 装

・ 壁 紙 張 り

・鋼板

・

総厚

(mm)

圧縮装置の

操作方法

・プッシュ式

・ハンドル式

・ 手 動 式

・ 電 動 式

・部分電動式

・平行方向移動式

・二方向移動式

走 行 方 向 操作方法

・

・36未満

・36以上

遮 音 性 能 は 、 JIS A 6512に 準 拠 し 、 中 心 周 波 数 500Hzの 音 に つ い て の 透 過 損 失 と す る 。

ﾊﾟﾈﾙ表 面 仕 上 げ の 壁 紙 張 り の 品 質 、 性 能 は 標 準 仕 様 書 19章 に よ る

(20.2.5)

表  面  の  材  質 脚 　 　 部

形 　 状

ド ア エ ッ ジ

材 　 質形 　 状

・ステンレス製・ ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 系 化 粧 板

・

・ メ ラ ミ ン 樹 脂 系 化 粧 板 ※ 幅 木 タ イ プ ・アルミニウム製

・表面材と同材
・ Ｒ

・ 標 準
・ 支 柱 タ イ プ

※ステンレス製

・

材 　 質

パ ネ ル 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 　 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ ・

４ ． ト イ レ ブ ー ス

５ .視 覚 障 害 者 用

床 タ イ ル 厚 さ (mm)

・ 7.0 ・・300×300 ・・塩化ビニール製

・レンジコンクリート製

・磁器質タイル

・せっ器質タイル

施工箇所 種類 寸法(mm)

屋内

屋外

・コンクリート製

・磁器質タイル

・せっ器質タイル

・レンジコンクリート製

・コンクリート製

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・

・

・

・

(11.2.2)(19.2.2)

ﾌﾞﾛｯｸパ タ ー ン は JIS T 9251に よ る

５ ． 階 段 滑 り 止 め

・ 手 摺

・あり

材 　 　 種

(20.2.6)

幅 (mm) 取 付 工 法

・ビニル製

・ステンレス製

・なし

端部フラットエンド

―

・ステンレス製(SUS304)ビニルタイヤ入り

・

・約35

・ ・埋込工法

※接着構法

滑 り 止 め

手 摺

・ステンレスパイプ

・ビニル製ハンドレール

・クリアラッカー

直径(mm）

・集成材

・鋼製パイプ

・

・ＨＬ

・

・ＥＰ－Ｇ

・ＳОＰ

・

・35

・45

・

取付箇所 備考表面仕上げ材種

６ ． 黒 板 及 び

ホ ワ イ ト ボ ー ド

(20.2.8)

・  ホ ワ イ ト ボ ー ド

・  黒 板

・

※  焼 付 け

・

種 　 　 　 類 色 　 彩 形 　 　 式

※  ほ う ろ う

※ 緑
・ 黒

白

・ 曲 面

・ 平 面

・ 平 面

・ 曲 面

・ ス ク リ ー ン 付 引 分

・ ス ク リ ー ン 付 引 分

・

・

寸 法 (mm)

７ ． 鏡 厚 さ 　 ・ 5ｍ ｍ 　 ・ 　 　 　 　 寸 法 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 (20.2.9)

８ ． 表 　 　 　 示

・衝突防止表示

（・両面 ・片面）

寸法・形状区   分

・  室   名   札

・  ピ ク ト グ ラ フ

材 　 　 質 厚 さ (mm)

・市販品

・ 5

・ 図 示

取付高さ (mm)

・  と び ら 番 号

・  庁 舎 案 内 板

・  各 階 案 内 板

・

・・

・ 30Φ

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・ステンレス製

・図示

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・ 5
・

・ 5
・

・ 5
・

・ 5
・

・

・ 図 示

・

・ 図 示

・

・ 図 示

・

・ 図 示

・

・ 図 示

・

備考

（20.2.10）

・

誘導標識、非常用進入口等の表示

案内用図記号はJIS Z 8210による。

色、書体、印刷の種別、取付け形式等は図示による。

※ 消 防 法 に 適 合 す る 市 販 品 　・

９ ． 煙 　 突

ラ イ ニ ン グ

煙 突 用 成 形 ラ イ ニ ン グ 材 　 品 質 ・ 性 能

適用安全使用温度

ﾗｲﾆﾝｸﾞ材とｺﾝｸﾘｰﾄの境界温度

・ｿﾞﾉﾄﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑﾗｲﾆﾝｸﾞ材 ・心材付き繊維積層ﾗｲﾆﾝｸﾞ材種　　類

加熱線収縮率

曲げ強度

圧縮強度

スポーリング性

透水性

耐酸性

石綿

・400℃　　・650℃ ・400℃　　・650℃

2%以下 2%以下

1.0Ｎ/m㎡以下

0.8Ｎ/m㎡以下 2.0Ｎ/m㎡以下

2.0Ｎ/m㎡以下

試験体に亀裂の発生、剥離及び脱落等が無いものとする。

試験体裏面に水滴が生じないものとする。

試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性が無いものとする。

使用不可

100℃以下とする。

（20.2.11）

ＧＧ

カ ー テ ン レ ー ル
・

（ 20.2.14）

形 　 式

・シングル ・片引

開 閉 操 作

・ 電 動

・ひも引き

・ 手 引 き

・引分・ダブル

ひだの種類

・フランスひだ

片ひだ

・プレーンひだ、

ひだ

・箱ひだ、つま

品質、特殊加工等

きれ地の種別、品質
備 　 　 考

取付

箇所

暗幕・ ・ ・ ・

・ 図 示

・

・ 図 示

ポ リ エ ス テ ル 繊 維 又 は 植 物 を 原 料 と す る 合 成 繊 維 を 使 用 し た 製 品 を 使 用 す る 場 合 は 　  

と す る 。

ＧＧ

13． カ ー テ ン

レ ー ル

備 考 欄 は 、 カ タ ロ グ 参 考 品 番 で あ る 。

材 質 　 　 ※ ア ル ミ ニ ウ ム 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 成 形 品 　 　

・ ス テ ン レ ス 製

形 式 　 　 ・ シ ン グ ル 　 　 ・ ダ ブ ル

・ 片 引 き 　 　 　 ・ 引 分 け

強 さ に よ る 区 分 　 　 ※ 10 - 9 0　・

（ 20.2.14）

12． カ ー テ ン

及びカーテンボックス ・ ア ル ミ ニ ュ ウ ム 製 　 押 出 し 形 材 （ 市 販 品 ）

材 質

表 面 処 理  ・ C-1

・ C-2 （・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラ―）

・
被膜等の種類　　※標準仕様書表 14.2.1による

・ 90× 50　 ・ 120× 80　 120× 150　 150× 180　 ・ 図 示溝 幅 × 深 さ （ ｍ ｍ ）

天 井 点 検 口

材   　 種

・アルミニウム製 ・ 450× 450

・ 600× 600

寸  　 法

・一般型 ・屋内外用

・屋内用

形 式 外 枠 内 枠

・ 額 縁 タ イ プ

・ 目 地 タ イ プ

・ 額 縁 タ イ プ

・ 目 地 タ イ プ

・ 気 密 形
・

・

外枠の取付け金物は、鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの。

内枠の仕上材留付金物は、アルミニウム及びアルミニウム合金押出型材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を

有するもの。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材は表14.2.1の被膜種類AA6(外部はB種又は同等以上）をおこなったものとする。

・

形 式

床 点 検 口

・密閉形

備考寸 法材 　 種

・ アルミニウム製

・ ステンレス鋼製

・ 鋼製

・ 鍵 付 き・ 屋内外用

・ 屋 内 用・ 600× 600

・ 450× 450

一般型：パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

蓋の耐荷重性能：蓋中央部が耐荷重値Pn＝1,000Nにおいて残留たわみが点検口の有効径の0.08％以内であること。破壊荷重は、

錠は黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする。施錠・開錠は鍵又は開閉用ハンドル式とする。

密閉型：ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したもの。

荷重値のPnの2倍以上である事。

15． 点 　 検 　 口

16.耐 震 ス リ ッ ト

・ 垂 直 方 向 ・ 完 全 （ 全 貫 通 型 ）

方 向 タ イ プ 防 水 性 能耐 火 性 能

・ 非 耐 火 型

・ 有 り

・ 無 し

備 考

・ 水 平 方 向 ・ 部 分

・ 耐 火 型

目 地

耐 震 ス リ ッ ト

目 地 寸 法 （ mm）

目 地

目 地 材

内 壁 外 壁

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・幅20×深さ10

・

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・シーリング材（内外共）

・幅20×深さ10

・

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による。

17.エキスパンション

ジョイント金物 備 考

・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

・ ス テ ン レ ス 製

ク リ ヤ ラ ン ス (mm）

・ 有 り

・ 無 し

材 質

・ 50　 ・ 100

・ 150 ・

（ 　 　 　 　 ）

耐 火 性 能

外 部 は 防 水 型 と す る 。

18.止 水 版

施 工 箇 所 　 　 ・ 図 示 　

形 式 　 　 　 　 ・ 差 込 式 　 ・ 据 置 式 　 壁 張 り 式

19.くつふきマット

・  塩 化 ビ ニ ル 又 は ゴ ム 製

・  硬 質 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製

・  ス テ ン レ ス 鋼 (SUS304)製

・

・ ス テ ン レ ス 鋼 (SUS304)

・ 硬 質 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金

・

受 　 　 　 枠材   　   　 種 備 　 　 考

20.流 し 台 ユ ニ ッ ト

・ 流 し 台 市 販 品

ト ラ ッ プ 付 き

天 板 ス テ ン レ ス 製

市 販 品

バ ッ ク ガ ー ド 有 り

天 板 ス テ ン レ ス 製

市 販 品

・ 吊 戸 棚

材 種
寸 法 (mm)

備 考

Ｗ Ｄ Ｈ

・ コ ン ロ 台

・ 水 切 り ― ―

市 販 品

ス テ ン レ ス 製

・ 一 段 式 ・

21． 旗 　 　 　 竿

品 質 ・ 性 能 　 JIS A 4420に よ る 。 形 状 　 ※ 図 示 　 ・

・

・ テ ー パ ー 式

・ 同 一 断 面 式

・アルミニウム合金製

高さ (ｍ) 操 作 方 法

・ ハ ン ド ル 式

・ ロ ー プ 式

固定方法

・埋込式

・ベース式

・バンド式

備考

22． 旗 竿 受 金 物
・

23． 車 止 め さ く

・

高  さ  (㎜ )柱径、肉厚(㎜)

・・ ステンレス製

・

材   　 質

・ 上下式鎖内蔵式

形   　 式

・ 標準品

・スプリング式

24.フ ェ ン ス
フ ェ ン ス の 種 類 ・ ビ ニ ル 被 覆 エ キ ス パ ン ド フ ェ ン ス

・ 樹 脂 塗 装 メ ッ シ ュ フ ェ ン ス

・ 鋼 管 フ ェ ン ス

・ ア ル ミ フ ェ ン ス

高 さ 　 　 ※ 図 示 ・

(20.3.3～ 4)
コ ン ク リ ー ト の 設 計 基 準 強 度

※  水 セ メ ン ト 比 55％ 以 下 、 単 位 セ メ ン ト 量 の 最 小 値 300㎏ ／ ｍ 3を 満 足 す る 強 度

・ 図 示

配 筋 ※ 配 筋 を 定 め た 計 算 書 を 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

・ 図 示

取 付 方 法 ※ 図 示 ・

25． プ レ キ ャ ス ト

26． 間 知 石 及 び

積 み

(20.4.2～ 3)

・  間 知 石

・ コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・凝灰岩

材 　 種材 　 　 料 質 量 区 分種 　 類

― ―

― ・ A

・ B

備 　 考

・

積 み 方 　 　 　 ※ 谷 積 み 　 ・ 布 積 み

目 塗 り 　 　 　 ・ 図 示

伸 縮 調 整 目 地 　 材 種 　 　 ・ 図 示 ・

厚 さ 　 　 ・ 図 示 ・

・  遠 心 力 鉄 筋

・  硬 質 ポ リ 塩 化
ビ ニ ル 管

材 　 　 種

外 圧 管 (１ 種 )

・  Ｖ Ｐ

・  Ｖ Ｕ

・  Ｒ Ｓ -Ｖ Ｕ ＧＧ

・B形管

・

形状

・図示 ・

備 考

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

管 の 種 類

（ 21.2.1～ 2)(表 21.2.1）

基 床 の 厚 さ 及 び 種 類 　 　 ・ 図 示 ・

硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 の 継 手 に 用 い る 材 料 　 　 ※ 接 着 剤 ・

・

・

排 水 管

2 .街 き ょ 、 縁 石

及 び 側 溝

街 き ょ 、 縁 石 、 側 溝 （ 21. 3. 1～ 2） (表 21.3 . 1）

種 　 　 類 形 状 、 寸 法

・ 縁 石

・ Ｕ 形 側 溝

・ Ｕ 形 側 溝 蓋

・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

・ 図 示 ・

地 業 の 材 料 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 4.6 . 2 ( a )に よ る 　 　 ・ 図 示

砂 利 地 業 の 厚 さ 　 　 ※ 100ｍ ｍ 　 　 ・ 図 示

凍 上 抑 制 層 に 用 い る 材 料 ・

舗
　
　
装
　
　
工
　
　
事

22
1.路 　 床 路 床 の 材 料

・ 凍 上 抑 制 層 ・ 再 生 ク ラ ッ シ ャ ラ ン 　 　 　 ・ ク ラ ッ シ ャ ラ ン

・ 図 示

・

種 　 別 材 　 　 料 厚 さ (mm)

・ 盛 土 ・ Ａ 種 　 　 ・ Ｂ 種 　 　 ・ Ｃ 種

・ Ｄ 種 　 　 ・ 建 設 汚 泥 か ら 再 生 し た 処 理 土 ＧＧ

ＧＧ

・ 切 込 み 砂 利 　 　 ・ 砂

・ フ ィ ル タ ー 層 ・ 砂

・

・ 図 示

・

・ 図 示

・

路 床 安 定 処 理

・ 添 加 材 料 に よ る 安 定 処 理

種 類 　 　 ・ 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 　 　 ・ 高 炉 セ メ ン ト Ｂ 種

・ 生 石 灰 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 消 石 灰 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

添 加 量 　 ・ 　 　 　 kg(目 標 CBR　 ・ 3以 上 　 ・ 　 　 　 　 ）

目 標 CBRを 満 足 す る 添 加 量 の 確 認 方 法 　 ・ 安 定 処 理 土 の CBR試 験 　・

・ ジ オ テ キ ス タ イ ル

単 位 面 積 質 量 　 　 ・ 60g/㎡ 以 上 ・

厚 さ (mm)　 ・ 0.5～ 1.0　 　 　

引 張 強 さ 　 ・ 98N/5cm（ 10kgf/5cm)以 上 ・

・

・

試 験
砂 の 粒 度 試 験

路 床 土 の 支 持 力 比 （ CBR)試 験

路 床 締 固 め 度 試 験

現 場 CBR試 験

・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

2.路 　 盤

（ 22.2.2～ 5） (表 22.2.1）

（ 22.3.2～ 5） (表 22.3.1）

路 盤 の 厚 さ 　 　 ・ 図 示 ・

路 盤 材 料

ＧＧ

種 　 　 類

砕 石

再 生 材

・ ク ラ ッ シ ャ ラ ン 　 　 　 　 　 ・ 粒 度 調 整 砕 石

・ ク ラ ッ シ ャ ラ ン 　 　 　 　 　 ・ 粒 度 調 整 砕 石ＧＧ

・ ク ラ ッ シ ャ ラ ン 鉄 鋼 ス ラ グ

・ 粒 度 調 整 鉄 鋼 ス ラ グ

・ 水 硬 性 粒 度 調 整 鉄 鋼 ス ラ グ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

路 盤 の 締 固 め 度 の 試 験 　 　 ※ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

3.ア ス フ ァ ル ト 舗 装
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗 装 の 構 成 及 び 厚 さ ※ 図 示 ・

(22.4.2～ 6)(表 22.4.4）

加 熱 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 種 類

・  細 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 (13)
・  密 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 (13)

表  層

区 分 地 域 種 類

・  密 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 (13Ｆ )

・ 一 般 地 域

・ 寒 冷 地 域

4.コ ン ク リ ー ト 舗 装 (22.5.2～ 6)(表 22.5.1～ 3）

５ ． カ ラ ー 舗 装

コ ン ク リ ー ト 舗 装 の 構 成 及 び 厚 さ

舗 装 の 種 類

コ ン ク リ ー ト 舗 装 車 路 及 び 駐 車 場

部 位 構 成 厚 さ (mm）

歩 行 者 用 通 路

・ 図 示 ・ 図 示 ・

・ 図 示 ※ 70 ・

縁 部 立 下 り 寸 法 　 　 ・ 図 示

材 料 　 　 コ ン ク リ ー ト 　 　 ・ 標 準 仕 様 書 表 22.5.1に よ る

早 強 セ メ ン ト 　 　 ・ 使 用 す る 　 　 ・ 使 用 し な い

注 入 目 地 材 料 　 　 ※ 低 弾 性 タ イ プ 　 　 ・ 高 弾 性 タ イ プ

目 地 　 　 種 類 、 間 隔 、 構 造 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 22.5.3及 び 図 22.5.1に よ る

・ 図 示

（ 22.6.2～ 4)カ ラ ー 舗 装 の 構 成 及 び 厚 さ

・ 加 熱 系

    カ ラ ー 舗 装 の 種 類

・ ア ス フ ァ ル ト 混 合 物

・ 石 油 樹 脂 系 混 合 物

・ 常 温 系 ・

部 位

・ 歩 行 者 用

・ 車 路

通 路

・ 図 示

構 成 厚 さ (mm）

・ 図 示

・

常 温 系 カ ラ ー 舗 装 の 着 色 部 の 下 地 　 　 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗 装 　 　 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ舗 装

加 熱 系 混 合物 に 添 加 す る材 料 　 　 ・ 着色 骨 材 (　 　　 　 　 　 　 ） 　・ 自 然 石 （ 　　 　 　 　 　 ）

配 合 　 　 結 合 材 に 石 油 樹 脂 を 使 用 す る 場 合 の 顔 料 添 加 量 　 ・

ニ ー ト 工 法 及 び 塗 布 工 法 の 配 合 等 　 　・

6.透 水 性

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

ＧＧ

・

(22 .7 . 2～ 6）

材 料 　 　 骨 材 ・ 道 路 用 砕 石 ・ ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リ ー ト 再 生 骨 材

開 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 等 の 抽 出 試 験 　 　 ・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

構 成 　 　 ・ 図 示

舗 装 の 平 た ん 性 　 　 ※ 著 し い 不 陸 が な い も の ・

ス ク リ ー ン

11． ロ ー ル （ 20.2.13)

操 作 方 法

ＧＧ

材   種

・ ポ リ エ ス テ ル

・

・

・ 電 動 式

・ ス プ リ ン グ 式

・ チ ェ ー ン 式

遮光性能

・ 1級

・ 2級

・ 3級

・

備 　 　 考寸法(mm) 取付箇所

・図示 ・図示

・・

10． ブ ラ イ ン ド

ス ラ ッ ト の 材 種

(20.2.12)

・

※ 25

・ 100

・ 80

・ 横 型

・ 縦 型

形 　 式 種 　 類

・ コ ー ド 式

・ 操 作 棒 式

※ ギ ヤ 式

・手動

・電動

・手動

・電動

―

―

※アルミニウム合金製

・

・ ア ル ミ ス ラ ッ ト

・ ク ロ ス ス ラ ッ ト

・

スラット

幅(mm)

※ 2本操作コード式

・ 1本操作コード式

ボックス・レールの材質

※ 鋼 製

・

※ ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ合 金 製

・

ＧＧ

アルミスラット：焼付塗装仕上　　クロススラット：消防法による防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品は　　とする。ＧＧ

仕 上 　 　 ※ ア ル マ イ ト ・ 形 状 　 　 ※ 角 型 　 　 　・

・鋼製（仕上：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種   類 形  式

グ レ ー チ ン グ (21.2.1)

・ 鋼 　 製

・ステンレス製

・受枠付

・ﾎﾞﾙﾄ固定

・

・受枠付

・

・ﾎﾞﾙﾄ固定

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

用    途

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

 適 用 荷 重
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

ﾋﾟｯﾁ

・普通目

亜鉛めっき

(付着量）
上 面 形 状

・細目 ・(　　　）

・(　　　）

・凹凸形

・平形

・

・

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

・

・普通目

・細目

・細目 ・(　　　）

・(　　　）

・凹凸形

・平形

・

・

・

・細目

設 計 荷 重 の 1.5倍 ま で の 加 力 に 対 し て 、 溶 接 部 の は ず れ 等 そ の 他 の 異 常 が 無 い も の と す る 。

鋳 鉄 製 ふ た

鋳 鉄 製 ﾏﾝﾎｰﾙ蓋

名   称 種 　   　 類

・ 水 封 形

・簡易密閉型(パッキン式）

・密閉型(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

適 用 荷 重

・ Ｔ -2用

・Ｔ-20用

・ Ｔ -6用

鍵 の 有 無

・  有

・  無

備 　 考

(21.2.1)

・・中蓋付密閉型

上記以外の品質等は(公社)空気調和衛生工学会 SHASE-S209による。

砂 の 粒 度 試 験 　 ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

凍 上 抑 制 層 に 用 い る 材 料 　 　 ・ 図 示

砂 地 業 及 び 砂 利 地 業 に 用 い る 材 料 　 ※ 標 準 仕 様 書 21.2.1(g)(1)及 び (2)に よ る 　 ・ 図 示

排 水 桝 及 び 蓋 の 種 類 　 　 ・ 図 示

側 塊 の 形 状 及 び 寸 法 　 　 ・ 図 示

骨 材 　 　 ・ 道 路 用 砕 石 　 　 ・ ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リ ー ト 再 生 骨 材

材 料 ・ 再 生 ア ス フ ァ ル ト 　 　 　 ・ ス ト レ ー ト ア ス フ ァ ル ト

ＧＧ

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

20-1

透 水 試 験 　 ・ 1.5× 10＾ -1　 cm/sec以 上

種 別 　 　 ・ A種 （ 施 工 範 囲 ： ・ 図 示 　 ・ 通 路 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ B種 （ 施 工 範 囲 ： ・ 図 示 　 ・ 建 物 周 囲 他 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

路 面 標 示 用 塗 料 は JIS  K  5 6 6 5に よ る 。

※ 3種 1号

・ 1種

種 類 施 工 適 用 色 塗 布 厚 さ幅 (mm） (mm）

・ 2種

溶 融

常 温

加 熱

ＧＧ

ＧＧ

粉 体 状

液 状

・ 白

・

・ 150

・ 1 00

・ 1. 0

・

ＧＧ 低 揮 発 性 有 機 溶 剤 型 の 路 面 標 示 用 水 性 塗 料

7.砂 利 敷 き

8 .路 面 標 示 用 塗 料

機 械 設 備 工 事

・ Ｍ Ｄ Ｆ ・ 集 成 材

 材       　 　 種

形   　 式

※ 　 図 　 示

※ 　 図 　 示

※ 　 図 　 示 ※ 　 図 　 示 ※ 　 図 　 示

※ 　 図 　 示

※ 　 図 　 示

※ 　 図 　 示

※ 　 図 　 示

１ ． 排 水

地 先 境 界 ブ ロ ッ ク

ＧＧ

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 等 の 抽 出 試 験 　 　 ・ 行 う 　 　 ・ 行 わ な い

舗 装 の 平 た ん 性 　 　 ※ 通 行 の 支 障 と な る 水 た ま り を 生 じ な い 程 度

・断熱型

・ 可 変 側 溝

特記仕様書（５） 5

内玄関・ポーチ

スロープ、外部階段

・　固定式 ・ 標準品 ・ 図示 ・ 図示 ・ 図示

（

建
築
外
構
工
事）

（
建
築
外
構
工
事）
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

屋外掲示板

新築工事

建築主 7.その他1.工事名称

地 名 地 番
氏名

住 居 表 示

住所

主要用途： 電話 0193-22-2111

工事種別：

8.雑工事 項　目 材　質　・　寸　法 仕　様
2.敷地概要 敷地面積： 建蔽率　　許容　　　　　

施設名称 ステンレス箱文字

容積率　　許容　　　　　200.00％
月間予定用ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

上水：

下水：

防火地域： ガス：

その他の 電気：

地域地区：

3.構造.規模

工事範囲 工事範囲 工事範囲9.工事区別

種　　別 含む 別途 備　考 種　　別 含む 別途 備　考 種　　別 含む 別途 備　考

建　築敷地測量 電　気 幹線引込負担金準　備 物干金物 電気設備工事

真北測量 電話引込及配管廊下手すり 電気設備工事

電話機及び通線地盤調査 玄関手すり 電気設備工事

解体工事 ＴＶ共聴設備 電気設備工事

樹木移植 放送設備 電気設備工事

樹木伐採 インターホン 電気設備工事

避雷針設備

スリーブ 電気設備工事

同上補強 電気設備工事

総合ｶﾞｰﾄﾞｼｽﾃﾑ 電気設備工事

電気設備工事

電波障害調査補　償 予備スリーブ 電気設備工事

照明器具 電気設備工事

防犯カメラ 電気設備工事

給排水 引込負担金又は
機械設備工事

衛　生 加入金建　築 置家具･置敷物

什器･備品 公設マス新設 機械設備工事

カーテン 各設備機器基礎防炎認定品 機械設備工事

その他 各式典費 スリーブカーテンレール 機械設備工事

受電後の 同上補強室名板、名称板 機械設備工事
電気設備工事

電気基本料金 予備スリーブ階数表示 機械設備工事

掲示板 引渡までの
電気設備工事

看板広告塔 電気使用料金

定礎板 給水本設後の
機械設備工事

郵便受 基本料金 冷暖房 冷房 機械設備工事

タオル掛 引渡までの 換　気 暖房 機械設備工事機械設備工事

鏡 機械設備工事 水道使用料金 除湿機 機械設備工事

ガス引込後の 換気ファン 機械設備工事機械設備工事 機械設備工事

基本料金 スリーブ 機械設備工事機械設備工事

引渡までの 同上補強 機械設備工事機械設備工事

ガス使用料金 予備スリーブ 機械設備工事

設備工事検査時役所指導 給気口 機械設備工事

消火器

誘導灯 電気設備工事

市水道

子メーター 電気設備工事

〒026-0021

岩手県釜石市只越町3-9-13

機械設備工事口径13ｘ長さ1200㎜　G3/4　　Rc1/2

配管は機械設備工事

呼40VU　排水管浸透桝 コンクリート（蓋）　600ｘ600ｘ900 CD型浸透桝 配管は機械設備工事

ポスト SUS H300xW375xD150

キーボックス

不凍水柱 寒冷地仕様

W1200×H900 ホーロー

備　考　（　参考型番：雑詳細参照　）

スチール製

誘導標識

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装・ﾌｪﾝｽ

ﾊﾝｶﾞｰ掛け 硬質樹脂 化粧シート、フック

室内機取付金物 機械設備工事

室外機取付金物 機械設備工事

点検口

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ＷＣ衣服掛け

トイレ手すり

下地のみ

用途地域：

都市計画：

地盤改良

杭工事
地　業

外　構 排水桝・配管 浸透桝共

境界石

舗装

路面駐車場

植樹造園

縁石

樹脂デッキ

フェンス

ＴＶ：

階数・用途

申請建物 合　　計4.面　積

建築面積 ㎡
建蔽率

延床面積

6.別途工事

％

収容人数

該当無し無窓階

消防設備 対象物条件5.防火対象物

㎡

％

容積率

＞床面積/30

誘導標識

備　考

最高高さ

最高軒高

建築面積

延べ面積

平屋建て

㎡

区域内

構造特記参照

建築場所：

地区集会所

下水道排水区域

地デジ

申請建物：集会所 備　考

備　考

（15）項 全　部

電柱　立柱

１階床面積／30＝

釜石市長　小野　共

電力会社（東北電力）

プロパンガス（都市ガス供給区域内）無し

法２２条区域

第２種中高層

60.00％

4.340　ｍ

上小川・中小川集会所10文字

7.149㎡

AW-1:W2.56ｍ/2×H2.0mｘ2＝5.12㎡

AW-2:W1.65ｍ/2×H1.1mｘ3＝2.72㎡

計　7.84　㎡

レベル測定

ポリプロピレン　550ｘ500ｘ183研ぎ出し流し

W900×H600掲示板 アルミ枠

その他　雑詳細図参照

カーテン生地、電話器本体、ＴＶ本体等の備品は本工事に含まない。

設計概要 Non
Ａ 1

222.75㎡

222.75㎡

214.47㎡

214.47㎡

（64.75坪）

6.380　ｍ

R6

１階　（74.53/3+24.01/3+24.84/3+12.42/3+13.25/3）㎡＝24+8+8+4+4＝48人）　計　48人

食器棚（吊戸棚取付共）、ＡＶ機器、スピーカー

堀こたつ用テーブル

1,663.15

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

（計画通知）

222.75

214.47

13.4

12.9

3 4

対象区域外

工事名称：上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

岩手県釜石市甲子町第１５地割８６番地４
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Ａ

仕上表 4

■　使用建築材料表

記　号 建築材料 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散等級区分

F1 複合板フローリング 規制対象外（F☆☆☆☆）

F2 タタミ敷 規制対象外（F☆☆☆☆）

F3 タイル張り 規制対象外（F☆☆☆☆）

F4 カーペットタイル 規制対象外（F☆☆☆☆）

F6 Pタイル　 長尺シート 規制対象外（F☆☆☆☆）

下地合板　/　ベニヤF7 規制対象外（F☆☆☆☆）

規制対象外（F☆☆☆☆）ビニルクロスC1　・　W1

規制対象外（F☆☆☆☆）石こうボード

規制対象外（F☆☆☆☆）ケイ酸カルシウム板

ベニヤ 規制対象外（F☆☆☆☆）

和室天井材C5 規制対象外（F☆☆☆☆）

襖戸 ふすま紙 規制対象外（F☆☆☆☆）

内装ドア・引戸 既製ユニット製品 規制対象外（F☆☆☆☆）

洗面台・流し台 既製ユニット製品 規制対象外（F☆☆☆☆）

認定番号 ＮＭ-0680　同等品

■　ホルムアルデヒドに関する天井裏等の処置

室名 全ての居室天井裏等

規制対象外（F☆☆☆☆）

規制対象外（F☆☆☆☆）

規制対象外（F☆☆☆☆）

外壁 規制対象外（F☆☆☆☆）

間仕切壁 規制対象外（F☆☆☆☆）

■　ホルムアルデヒドの発散による衛生上の支障がないようにするための構造

種類 24時間換気システム（第3種換気）

換気回数 回/h以上　

換気経路の出入口の通気処置 開きドアのアンダーカットまたは　換気ガラリ、引き戸

■　設備概要

種　類 設置場所 種別 備考

キッチン 低温式熱感知器 電池式

全ての寝室 電池式住宅用防災機器
光電式煙感知器

電池式階段室

■　防火材料

種　類 厚み 防火性 備考

ｔ-9.5 準不燃材　QM-9828
石膏ボード

ｔ-12.5 不燃材　　NM-8619
（ＧＢ-Ｒ）

ｔ-15.0

ｔ-9.5 準不燃材　QM-9826
防水石膏ボード

ｔ-12.5
（ＧＢ-Ｒ）

ｔ-15.0

不燃材　　NM-9639ｔ-12.5不燃防水石膏ボード

（ＧＢ-Ｒ）

ｔ-9.5 準不燃材　QM-9824 吉野天井板、ﾊｲｸﾘｰﾝﾎﾞｰﾄﾞ
化粧石膏ボード ｔ-12.5 不燃材　　NM-0127 吉野天井板、ﾊｲｸﾘｰﾝﾎﾞｰﾄﾞ
（ＧＢ-Ｄ）

ｔ-9.5 準不燃材　QM-0524 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ

ｔ-9.5 不燃積層石膏ボード不燃材　　NM-0441不燃積層石膏ボード

（ＧＢ-ＮＣ） ｔ-9.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ不燃材　　NM-1864

ｔ-12.5 不燃材　　NM-8615
強化石膏ボード

ｔ-15.0
（ＢＧ-Ｆ）

ｔ-21.0

ｔ-9.5 不燃材　　NM-9645普通硬質石膏ボード

（ＧＢ-Ｒ-Ｈ） ｔ-12.5

キッチンパネル ﾀｷﾛﾝ　ｾﾗﾘｴＸｔ-3.0 不燃化粧板　　NM-9447

0.3

□　住宅用防災機器

小屋裏

天井裏

床裏

C2　・　W2

W1orC1（ビニルクロス）＋W2orC2（石膏ボード9.5㎜以上）：準不燃材料仕上げ

C3　・　W3

C4　・　W4

部　位部　位

基　　礎

外　　壁

軒　　裏

開 口 部

土　台

通気土台布基礎　鉄筋コンクリート造　Fc=21N/㎜2

アルミ製押出形材　玄関ドア・窓

防腐土台（クロルピリホス使用禁止）　　通気ネコ土台工法

ペアガラス　　網戸共

野地板： 構造用合板 t-12 Ｆ☆☆☆☆

屋　　根

軒樋:ガルバリウム鋼板製　たて樋:ガルバリウム鋼板　φ60　　　雪止め金具

１階床

外　壁

天　井（屋根面）

　断　熱　材

外　構

■　室内仕上表

床 巾木 壁 天井

室　　名階 仕上 仕上 仕上 天井高 仕上ユニット・その他
H(㎜) 厚(㎜)仕上 廻縁

FL+下地 下地 下地記号 厚(㎜) 記号 厚(㎜) 記号 厚(㎜)

ビニルクロス貼 W1
100タイル巾木

敷き台、手摺り石膏ボード

1

下足棚

W2

■　室外仕上表

化粧石膏ボード C2 9.5
塩ビ

複合フローリング張 ビニルクロス貼F1 12 MDF製
60 2,400既製造作幅木構造用合板張 石膏ボードF7 12.5

W1

W2

化粧石膏ボード C2 9.5
塩ビ廊　下

24

アルミ水切り

透湿防風ｼｰﾄ下張　通気層（胴縁）18

窯業系サイディングt＝16　金物工法 認定番号：PC030BE-9201

押出法ポリスチレンフォーム（XPS3bA） 　ｔ-100　（ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑⅡ　0.028W/mK 相当）

高性能グラスウール　 HG16K　 t-100㎜  （アクリアマット　0.037W/mK 相当）

高性能グラスウール 　HG14K　 t-200㎜　（アクリアR45　0.038W/mK　相当)

化粧スラグせっこう板　ｔ-5.0　

その他 １階　床下　鋼製束

ポーチ 磁器タイル貼り

内　玄　関
長尺シート張り

コンクリート土間

F6 2

ビニルクロス貼 ビニルクロス貼
60 2,400

構造用合板張 石膏ボード 石膏ボード（大壁）F7 12.5 9.524

60F2 W1

W2

C1

C2

畳寄せ MDF製

既製廻縁

12複合フローリング張 F1

構造用合板張 F7

ビニルクロス貼MDF製
60 2,400既製造作幅木 石膏ボード 12.5

W1

W224

12 ビニルクロス貼複合フローリング張 F1 キッチンパネル貼。流し台廻りの壁はMDF製
60 2,400既製造作幅木構造用合板張 石膏ボードF7 12.5

調理室
W1

W2 食器棚

9.5C2
塩ビ

化粧石膏ボード（ジプトーン）

24

会議室

12複合フローリング張 F1 MDF製
60

既製造作幅木構造用合板張 F7

9.5C2
塩ビ

化粧石膏ボード（ジプトーン）

24

12複合フローリング張 F1 MDF製
60

既製造作幅木構造用合板張 F7

9.5C2
塩ビ

化粧石膏ボード（ジプトーン）

24

ホール

ステージ

塩ビ
9.5C2

F7構造用合板張 既製造作幅木
60

MDF製12F1複合フローリング張 W2 12.5 化粧石膏ボード（ジプトーン）化粧石膏ボード （布目）
納　戸

24

スタイロ畳

木製棚塩ビ
9.5C2

F7構造用合板張

12F1複合フローリング張 W2 12.5 化粧石膏ボード（ジプトーン）化粧石膏ボード （布目）

24
収　納

塩ビ
9.5C2

W2

W1

12.5F7構造用合板張 既製造作幅木
60

MDF製12F1 ビニルクロス貼複合フローリング張

塩ビ
9.5C2

W2

W1

12.5F7構造用合板張 既製造作幅木
60

MDF製12F1 ビニルクロス貼複合フローリング張
ＷＣ（男）

ＷＣ（女）

石膏ボード

石膏ボード

化粧石膏ボード（ジプトーン）

化粧石膏ボード（ジプトーン）

24

24

洋式腰掛便器、暖房便座、手すり、紙巻器、

洋式腰掛便器、暖房便座、手すり、紙巻器、

塩ビ
9.5C2

W2

W1

12.5F7構造用合板張 既製造作幅木
60

MDF製12F1 ビニルクロス貼複合フローリング張

石膏ボード

化粧石膏ボード（ジプトーン）

24

洋式腰掛便器、暖房便座、手すり、紙巻器、
ＷＣ（男女）

収納棚、小便器

収納棚

手洗い器、収納棚

掲示板、廊下手すり、ピクチャーレール

和　室
TV台、神棚、テーブル用堀

塩ビ
9.5C2

W2

W1

12.5F7構造用合板張 既製造作幅木
60

MDF製12F1 ビニルクロス貼複合フローリング張

石膏ボード

化粧石膏ボード（ジプトーン）

24
小屋裏収納

手洗い器、ベンチ、タラップ

可動棚

2,596

3,000

2,730

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

AV収納棚ビニルクロス貼

石膏ボード 12.5

W1

W2

ビニルクロス貼

石膏ボード 12.5

W1

W2

9.5C2化粧石膏ボード（ジプトーン）

腰壁H975

腰壁H975

R6

アスファルトルーフィング９４０

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

1,400
MAX

身障者用駐車場区画（障害者用マーク、区画線、車止め）

敷地内フェンス、アスファルト舗装

杉

雑巾摺
15

ガルバリウムカラー鋼板横葺（ﾆｸｽｶﾗｰProGH同等品）　ｔ-0.4　勾配:3.5/10

棟換気：リッヂベンツ182　　有孔換気面積　334ｃ㎡/ｍ　相当品

3 4

塩ビ



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

平面図
Ａ 5

1/100

棚

神棚

ＴＶ

ベ
ン
チ

手
摺

冷

ＴＶ

下がり壁

収納

収納

下
駄

箱
（

3
6
）

下
駄
箱

（
1
6
）

敷台

スロープ　1/10

1,820 2,730 2,730 1,820 5,460 2,730

9,100 8,190 3,640

20,930

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

1
,
8
2
0

8
,
1
9
0

2
,
7
3
0

1
0
,
9
2
0

9
1
0

1
,
8
2
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

2
,
2
7
5

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

納戸

和室

ポーチ

会議室

ステージ

ホール

調理室

作業台

GAS

カ
ウ

ン
タ

ー

TEL

WC
（男女）

WC（男）

WC
（女）
1.66ｍ2

3.31ｍ2

3.31ｍ2

玄関
9.94ｍ2

廊下
29.81ｍ2

24.01ｍ2

74.53ｍ2

13.25ｍ2

12.42ｍ224.84ｍ2

13.25ｍ2

1
1
,
3
7
5

筋かい　45×90　ﾀﾞﾌﾞﾙ  を示す

筋かい　45×90　ｼﾝｸﾞﾙ　を示す

管柱　120×120　を示す

凡例

小屋裏収納予定範囲 （天井高1.4ｍ）

平面図　S:1/100

管柱　105×105　を示す

階段

階段

ス
ロ

ー
プ

誘導標識

誘
導
標

識

タラップ 誘導標識

音響
機器

ＴＶ

食
器

棚

棚

Ｎ

R6

Y1

Y2

Y7

Y9

Y13

Y14

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

910 910 1,820 1,820 1,820 910 910 910 910 910 910 910 1,820 910 1,820 910 910

9,100 3,640 910 3,640 3,640

20,930

X1 X11 X16 X20 X24

Ｌ型擁壁▽延焼ライン

▽
道

路
境

界
線

▽
延

焼
ラ

イ
ン

▽
隣

地
境

界
線

▽みなし道路境界線

電柱移設予定位置

移設前電柱

3 4



2
,
3
0
2

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

1/100

東側　立面図　S:1/100

北側　立面図　S:1/100

Y方向　断面図　S:1/100

1
5
0

天
井

高
3
,
0
0
0

2
,
7
3
0

ステージ

梁
下

端
2
,
9
1
4

ホール

6
0
0

7
4
0

3
,
6
0
0

1
4
0

▽ GL

▽GL

▽GL

7
7
6

▽ 1FL ▽土台天端

△基礎天端

▽軒高

4
,
3
4
0

南側　立面図　S:1/100

西側　立面図　S:1/100

X方向　断面図　S:1/100

7
4
0

3
,
6
0
0

4
,
3
4
0

6
0
0

7
4
0

ホール 和室 WC

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

梁
下

端
2
,
9
1
4

天
井

高
3
,
0
0
0

▽ GL

▽GL

▽GL

▽土台天端

△基礎天端

▽軒高

▽土台天端

2
,
7
0
0

8
6

3
6
0

2
,
5
0
0

6
0
0

1
,
3
0
0

6
0
0

1
,
9
0
0

5
0
0

棚

棚 神棚

TV

納戸

小屋裏収納

1
,
4
0
0

2
,
9
0
0

2
,
9
0
0

3
,
6
4
0

▽梁天端

立面図・断面図
Ａ 6

小上 川 ・ 中 小 川 集 会 所

10
3.5

10
3.5

▽最高の高さ

▽梁天端

2
,
3
3
3

1
,
7
3
3

1
,
9
8
3

小屋裏収納範囲

小屋裏収納範囲

小屋裏収納範囲

7
5
0

1
,
1
0
0

1
,
4
0
0

6
,
3
8
0

2
,
0
4
0

R6

3,185 910 5,460 1,820

気積計算用小屋裏平均天井高：1.311ｍ

600 600 600 600

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

廊下
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

法チェック Non
7

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

【　１　階　】

部屋名

ホール

ステージ

合計

調理室

合計

和室

合計

会議室

合計

面積

㎡

74.53 

24.00 

98.53 

24.84 

24.84 

13.25 

13.25 

12.42 

12.42 

必要換気

面積(㎡）

1/50

1.97 

0.50 

0.27 

0.25 

サッシ

AW-3

AW-8

AW-6

AW-4

W

ｍ

1.65

1.65

1.65

H

ｍ

0.65 

0.40 

0.40 

開口面積

Ｓ

㎡

1.05 

1.07 

0.66 

0.66 

開口

係数α

1

0.5

0.5

0.5

台数

ｎ

ヶ

2

1

1

1

換気面積

αＳ

㎡

2.10 

2.10 

0.54 

0.54 

0.33 

0.33 

0.33 

0.33 

判定

ＯＫ

1.07

ＯＫ

1.08

ＯＫ

1.25

ＯＫ

1.33

排煙計算 法35条、第35条の2

必要換気量を満足するサッシのみで検討

１階

部屋名

ホール

ステージ

合計

調理室

合計

和室

合計

会議室

合計

面積

㎡

74.53 

24.00 

74.53 

24.84 

24.84

13.25 

13.25

12.42 

12.42

必要換気

面積(㎡）

1/20

3.73 

1.24 

0.66 

0.62 

サッシ

AW-1

AW-8

AW-7

AW-6

AW-4

W

ｍ

2.6

1.65

1.65

1.65

1.65

H

ｍ

2.20 

1.10 

0.50 

1.30 

1.10 

開口面積

Ｓ

㎡

5.72 

1.82 

0.83 

2.15 

1.82 

開口率

α

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

台数

ｎ

2

1

1

1

1

換気面積

αＳ*ｎ

㎡

5.72 

5.72 

0.91 

0.41 

1.32 

1.07 

1.07 

0.91 

0.91 

判定

ＯＫ

1.53 

ＯＫ

1.06 

ＯＫ

1.62 

ＯＫ

1.46 

換気計算

必要換気量を満足するサッシのみで検討

採光計算

法28条

１階

部屋名

ホール

ステージ

合計

調理室

合計

和室

合計

会議室

合計

採光を満足するサッシのみで検討

面積

㎡

74.53 

24.00 

98.53 

24.84 

24.84 

13.25 

13.25 

12.42 

12.42 

必要採光

面積(㎡）

1/20

4.93 

1.24 

0.66 

0.62 

サッシ

AW-1

AW-8

AW-6

AW-4

W

ｍ

2.6

1.65

1.65

1.65

H

ｍ

2.20 

1.10 

1.30 

1.10 

住居系

ｄが3ｍ以上の場合は、3ｍとして計算する。

開口面積

Ｓ

㎡

5.72 

1.82 

2.15 

1.82 

α＝

式

Ａ’＝ｄ/ｈ×α－β

ｄ

3

3

3

3

6

ｈ

2.333

1.733

2.302

1.983

β＝

A'

6.32 

8.99 

6.42 

7.68 

1.4

採光補正

係数

A

3.00 

3.00 

3.00 

3.00 

採光面積

ＡＳ

㎡

17.16 

17.16 

5.46 

5.46 

6.45 

6.45 

5.46 

5.46 

判定

ＯＫ

3.48 

ＯＫ

4.40 

ＯＫ

9.74 

ＯＫ

8.79 

建築基準法　チェックリスト

集団規定等

　敷地

　用途地域等

　敷地と道路

　容積率

　建ぺい率

　外壁後退

　平均地盤面

　高さ

　日影規制

　その他

防火規定

　防火・準防火地域

　特殊建築物の構造

　防火区画

　防火設備の構造

　内装制限

　耐火準耐火性能

　その他

避難規定

　階段

　廊下の幅

　直通階段の設置

　２の直通階段の設置

　歩行距離

　避難階段の設置

　避難・特避階段の設置

　その他

一般構造・設備・その他規定

　居室の採光・換気

　シックハウス

　避難・消火

　排煙設備

　非常用照明

　非常用進入口

　非常用昇降機

　避雷設備

　無窓の居室

　その他

関係法令　チェックリスト

地区計画

開発許可関係

都市計画法第53条

土地区画整理法第76条

下水道

(公共、集落排水区域）

宅地造成工事規制区域

土砂災害特別警戒区域（レッド）

土砂災害警戒区域（イエロー）

急傾斜地崩壊危険区域

災害危険区域

県条例第6条(がけ)の検討

建築協定区域

屋外広告物規制区域

駐車場条例に該当

ひとにやさしいまちつくり条例

バリフリー法

景観条例

省エネ法

■

■

■

□

■

■

□

■

■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

■

■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

■

□

■

□

■

□

□

□

□

■

□

□

□

□

□

　法１９条

　法４８条

　法４２条

　法４３条

　法５２条

　法５３条

　法５４条

　令２第２項

　法５６条

　法５６条の２（岩手県建築施行条例　第10条）

　法６１条

　法６３条

　法６５条

　法２７条

　令１１２条

　令１１２条第１４項

　法３５条の２

　令１０７条

　法２条第９号の３ロ

　令２３条

　令２５条

　令２７条

　令１１９条

　令１２０条

　令１２１条

　令１２０条

　令１２５第１項

　令１２２条

　令１２３条

　法２８条

　法２８条の２

　法３５条

　令１２６条の２

　令１２６条の４

　令１２６条の６

　法３４条第２項

　法３３条

　法３５条の３

　構造計算適合性判定の対象

　許容応力度計算（ルート２）

有り

要

要
要

区域内

浄化槽

内
内

内

内
内

有

有

内
有

届出有

申請有
届出有

申請有

■１号　■２号　

（　手続き　　□済　　□未　）

（　□許可済　　□未　）

（　□許可済　　□未　）

（　□許可済　　□未　）

処理開始　　

（　□造成有　［　許可　□済　□未　］　）

□区域内居室有り　（告示検討済）

□区域内建物有り

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

【擁壁高さの確認、法面角度の確認のうえ　該当なし　】

（　□許可済　　□未　）

（　□許可済　　□未　）

（　□整備地区　□商業　□近隣商業　□周辺地域　）

【　□円滑化基準　　□誘導基準　】

【　□届出　　□省エネ適判　】

□認定済

■

接道 

済

2

□許可済

□

m以上

未

【都計法第　条】

□

□

■

□

□

□

□

■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

■

　令１第１項

　法５１条

　法４２条第２項道路該当　セットバック

　法４２条第５項（位置指定道路）許可済

　法６２条

　法６４条

　法６７条

火器使用室

　令１０７条の２

　令109条の3第２号ロ

　令２４条

　令２６条

　令116条の２

　令１２６条の３

　令１２６条の５

　令１２６条の７

　許容応力度計算（ルート３）

　許容応力度計算（ルート１）
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■
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■：該当　　□：非該当

■

■
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■
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外
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外
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無

無
無

無
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垂木　45ｘ60＠455

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
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グラスウール断熱材ｔ100

1
2
0

7
0
4

ホール

ガルバリウム鋼板加工

棟部

棟換気（屋根伏図参照）

小屋裏収納
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　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

長尺シート貼り

発砲ウレタン

断熱補強 通気土台

巾木

嵩上げ土台

防虫通気材

小口ｼｰﾗｰ塗り

5
6
0

8
0
0

手
摺

▽設計ＧＬ

2
,
7
0
0

2
8
4

3
,
5
4
4

Y1

1
4
01
4
01
4
0

1
0
0 2
4
0 3
8
0 5
2
0

Y1 Y3

ポーチ

7
5
0

手摺

ポーチ柱 ポーチ柱

MDF見切り

5
1
5

5
1
5

1
5
0

1
2
0

3 4



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

Ｎ

Ａ
平面詳細図 1/50

910

ステージ

納戸

WC（男）

WC（男女）

和室

ホール

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

1
,
8
2
0

8
,
1
9
0

2
,
7
3
0

1
0
,
9
2
0

1,820 1,820 1,820 910 910 910 1,820 910 910 1,820 910 910 910

9,100 3,640 910 3,640 3,640

20,930

1
,
3
6
5

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

2
,
2
7
5

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

9
,
1
0
0

910

玄関

ＧＡＳ

エアコン エアコン

エアコン

X1 X24X20X16X11

Y2

Y14

Y9

Y7

Y1

Y2

Y13

Y9

Y7

Y4

Y6

Y11

Y12

Y3

Y4

Y6

Y11

Y10

Y12

Y5

X2 X3 X4 X5 X7 X8 X9 X10 X12 X13 X14 X15 X17 X19 X21 X22 X23

1,820 2,730 2,730 1,820

9,100

910 1,820 1,820 910 455 1,820 455 320 2,720 600

5,460 2,730 3,640

20,930

910 910

X17’ X18’ X19’ X23’X6

有効開口975.5㎜

ポーチ

下
駄

箱
（

3
6
）

ポスト

棚

ＴＶ

冷

神棚

ＴＶ
FL-360

GL+320

GL+280

GL+140

タラップ

笠立

スペース

FL-196

FL-196

ベ
ン

チ

スロープ　1/10

ス
ロ

ー
プ

1
/
8

ゴミ箱
ｽﾍﾟｰｽ

FL-226

GL+560

FL+150

ＴＶ
TEL

FL+150

GAS

FL±0

GL+480

GL+360

GL+180

GL+20

可動

収納

収納

掲示板

カ
ウ

ン
タ

ー

廊下
FL±0

会議室

下
駄

箱
（

1
6
）

SUS見切り

S
U
S
見

切
り

手
摺

手摺手摺

Ⅹ

Ｙ

Ａ

ＢＤ 展開方向

Ｃ

平面詳細図　S:1/50

筋かい　45×90　ﾀﾞﾌﾞﾙ  を示す

筋かい　45×90　ｼﾝｸﾞﾙ　を示す

管柱　120×120　を示す

凡例

管柱　105×105　を示す

可
動

手
摺

手
摺

収
納

収
納

収
納

GL+776＝FL

カーテンレール

カーテンレール

カ
ー
テ

ン
レ

ー
ル

カ
ー

テ
ン

レ
ー

ル

手摺

手摺

手
摺

手
摺

手
摺

手摺

手
摺

給湯器

2
7
3

750 1,800 1,800

780

8
0
0

7
8
0

7
8
0

7
8
0
以

上

調理室

誘導標識

誘
導

標
識

（
天

井
）

10

7,120

FL±0

SUS見切り

調理台 調理台

有
効

巾

9
0
0
以

上

カーテンレール

音響機器

カ
ー

テ
ン

レ
ー

ル

1,100

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ

9
1
0

9
1
0

棚
可動

食
器

棚

エアコン

エ
ア

コ
ン

303

R6

手
摺

WC（女）

手
摺

カ
ー

テ
ン

レ
ー

ル

【
別

途
取

付
】
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に

に

ほに に

にほ ほほ ほに に

ほほ に ほに に ほ ほほ
に

910ｘ 500ｘ 20か所

R6

床下収納

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

点検口　　450角（断熱）

Ａ
FL+150

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ　7m

3 4

（小屋裏壁面１か所）
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月
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訂　正
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設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ
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9,100 3,640 3,640

20,930

9,100 8,190 3,640

20,930
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,
2
7
5

3
,
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4
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

1
1
,
3
7
5

X1 X11 X16 X20 X24

Y1

Y2

Y7

Y9

Y13

Y14

4,550

600

6
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

屋根伏図　S:1/100

屋根伏図
12

3
.
5
/
1
0

3
.
5
/
1
0

3
.
5
/
1
0

3
.
5
/
1
0

600 600 600

ガルバリウムカラー鋼板横葺

ガルバリウムカラー鋼板横葺 ガルバリウムカラー鋼板横葺

ガルバリウムカラー鋼板横葺

小屋裏範囲

1
,
8
2
0

2
,
7
3
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

2
,
7
3
0

リッヂベンツ＠182 リッヂベンツ＠182

334.0cｍ2/ｍ　×3.64ｍ 334.0cｍ2/ｍ　×3.64ｍ

1F　屋根 （エ）

棟換気

軒天換気

リッヂベンツ＠182

有効開口（換気）面積

床面積

1F　屋根

換気部材必要長さ

4.17 

換気量

有効開口面積*取付長

有孔板を利用の場合

軒天材の　１枚当りの加工取付寸法

有効開口面積

床面積

1F　屋根

換気量

有効開口面積*取付数

222.76

ｍ以上

222.76

①

1/

334

㎡

→

2431.5

①軒の出　600mm

①*開口率

㎡

138.2

806

ｃ㎡/ｍ

排気

取付長さ

7.28 

ｃ㎡

ニチハ

138.2

給気

ｃ㎡/枚×

＞

×　1.0＝

必要面積比

1/

ｍ

1/

軒天5

500

ｃ㎡/枚

必要面積比

1/

20

1/

1600

OK

916

910*1820

ｍｍ　×

900

枚　＝

合計

900

334.0

必要換気面積

1F　屋根

＞

開口率

900

必要換気面積

1F　屋根

2763.0

2763.0

(1.12)

ｃ㎡/ｍ

1392.25 

1/

3.07%

mm　＝

2,475

17.9

ｃ㎡

ｃ㎡

ｃ㎡以上

1,600

4,500

ｃ㎡以上

枚以上

O　K

O　K

(1.75)

ｃ㎡/枚

2,730

9
1
0

小屋裏範囲

小屋束

小屋束

小屋束

小屋裏範囲

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

雪止め金物＠455

雪止め金物＠455

雪止め金物＠455

雪止め金物＠455
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日

日

年

年

月

月
訂　正
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設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

1/50展開図（1）
13

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

ＷＣ（女）　展開図　S:1/50

Ｂ面Ａ面 Ｃ面 Ｄ面

ＷＣ（男）　展開図　S:1/50

Ｃ面 Ｄ面

玄関・廊下　展開図　S:1/50

1
,
0
0
0

1,720

8
0
0

6
0
0

1
,
4
0
0

サイン サイン
会 議 室 調 理 室

サイン
ホ ー ル

非常口
ＥＸＩＴ

誘導標識

下駄箱

カウンター

1
,
1
0
0

4
3
0

200

1
,
8
0
0

6
0
0

5
0
0

450

Ａ面 Ｂ面

玄関・廊下　展開図　S:1/50

手摺

ベンチ

サイン
和 　 室

サイン

1
,
8
0
0

100

タラップ

8
0
0

手摺手摺手摺

非常口
ＥＸＩＴ

誘導標識

5ｍ以内

1,000
誘導標識（天井）

7.5ｍ以内

8051,703 1,000

ベンチ

1
,
3
0
0

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

玄関巾木 玄関巾木

玄関巾木

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ収納棚収納棚収納棚収納棚

集成材

不燃パネル

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

鏡 鏡

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木製柵 木製柵

木製柵

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

サイン

1
,
5
0
0

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

サイン

2
,
0
0
0

サインサイン

サイン

納 　 戸

1,100

腰壁

不燃パネル

不燃パネル

腰壁

腰壁

9
7
5

9
7
5

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
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集成材：ウレタン塗装

780

集成材：ウレタン塗装

掲示板

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

掲示板

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
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製図
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1/50展開図（2）
14

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

ＷＣ（男女）　展開図　S:1/50

小屋裏収納　展開図　S:1/50

Ｄ面

ホール・ステージ　展開図　S:1/50

ホール・ステージ　展開図　S:1/50

Ａ面 Ｂ面

Ｃ面 Ｄ面

1
5
0

1
5
0

2
,
5
0
0

1
,
8
5
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

3
5
0

1
,
3
0
0

サイン サイン
調 理 室

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

収納棚収納棚

鏡

カーテンレール　5.8m

カーテンレール　2m（天井付） カーテンレール　2m（天井付）

納 　 戸４方枠：化粧シート貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

カーテンレール　1.8m

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

9
7
5

9
7
5

腰壁 腰壁

腰壁腰壁腰壁

R6

100角開口

枠材：MDF笠木　D24　W184

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

2
,
0
0
0

1
5
0

可動棚

MDF無目枠 フローリング敷

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

3 4

Ｂ面

8
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現
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束
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ｵ
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ｶ
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ｵ
ｽ
ﾓ
ｶ
ﾗ
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塗
り

束
現
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ｵ
ｽ
ﾓ
ｶ
ﾗ
ｰ
塗
り

点検口
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製図
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℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

1/50展開図（3）
15

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

Ａ面 Ｄ面Ｃ面Ｂ面

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

調理室　展開図　S:1/50

会議室　展開図　S:1/50

和室　展開図　S:1/50

納戸　展開図　S:1/50

1
5
0

1
5
0

カーテンレール　2m

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

不燃パネル

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

可動棚

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

カーテンレール　2m

ハンガー掛け　3m
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,
8
0
0

1
,
7
1
0

1
9
0

5
0
0

7
5
0

1
,
0
5
0

6
0
0

7
5
0

1
,
0
5
0

6
0
0

不燃パネル

不燃パネル
パイプ棚

月予定表 月予定表
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

備考

ホワイトボード

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

キーボックス

カーテンレール　1.8m

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

可動棚

R6

不燃パネル

食器棚別途工事

食器棚予定位置

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

収納 収納

1
,
7
3
0

6
0
0

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

中棚

枕棚

フローリング同材

MDF無目枠

1
8
0

6
0
0

1
2
0

1
,
0
0
0

化粧石膏ボード（桐柄）

MDF無目枠

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

雑巾摺

化粧石膏ボード（桐柄）

雑巾摺

雑巾摺

合板12㎜

ベニヤ貼り

収納

TV

神棚

巾木仮止め巾木仮止め

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

別途取付工事（吊戸棚は現地保管）

3 4

集成材

フローリング同材

無目枠

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
シナベニヤ
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1,650

1,600 2020

405

20

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰSL-80相当

日

日

年

年

月

月
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設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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1/50

姿　図

材　質
硝　子
仕　上
金　物
防　火

形　式

参　考

記　号

姿　図

材　質
硝　子
仕　上
金　物
防　火

形　式

参　考

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

1ヶ所

無

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

MDF枠
網戸

透明ガラス

20 1,650 20

1,690

AW-5

▼ＦＬ

▼ＣＨ

MDF枠
網戸

MDF枠
網戸

AW-7 AW-8調理室

MDF枠
網戸

AW-9

既製色
ペアガラス

無

MDF枠

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

透明ガラス

25622
アルミサッシ（断熱樹脂注入）

LE3-A12-F4 型ガラス

網戸（中桟付）

付属金物一式　バーハンドル

断熱玄関引き戸

20 2,560 20

2,600

▼ＦＬ

4
0

2
,
2
0
0

3
0

2
,
2
0
0

▼内玄関ＦＬ

25 2,600 25

2
7

2
,
0
5
0

2
5

▲ＣＨ

8
0
0

3
,
0
0
0

サポートハンドル（左右）

3-A12-3

20 1,650 20

1,690

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

MDF枠
網戸16511

3-A12-3 透明ガラス

▼ＦＬ

▲ＣＨ

20 1,650 20

1,690

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ
外倒し窓

MDF枠
網戸

無無

3-A12-4 型ガラス

16507

8
0
0

E E

8
7
0

4
0

1
,
1
0
0

7
0
0

3
0

3
0

4
0

1
2
0

8
7
0

4
0

1
,
1
0
0

3
0

9
1
0

1
,
1
0
0

2
,
0
1
0

9
9
0

▼ＦＬ

1
2
0

排煙有効面積：1.05㎡

▼FL+1300 3
,
0
0
0

2
,
2
0
0

7
0
0

1
0
0

▼ＦＬ

8
6
0

4
0

1
,
1
0
0

3
0

9
0
0

1
,
1
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0▲ＣＨ

2
,
4
0
0

8
0
0

4
0
0

16511

3-A12-3

20 1,650 20

1,690

1
,
0
6
0

4
0

9
0
0

3
0

1
,
1
0
0

9
0
0

16509

3-A12-4 型ガラス

無

1ヶ所納戸 AW-6 和室 1ヶ所

透明ガラス3-A12-3

無

20 1,650 20

1,690

▼ＣＨ

7
6
0

4
0

1
,
3
0
0

3
0

8
0
0

1
,
3
0
0

2
,
1
0
0

4
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
5
0
0

8
0
0

4
0
0

調理室

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

型ガラス
MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓 06005

▼ＣＨ

1
,
4
6
0

4
0
5
0
0
3
0

1
,
5
0
0

5
0
0

▼ＦＬ

20 600 20

640 2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

3-A12-4

1ヶ所

引違い窓引違い窓 16513 16505

3+A12+4 型ガラス
既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

アルミ樹脂複合サッシ MDF枠
網戸引違い窓 16509

透明ガラス3+A12+3

3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下

3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下 3.49W/㎡・K以下

記　号 AW-3 AW-4ホール1ヶ所 AW-1 ホールAD-1 玄関 2ヶ所 AW-2 ホール 2台 2ヶ所 会議室 1ヶ所

▼ＣＨ

20 1,650 20

1,690

▼ＦＬ ▼ＦＬ

4
0

3
0

5
0
0

1
,
1
1
0

1
,
1
5
0

5
0
0

1
,
6
5
0

7
5
0

2
,
4
0
0

▼ＦＬ

▼ＣＨ

20 1,650 20

1,690

4
0

3
0

1
,
1
1
0

1
,
1
5
0

1
,
1
0
0

2
,
2
5
0

1
5
0

2
,
4
0
0

8
0
0

6
5
0

1
,
1
0
0

ＷＣ（女）、ＷＣ（男）、廊下 3ヶ所

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

型ガラス
MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ

▼ＣＨ

▼ＦＬ

3-A12-4

3.49W/㎡・K以下

既製色
付属金物一式

ペアガラス

無

MDF枠
網戸

アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

3.49W/㎡・K以下

AW-10 ＷＣ（男女） 1ヶ所 AW-11

▼ＣＨ

3
,
0
0
0

1
,
2
6
0

4
0

7
0
0

3
0

36520

1
,
3
0
0

7
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

03607たて滑り出し窓

▼ＦＬ

▼ＣＨ

1
,
0
6
0

4
0

9
0
0

3
0

1
,
1
0
0

9
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

廊下 1ヶ所

3-A12-3 透明ガラス

記　号

姿　図

材　質
硝　子
仕　上
金　物
防　火

形　式

参　考

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ MDF枠

3-A12-4 型ガラス

無

1ヶ所

3.49W/㎡・K以下

AW-12 玄関

FIX窓

▼ＣＨ

▼廊下ＦＬ

07405

AW-13

建具表（1）
Ａ

2020 1,600

1,640

16009

17

F

20 740 20

780

4
0
5
0
0
3
0

1
,
7
6
0

1
,
8
0
0

5
0
0
1
0
0

2
,
4
0
0

既製色
付属金物一式

ペアガラス
アルミ樹脂複合サッシ
引違い窓

MDF枠
網戸

3-A12-3 透明ガラス

無
3.49W/㎡・K以下

ステージ

1
,
0
7
0

4
0

9
0
0

3
0

▼ホールＦＬ

1
,
1
1
0

9
0
0

2
,
0
1
0

1
5
0

9
6
0

16009

▼ステージＦＬ

1ヶ所

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

既製色
付属金物一式
無

1ヶ所

MDF枠

1ヶ所

既製色
付属金物一式
無

玄関－会議室PW-1

引違い窓
樹脂フレーム
ペアガラス 3+A12+3 透明ガラス

▼ＣＨ

▼会議室ＦＬ

1,650

9
0
0

9
0
0

1
,
0
9
6

6
0
0

1
,
9
9
6

▼玄関ＦＬ

PW-2 和室

内障子
樹脂フレーム
樹脂製和障子紙（ワーロンシート） 雲竜

（枠：AW-6兼用）
16513

1,650

1
,
3
0
0

3 4



2ヶ所

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

1/50

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ

WD-2

参　考

記　号

姿　図

材　質

仕　上
金　物

形　式

1ヶ所

無
付属金物一式

WD-1

開　口

鍵

1ヶ所

引違襖戸

WD-3 WD-4 WD-5 WD-6

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
片引き戸

半透明アクリル樹脂面材　4㎜

上吊りタイプ

既製色

1,643

2
,
0
3
3

無

ホール・和室

片引き３枚戸
アルミ

3,222

2
,
0
3
3

2ヶ所

無

▼FL

1,643

2
,
0
3
3

半透明アクリル樹脂面材　4㎜

参　考

記　号

姿　図

材　質

仕　上
金　物

形　式

開　口

鍵

ホール・調理室・会議室 3ヶ所

無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
―

会議室 1ヶ所

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
引違襖戸

1,643

2
,
0
3
3

無

納戸

－

納戸 納戸

1,643

2
,
0
4
6

▼FL

無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
―

和室 1ヶ所WD-7

▼FL

付属金物一式
既製色

ＭＤＦ

ガラリ付

表示錠

片引き戸

半透明アクリル樹脂面材　4㎜

上吊りタイプ

1,643

2
,
0
3
3

ＷＣ（男・女・男女）WD-8 WW-1 和室

両開き

無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
開き戸 襖戸　/　廊下側フラッシュ戸

6
0
0

▼FL

無
付属金物一式
既製色

ＭＤＦ
―

襖戸

建具表（2）

733

2
,
0
3
3

透明アクリル樹脂面材　4㎜

733

2
,
0
3
3

Ａ

1,820

1ヶ所

18

透明アクリル樹脂

R6

3ヶ所

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
3 4



▽玄関FL+1000

１台

DIKEN　メラミンフリーエッジカウンター

オーダーカウンター

2
8

9
8

250

230

2000ｘ250ｘ28 ブラケット　４ヶ

両角Ｒ150　Ｋ断面　耐水MDF+メラミンシート

5
3
8

5

20
2.5 7.5 10

R5

1
0
3

2
1
8

411 化粧ｼｰﾄ

合板下地

ピクチャーレール

硬質樹脂 化粧シート

KAIDER ﾌｧﾝｼｰﾊﾞｰ35　同等品

38ｘ20

1
4

2
4

3
8

15.3

20

専用フック

ハンガー掛け

３ｍ

1/10

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ 19

雑詳細図（1）

×２

名　称 室名札（サイン）

姿図・寸法

平付型形式・数量

材質・仕上 アクリル板 ｔ-5.0

サイズ 300×75

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

白 黒

7
5

300

ピクトサイン

1/10

平付型

アクリル板 ｔ-5.0

※デザインは協議により決定とする。

アルミフレーム掲示板

掲示板

掲示板

1/20

1,200

9
0
0

神栄ホームクリエイト　SMS-1031

H900ｘW1200ｘD25

会議室

７ヶ所

和　室

白

1ヶ所

調理室

ホール

×２

ピクトサイン

アクリル板 ｔ-5.0

※デザインは協議により決定とする。

青
白

白 赤

1ヶ所
150

150

150

150ｘ150 計3ケ所

青

150ｘ150突出型

白

150

青

白

150

赤

計2ケ所

1ヶ所

1ヶ所 1ヶ所

ホワイトボード

行事予定掲示板

ホーロー白板

H900ｘW1200ｘD54～14

神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｲﾄ(株)　SMS-916-Y

月予定表 月予定表

9
0
0

1,200

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

備考

1/20

キーボックス

スチール　焼付塗装

キーボックス

1/10

200

2
8
0

10個用

H280ｘW200ｘD53

ACE　FI-10

ポスト

H300ｘW375ｘD130

SUS304

カラーポスト

ACE　SGT-2200L

375

3
0
0

1/10

550

5
0
0

 ガーデン流し

1/20

研ぎ出し流し

ポリプロピレン

550ｘ500ｘ183

550-G型

１台 １台

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

納　戸

１セット

棚柱③（可動棚） 納戸

スチール棚柱

ガチャレール３本、棚受金物４ヶ

12

400

15.5

1
,
4
9
5

ポリ合板　1670ｘ400ｘ20　　２枚

12

AV機器

１セット

棚柱②（可動棚）

40020

1
,
9
9
5

15.5

10000-00039、10300-0040（ｽｶﾞﾂﾈ工業）

ポリ合板　760ｘ400ｘ20　　４枚

ガチャレール２本、棚受金物８ヶ

スチール棚柱

10000-00039、10300-0040（ｽｶﾞﾂﾈ工業）

棚柱①（可動棚）

箱文字

SUS製

※記載文字は協議により決定とする。

150×150/文字

施設名称

1ヶ所

小上 川 ・

中 小 川 集 会 所

150

1
5
0

10文字

1/15

1/30 1/30

1/10～1/50

※水栓柱は機械設備工事

１台

１台 １セット

1215.5

1
,
4
9
5

10000-00039、10300-0040（ｽｶﾞﾂﾈ工業）

1/30

ガチャレール３本、棚受金物４ヶ

スチール棚柱

会議室

270

ポリ合板　1670ｘ270ｘ20　　３枚

ピクチャーレール

壁面仕上材 450mm以内ビス留め

TOSO　L-1

アルミニュウム合金

ピクチャーレール

天井伏せ参照

19.5ｘ14.5　Ｌフック15Ａ（後入れ）15ヶ

R6

▽FL+200

100角開口

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

７ｍ

受付カウンター

3 4

２台



TOSO　レガートユニ　房掛け共　MｷｬｯﾌﾟＷ

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

名　称

姿図・寸法

形式・数量

材質・仕上

サイズ

参考型番

参考型番

雑詳細図（2）
20

1/15～1/50

30

1
5
0

壁見切り

WPC造作材
畳風ﾌﾛｱ t=12

450

巾木

ベンチ

壁見切り 玄関巾木

（ﾀﾞｲｹﾝ）

コーナー金物

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

構造合板 t=12
45ｘ45＠455

4
3
0

▽ FL

ベンチ

300

集成材ｔ＝30

敷台

ウレタン塗装
集成材

9
6

1
0
0

1
9
6

20㎜以内

玄関框

3
0

ﾌﾛﾘｰﾝｸﾞ　ｔ=12
構造合板　ｔ=24

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t＝100

発砲ウレタン

発砲ウレタン

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t＝100

敷台

1/151/15

畳風フロアt＝12

参考図 参考図

300

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

1
,
6
0
0

1,220

1
2
0

3
8
0

400

1
0
0

200

1/30

下足入れ

ポリ合板　ｔ＝20

16人用

Ｗ1,220ｘＤ400ｘＨ1600

下駄箱②

300

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

1
,
6
0
0

2,720

1
2
0

3
8
0

400

1
0
0

200

下足入れ

ポリ合板　ｔ＝20

36人用

Ｗ2720ｘＤ400ｘＨ1600

1/30

１台

下駄箱①食器棚

メラミン化粧板

クリナップ　ラクエラ　シンシアシリーズ

900 900

2
,
3
6
0

8
3
0

6
3
0

9
0
0

1,800

1/50

カーテンレール

カーテンレール

アルミレール、樹脂製カバー

１台 １か所 １か所 計５箇所

108

1
0
8

非常口1
2
0

1
2
0

ＥＸＩＴ

360 360

避難口用

通路用（天井用）

3
0
0

300

避難口用：緑地に白線

通路用　：白地に緑線

杉田エース　SN-2901～3、SN-2801～2804等

誘導標識

誘導標識

高輝度蓄光式

5.8m　x1台　、　2.0m　x4台

非常口
ＥＸＩＴ

通路用

壁面用２枚　、　天井用１枚

ガスコンロ台

１台業務用ガスコンロ台

SUS430

W750ｘD600ｘH750　バックガード有

マルゼン　BWG-076（H700仕様）

１台

SUS430

一層水切付シンク

業務用シンク １台

SUS430

業務用シンク

一層シンク

マルゼン　BS1-186（H850仕様）

1,800 600

8
5
0

1
5
0

600

8
5
0

1
5
0

750 600

7
0
0

3
0
0

1
,
0
0
0

W1800ｘD600ｘH850　バックガード有W1800ｘD600ｘH850　バックガード有

1/30

※給排水：機械設備工事※給排水：機械設備工事※ガス工事：機械設備工事

1/301/30

SUS430

SUS吊戸棚

W1800ｘD350ｘH600

1,800 350

6
0
0

吊戸棚

900

2
4
0

・パイプ棚

１台

SUS430

パイプ棚

W900ｘD350ｘH240

１台

SUS430

調理台

２台調理台

W1500ｘD750ｘH850

1,500 750

8
5
0

※４隅固定金具

片側引出し

ロフト用タラップ

１台

1/50

19.1

2
1
9

360

2
1
9

2
7
4
0

9
7

10
18
.2

33
54

31
40

2
8
3
7

538.8

2
0
9

428

耐荷重120㎏

▽ﾛﾌﾄFL

▽廊下FL

2
,
9
0
0

R6

１台

片面カップボード下台　1段引出し

片面カップボード中台　ｼｰｽﾙｰ扉2方框仕様

（EFM090NNSGN-）

（EFM090NNUEN-）

（EFM090NNUEN-）

片面フロアキャビネット　1段引出し

片面カップボード上台　開き扉仕様

（EFF090NHMGN-）

D45片面フロアーカウンター
（ECXH090-I）

ロング吊戸棚　ｼｰｽﾙｰ扉框タイプ・把手レス
（EFW090LBSPN-）

別途工事別途工事

別途工事

別途工事 別途工事

ロング吊戸棚　ｼｰｽﾙｰ扉框タイプ・把手レス：現場保管（取付工事は別途）

W900ｘD440ｘH900

マルゼン　BSM1-186R（H850仕様） マルゼン　BCS6-1835S ・　BCS35-09B マルゼン　BWD-157N、TP-01S（SUS304）x8

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

※カラーは発注者から指示

ロフトハシゴ　９尺用

はしご本体：アルミ

Ｗ428ｘＨ3354

（倒れ防止ベルト付）

シューズボックス用シート

シューズボックス用シート
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R5T2

R5T3

R5T4

32.67

32.96

33.20

32.80

32.60

33.19

33.32

33.18

33.74

33.86

33.70

33.33(底)

32.98(底)

32.76

32.93

32.43(底)

33.00

32.34

32.45

32.51

32.23

32.31(底)

32.32

32.33

32.52

32.39

31.95

31.58(底)

31.54

31.49
30.80

30.45(底)

30.57(底)
30.69(底) 30.87

30.93

30.66

30.14

29.37

30.52

29.65

28.25(底)

29.52

28.05(底)

28.80(マス底)

29.19(底)

29.44
29.22(底)29.02(マス底)

29.46(マス天端)

29.19(底)

29.44
29.22(底)

28.51

28.18

27.47(底)

27.42(底)

27.92

27.71

32.31
31.33

31.19

31.24

31.45

31.52

31.18

31.25

31.34

31.97

30.58

30.14

31.24

31.21

31.12

31.23

30.66

30.58

30.55

30.57

30.37(マス底)

29.12

29.02

27.85(底)

30.90

31.80

32.27

31.37

15B001156-02

15B001151-02A

15B001156-01

15B001K00-093

R5T1

33.22

32.69

32.50

30.9132.30

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

R6

舗
装
切
断
工
  
L=29

.3m

舗
装
切
断
工
  
L=
8.
4m

ブロック塀(H=2.0m)取壊し  L=39.9m

T:小川25右1

T:小川25右2

V
P
Φ

24
0

U300X200

U240X240
U240X240

VPΦ150

U180X180

U3
5
0X
35
0

F250X250 VP
Φ
20
0

汚

汚止 止止止

下水

F250X250

下水

汚

止

量水器

汚

E:小川40南2

T:小川25右2右1

下水

汚

汚

汚

下水

汚

汚

T:小川線25

ゴミ箱

F3
00
X3
00

消火栓

汚 汚

汚

汚

汚

汚

E:小川線30-南3

仕 仕

仕
E:桜木町支線24

E:桜木町支線25

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔駐車場〕

〔G〕

E:不明

E:桜木町線21北1西1

E:不明

E:不明

T:小川線24-1

〔As〕

〔G〕

〔G〕

カサ・デ・ファミリア

U90X90

VP

H=30.961

H=31.280

H=32.710

H=33.284

H=32.511

ブロック塀

150

1
60

0
4
00 25
0

410

15
0

1/250

撤去

撤去

撤去

移設

移設

1-9

1-42

83-19

83-21

86-6

86-7

86-21

86-22

86-1

86-4

86-12

86-13

87-1187-17

86-5

87-487-16

87-18

1-30

86-8

撤去図　S:1/250

85-2

舗装版撤去(市道分)

【別途道路工事】

【
別
途
道
路
工
事
】

Ａ 21外構現況図（撤去図）

【別途道路工事】

撤去

GAS

撤去（VPカット埋め殺し）

舗装版撤去(2項道路分) A= 17.0m2

3 4

既存道路巾表層撤去
73.2ｍ2

4.3％



15B001156-01

汚

汚止 止止止

〔As〕

〔As〕

2%
10

%

T:小川25右2右1

86-22

250

道
路
中

心
線

道路境界線

▽
み

な
し
道

路
境

界
線

▽
道

路
境
界

線
下水

GL-740

GL-1260

GL+140

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

R6

R5T2

R5T3

R5T4

32.67

32.96

33.20

32.80

32.60

33.19

33.32

33.18

33.74

33.86

32.98(底)

32.76

32.93

32.43(底)

33.00

32.34

32.45

32.51

32.31(底)

32.32

32.33

32.52

32.39

31.95

31.58(底)

31.54

31.49
30.80

30.45(底)

30.57(底)
30.69(底) 30.87

30.93

30.66

30.14

29.37

30.52

29.65

28.25(底)

29.52

28.05(底)

28.80(マス底)

29.19(底)

29.44
29.22(底)29.02(マス底)

29.46(マス天端)

29.19(底)

29.44
29.22(底)

28.51

28.18

27.47(底)

27.42(底)

27.92

27.71

32.31
31.33

31.19

31.24

31.45

31.52

31.18

31.25

31.34

31.97

30.58

30.14

31.24

31.21

31.12

31.23

30.66

30.58

30.55

30.57

30.37(マス底)

29.12

29.02

27.85(底)

30.90

31.80

32.27

31.37

15B001151-02A

V
P
Φ

2
4
0

F250X250

下水

汚

下水

汚

汚

汚

下水

汚

汚

T:小川線25

ゴミ箱

F3
00
X3
00

消火栓

汚 汚

汚

汚

汚

汚

E:小川線30-南3

仕 仕

仕
E:桜木町支線24

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔駐車場〕

E:桜木町線21北1西1

E:不明

E:不明

T:小川線24-1

〔G〕

カサ・デ・ファミリア

H=30.961

R5T1

H=31.280

H=32.710

H=33.284

H=32.511

33.22

32.69

32.50

30.9132.30

1/250

1-9

83-19

83-21

86-6

86-7

86-21 85-2

86-1
86-12

89-22
87-17

86-5

87-487-16

89-7

1-30

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道
路
境
界
線

道路境界線

86-8

86-13

15B001K00-093

道路中心線

外構図　S:1/250

GL+990

GL-2030

GL-2.38

GL-1750

GL+930

GL+1270

65
00

道
路
幅
員

隣
地
境
界
線

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

VPΦ150

5,00010,000

5
,
4
0
0

〔G〕

22

●NO.1 No.2●

87-11

87-18

擁壁改修工事

地盤調査（SW試験）

側溝・集水桝撤去復旧

別途道路工事範囲

外構工事　区分

工事用仮設乗入れ用盛土及び仮設法面形成

ブロック塀(H=2.0m)取壊のウエ

本工事範囲

86-4
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R5T2

R5T3

R5T4

32.67

32.96

33.20

32.80

32.60

33.19

33.32

33.18

33.74

33.86

33.70

33.33(底)

32.98(底)

32.76

32.93

32.43(底)

33.00

32.34

32.45

32.51

32.23

32.31(底)

32.32

32.33

32.52

32.39

31.95

31.58(底)

31.54

31.49
30.80

30.45(底)

30.57(底)
30.69(底) 30.87

30.93

30.66

30.14

29.37

30.52

29.65

28.25(底)

29.52

28.05(底)

28.80(マス底)

29.19(底)

29.44
29.22(底)29.02(マス底)

29.46(マス天端)

29.19(底)

29.44
29.22(底)

28.51

28.18

27.47(底)

27.42(底)

27.92

27.71

32.31
31.33

31.19

31.24

31.45

31.52

31.18

31.25

31.34

31.97

30.58

30.14

31.24

31.21

31.12

31.23

30.66

30.58

30.55

30.57

30.37(マス底)

29.12

29.02

27.85(底)

30.90

31.80

32.27

31.37

15B001156-02

15B001151-02A

15B001156-01

15B001K00-093

R5T1

33.22

32.69

32.50

30.9132.30

単管バリケード（夜間点滅灯設置  ）

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

R6

舗
装
切
断
工
  
L=
8.
4m

T:小川25右1

V
P
Φ

24
0

U300X200

U240X240
U240X240

VPΦ150

U180X180

U3
5
0X
35
0

汚

F250X250

下水

汚

止

量水器

汚

E:小川40南2

T:小川25右2右1

下水

汚

汚

汚

下水

汚

汚

T:小川線25

ゴミ箱

F3
00
X3
00

消火栓

汚 汚

汚

汚

汚

汚

E:小川線30-南3

仕 仕

仕
E:桜木町支線24

E:桜木町支線25

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔駐車場〕

〔G〕

E:桜木町線21北1西1

E:不明

E:不明

T:小川線24-1

〔As〕

〔G〕

カサ・デ・ファミリア

U90X90

VP

H=31.280

H=32.710

H=33.284

H=32.511

1/250

1-9

1-42

83-19

83-21

86-6

86-7

86-21

86-22

86-1

86-4

86-12

86-13

87-1187-17

86-5

87-487-16

87-18

1-30

86-8

撤去図　S:1/250

85-2

【
別
途
道
路
工
事
】

Ａ

GAS

仮設盛土工事 23

盛土・法面形成

工事用乗入れ盛土

NO
.1BC
1

SP
1

N
O
.
2

NO
.3NO
.2

+1
0.

0
0

E
C1

予
定
道
路
境
界
線

予定道路境界線

予定道路境界線
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　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

R6

1/250
Ａ

仮設盛土　詳細図 24

GH=31.89

DL=30.00

NO.2+10.00

EL=31.40
10.0%

3000 3000

6000

盛土

別途道路拡張範囲

ブロック塀取壊し

舗装別途工事

GH=31.57

NO.3

DL=30.00

EL=31.40

725

舗装別途工事

GH=32.29

NO.2

DL=30.00

EL=31.40

1:1.5

3000 3000

6000 500

盛土

別途道路拡張範囲

ブロック塀取壊し

舗装別途工事

300

▽
予

定
道

路
境

界
線

GH=32.38

EC1

DL=30.00

EL=31.40

1:1.5

3000 3000

6000 500

盛土

別途道路拡張範囲

ブロック塀取壊し

舗装別途工事

300

▽
予

定
道

路
境

界
線

EL=31.40

1:1.5

3000 4513

7513 500

GH=32.50

SP1

DL=30.00

良質土（岩ズリ）　転圧＠300

盛土
ブロック塀取壊し

300

▽
予

定
道

路
境

界
線

別途道路拡張範囲

5.0ｍ2

4.0ｍ2

3.3ｍ2

3.8ｍ2

▽
予

定
道

路
境

界
線
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15B001156-01

汚

汚止 止止止

〔As〕

〔As〕

2%
10

%

6000

7000

500

T:小川25右2右1

地先CB

GL±0

地先CB

砕石敷

GL±0

ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ

86-22

250

道路境界線

道
路
中

心
線

道路境界線

▽
み

な
し
道

路
境

界
線

▽
道

路
境
界

線

86-4

4
.
3
ｍ

道
路

幅
員

下水

砕石敷

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
　

H
=
1
.
0
ｍ

3
0
0

30
0

GL±0

自由勾配側溝

L=7.3m

L=
16
.6
m

自
由
勾
配
側
溝

(VS300)

600*600*500 GL-740

GL-1260

GL+140
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R5T2

R5T3

R5T4

15B001151-02A

V
P
Φ

2
4
0

F250X250

下水

汚

下水

汚

汚

汚

下水

汚

汚

T:小川線25

ゴミ箱

F3
00
X3
00

消火栓

汚 汚

汚

汚

汚

汚

E:小川線30-南3

仕 仕

仕
E:桜木町支線24

〔As〕

〔As〕

〔As〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔G〕

〔駐車場〕

E:桜木町線21北1西1

E:不明

E:不明

T:小川線24-1

〔G〕

カサ・デ・ファミリア

H=30.961

R5T1

H=31.280

H=32.710

H=33.284

H=32.511

(横断用VS300)

500

1/250

防犯灯

防犯灯 ｶ
ﾞｰ
ﾄ
ﾞ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ

1-9

83-19

83-21

86-6

86-7

86-21 85-2

86-1
86-12

89-22
87-17

86-5

87-487-16

89-7

1-30

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道
路
境
界
線

道路境界線

86-8

86-13

15B001K00-093

道路中心線

設計GL±0＝31.40

外構図　S:1/250

30
0

3
0
03

00

地先CB

GL±0

浸透桝

浸透桝

3
,
0
0
0

3,000 20,000

自
由

勾
配

側
溝

(
VS3

00 ) 
 L=3

1.6m

GL+990 GL±0

GL-2030

GL-2.38

GL-1750

GL+930

GL+1270

防火水槽将来予定範囲

65
00

舗
装

幅

6
0
0
0

道
路
幅
員

法面嵩上げ＋張芝範囲

隣
地
境
界
線

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

L
型

擁
壁

 
 L=2

9.3m

ﾌﾟﾗﾁｪｰﾝ ﾋﾟﾗｰﾋﾟﾗｰ

2
,0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

VPΦ150

5,00010,000

防犯灯

3
,
0
0
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　 H=1.0ｍｱｽｶｰﾌﾞ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　H=1.0ｍ

5
,
4
0
0

防犯灯

浸透桝

0.5％ 0.5％

G
L
+
1
3
0

As舗装

〔G〕

（
現

況
4
5
度
）

30
度

勾
配

範
囲

張芝範囲

外構　計画図

No.2●

87-11

87-18

擁壁改修工事

舗装

25

防犯灯

防犯灯

142ｍ2

825㎡

126ｍ2

電柱

砕石敷

建物位置
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【別途工事】

集水桝（浸透）

●NO.1

側溝・集水桝撤去

側溝再利用・集水桝更新

地盤調査（SW試験）２点（No1,No2）



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

R6

1/20～1/50

（樹脂塗装）
メッシュ

3
0

2
0
0

50 180 50

280

1
0
0

5
5
0 4
5
0

S=1:50

主柱 31×31×1.6

2000 2000 2000

100～200 100～200

9
7
0

1
,
0
0
0

1
,
1
3
5

メッシュフェンス(H=1000)

基礎材（RC-40）

フェンス用ブロック
□180×180×450

50 180 50

280

1
0
0

 身体障害者用駐車施設 

1500600 2900

4000 1000

5000

1
0
0
0

2
5
0
0

3
5
0
0 1
3
0
0

車止め

ライン：溶融式(W=15cm)

300 300

ゼブラ：溶融式(W=30cm)

ライン：溶融式(W=15cm)

S=1:75

120

（駐車場舗装）

地先境界ブロック
Ａ種（120×120）

基礎コンクリート
18-8-40基礎材(RC-40) 50 120 50

220

1
2
0

1
0
0

1
0
0

 地先境界ブロック工 
S=1:20

（敷砂利　5㎝）

φ80

8
0
0　　　ウレタン製

本体：オレンジ

ボルトM24

（舗装）

S=1:20

ガードポール　詳細図

高輝度反射テープ

φ200

路盤工：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ40mm以下　　　t=20cm

　 　t= 4cm表　層　工：再生開粒度AS(13) 
ゴム入り改良Ⅰ型

敷地内補装　縦断図

2
4
0

8
0

100

アスカーブ：再生開粒度AS(13) 

S=1:20

2
0
0

4
0

150

浸透桝断面図

2
5
0

140 620 140
900

1
,
0
5
0

5
0

1
,
1
0
0

8
5
0浸透桝

グレーチング蓋

単粒砕石

2
0
0

遮断層砂

Ｔ-14
500型

（細目・滑り止め）

▼GL

S=1:20

法面嵩上げ
S=1:50

330

7
3
0

9
0
0

300 1,770

8
2
0

約25°

現況

盛土
張芝

既存RC土留め

▽
隣

地
境

界
線

色 日塗工：No

□ 黄 D17-70X　近似色

DN-95　近似色

□ 茶 D15-20B　近似色

5
0□ 300

2
5
0

1
1
0
0

8
5
0

6
0

G.L

1
0
0

40

■ 白

電気亜鉛メッキ後焼付塗装

φ101.6×t3.2

反射テープ（赤）　W100

6,700

φ6ｘ7ｍ

S=1:20

バリカーピラー型　詳細図

支柱　STK400　　片フック

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

基礎コンクリート
18-8-40

18-8-40

プラチェーン（黄）

チェーンキャッチ

SUS304　φ40

南京錠
（つる長）

26

3 4

外構詳細図（1）
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27

敷地内側溝詳細図

展開図

31.4031.40

L=7.3m L=16.6m

(VS300*300) (VS300*300) (VS300*300) (VS300*300) (VS300*300)(横断用VS300*300) (VS300
*300)

H=1:100

V
=
1:

 
20

DL= 30.00

31.06

31.18

31.06

31.22

0.5%0.5%

基礎コンクリート

基礎砕石

基礎コンクリート

基礎砕石

横断側溝工

調整コンクリート調整コンクリート

集水桝(浸透型)
600*600*800

5,8809,735 9,33010,950
9
0
0

1
,
6
1
3

1
,
9
1
3

7
1
3

1
,
9
1
3

7
1
3

1
,
7
3
9

8
8
6

1
,
6
7
6

9
4
9

7
1
3

1
,
9
1
3

1
,
3
3
81
,
1
7
5

1
,
3
3
81
,
2
8
7

1
,
0
9
41
,
5
3
1

9
4
6
1
,
6
7
9

2,5056,825 38,010

10,950 24,945 47,340

H=1:200
V=1: 40

自由勾配側溝蓋板

コンクリート蓋版

参考質量　64 kg

グレーチング蓋版

参考質量　24(37) kg

※(  )内数値は細目タイプ

グレーチング蓋版

参考質量　29 kg

自由勾配側溝蓋板

1,000

3
42

85

988

85

2
74

1
6
1

15
4

1,000

3
40

44

995

37
0

50

基礎砕石

名称 H C W

50以上VS-300*300 350 500

50以上VS-300*400 450 510

寸法表

50以上 510VS-300*500 550

自由勾配側溝

300型

※グレーチング蓋は10mに1箇所を標準とする。

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

σck=18N/mm2
調整コンクリート

自由勾配側溝
300型

側溝蓋
鉄筋コンクリートorグレーチング

RC-80

基礎砕石

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

RC-80

σck=18N/mm2
調整コンクリート

VS側溝(横断用)

グレーチング蓋

300型

●寸法表および材料表

H

  300 ×  300

      ×  600

      ×  700

      ×  800

      ×  900

      ×1,000

      ×1,100

      ×  500

B1

呼び名

c

570

600

      ×  400

寸　法　　(mm)

335

435

535

635

735

835

935

1,035

1,135

50以上

50以上

50以上

50以上

50以上

50以上

50以上

50以上

50以上

300型

自由勾配側溝(横断用)

300

10
0

5
0

50

5
50

510 10
0

10
0

570

300

6
35

50

側溝構造図

S=1:15

S=1:15

S=1:15

S=1:15

1/15～1/200

3 4

外構詳細図（2）
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　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

28

σck=18N/mm2
コンクリート

平面図

側
溝

側溝側溝

グレーチング
桝蓋

S=1:20

σck=18N/mm2
コンクリート

側溝側溝

グレーチング
桝蓋

断面図

集水桝(浸透型)構造図

再生クラッシャラン
(RC-80)600

60
0

1
5
0

1
5
0

90
0

150150

900

600150 150

50
0

30
0

8
0
0

5
0
0

1,300

900 200200

横断側溝工平面図
S=1:50

L=3.0m

(1種)250*250
L=0.4m

落蓋式U型側溝

集水桝
600*600*500

グレーチング蓋(T-25)

グレーチング蓋(T-2)

集水桝
600*600*500

グレーチング蓋(T-25)

横
断

側
溝

3
0
0*
3
0
0

既
設

側
溝

2
40
*
2
4
0

自
由

勾
配

側
溝
3
0
0

L
=
2
.0
m

既
設

側
溝

撤
去

再
設
置

集水桝(浸透型)

【別途工事】【別途工事】

【
別

途
工
事

】

【
別

途
工
事

】

600*600*8002,959
【別途工事】

道
路
境

界
線

自
由
勾

配
側

溝
3
0
0

落蓋式U型側溝(1種)

基礎砕石
RC-80

落蓋式U型側溝(1種)

側溝蓋

250*250

鉄筋コンクリート(1種)250

450

1
0
0

2
5
0

S=1:10
側溝構造図

【別途工事範囲】

S=1:50

DL=30.00

EL=31.40

(1種)250*250
L=0.4m

グレーチング蓋(T-2)

落蓋式U型側溝

31.4031.4031.36

FH=31.40

横断側溝工断面図

31.06

31.04

集水桝(浸透型)

【別途工事範囲】

道路法第24条申請

600*600*800

3 4

外構詳細図（3）
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擁壁工詳細図

展開図
S=1:100

H=1:100

V=
1:

10
0

DL= 27.00

CL

31.40

基礎コンクリート

基礎砕石

市
道
CL

市道

H=1500 H=1000H=1250 H=1000H=2000
8000 5500 28006000

1
0
0
0

1
50
0

2
0
0
0

1
50
0

12
5
0

1
1
1
0

8
3
0

12
5
0

1
0
0
0

6
5
0

2
0
00

1
6
50

7000

プレキャストL型擁壁  L=29.3m

10
0

2
0
0

135ﾟ56'39"

表  層  工

上層路盤工

下層路盤工

再生密粒度As(20F)         t= 5cm

再生粒調砕石(RM-40)       t=15cm

再生クラッシャラン(RC-40) t=15cm

29
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構造図

プレキャストL型擁壁

S=1:30

水抜孔φ75

σck=18N/mm2
止水コンクリート

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
(RC-80)

0
.
1
5
H

か
つ

3
5
0
以

上

水抜孔φ75

0
.
1
5
H

か
つ

3
5
0
以

上

σ ck=18N/mm2
止水コンクリート

(RC-80)
裏込砕石

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
(RC-80)

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石

裏込砕石水抜孔φ75

止水コンクリート

0
.
1
5
H

か
つ

3
5
0
以

上0
.
1
5
H

か
つ

3
5
0
以

上

基礎コンクリート

基礎砕石

裏込砕石

止水コンクリート

3
0
0

300

1
5
0
0

1
0
0

1250

1050 100100

5
0

2
0
0

3
0
0

300

2
0
0
0

1
0
0

1500

1300 100100

2
0
0

5
0

3
0
0

300

1
0
0

1
2
5
0

1100

900 100100

5
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0
0

1
0
0

2
0
0

950

750 100100

5
0

300

プレキャストL型 プレキャストL型

(3m2以内
に1箇所)

水抜孔φ75

(RC-80)

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

(RC-80)

(3m2以内
に1箇所)

(RC-80)

σck=18N/mm2

(RC-80)

(3m2以内
に1箇所)

裏込砕石 (RC-80)

プレキャストL型プレキャストL型

(3m2以内
に1箇所)

1500型 2000型1250型1000型

（道路用） （道路用） （道路用） （道路用）

砂利敷
W＝50㎜

２項道路舗装

外構詳細図（4）



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

R6

1/20～1/50
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既存断面図
S=1:20

2
0
0

650

1
,
5
0
0

150

（
予

測
）

（予測）

▽FH:27.92
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日
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月

月
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設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日
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設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ａ

R6
　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

　　　　　　　　　　     電流値

強度を持つ改良体（以下コラムという）を築造するものである。

　本地業は、本特記仕様書によるほか「改訂版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針／平成14年11月」（日本建築センター、以下指針とい

う）による。

2.一般事項

3.特記事項

（3）　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理及び品質検査を実施する。

 (4)　 本工事工法は、改良体の品質（変動係数25％）が、建設大臣認定機関の「財団法人日本建築センター」にて証明された技術審査証明取得工法

　　　 とする。

4.施工計画
（1）　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通した業者とする。

（2）　施工計画書

ｂ.　工事期間及び工程

ｄ.　施工機器

ｅ.　施工管理の方法

ｆ.　品質管理の方法

ｇ.　各種作業の主たる従事者の組織表

ｈ.　環境の保全対策

ｉ.　安全対策

ｊ.　品質証明書（技術審査証明書等）

（1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

（2）　施工手順は、施工計画書による。

（3）　本工事により排出される発生残土は、場内処分とする。

（4）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

（2）　所定の施工管理項目を、計測・記録できるデジタルディスプレイ式施工管理装置を用いること。　

（3）　改良機本体は、本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

（4）　ミキシングプラントは、全自動プラントとし、所定の吐出量を十分供給できるものとする。

6.施工機械

7.配合管理

（2）　配合強度

変動係数

（25％）

Ｎ

αｔ

3

1.8152.163

1

1.918

2

1.719

4～6 7～8

1.651

9～

1.594

Ｘｆ＝　αｔ　×　Ｆｃ　[　Ｘｆ：配合強度、αｔ：割増し係数　]

（3）　室内配合試験

　 　　　固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて現場室内強度比を参考にして、配合強度を満足するよう

　 　　に決定する。

　　　　　　　　　　　　撹拌装置　　　　　　掘削・撹拌翼の枚数など。

　　撹拌混合度の管理　　掘進・引上げ速度　　速度計による。

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出深度　　（吐出量、深度及び総量）

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出量　　　流量計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　ロッド長　　　　　　ロッド長さを計測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計掘削深度＋ 1ｍ以上

　　　　　　　　　　　　改良径　　　　　　　掘削撹拌装置の形状を計測

　　　　　　　　　　　　掘削深度　　　　　　深度計による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工角度が異なる場合は、その角度を管理する。　

　　　　管理項目　　　　　　管理内容　　　　　　　　　　　　　施 工 管 理 方 法　　　　　　　　　　　　　　　　管理値

8.施工管理
（1）　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について管理する。

9.品質検査

（3）　合格判定

ａ.　抜取ヶ所1ヶ所当たり3個の供試体を採取し、その平均強度をそのヶ所の強度とする。

ｂ.　一軸圧縮試験は、公的機関あるいは監督員立ち会いの下に行うものとする。

ｃ.　検査手法は、品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａによる。

ｄ.　検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は、抜取Ｎヶ所一軸圧縮試験の平均値が、下式を満足した場合を合格とする。

Ｋａ　：　合格判定係数

Ｖｄ　：　変動係数、品質確認書より想定する。

抜取ヶ所数　Ｎ

合格判定係数　Ｋａ

1

1.9

2

1.7

3

1.6

4～6

1.5

7～8

1.4

9

1.3

　　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、3部監督員に提出する。

ａ.　コラムの伏図及び番号

ｂ.　コラムの施工日

ｃ.　コラムの径・及び長さ

ｄ.　掘削深度

ｅ.　トルク値

ｆ.　掘削深度及び引き上げ速度

ｈ.　コアの強度管理試験結果

ｉ.　合格判定結果

10.報　　告

11.その他

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

本地業は、ソイルセメントコラム工法（以下ＥＣＭ工法という）による地盤改良地業である。ＥＣＭ工法は、スラリー状のセメント系固化材を地盤

（1）　コラムの径・掘削深度（改良長＋空掘長）・本数・配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・配置及び固化材液の配合等

　　　 について、土質や地盤の状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

ａ.　工事内容（コラム径、コラム長、空掘長、コラム数、設計基準強度）

 　　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

5.施　　工

（1）　固化材液に使用する固化材は、セメント系固化材を使用する。

　　　 割増係数は、変動係数を想定し9項に規程する抜き取りヶ所数Ｎに応じて下表を用いて設定する。

　　　　　　　　　　　　トルク値　　　　　　トルク値、電流値による。

*

*

*

*

*

*

*

*

ｇ.　固化材液の配合及び注入量と固化材の使用量

ＸＮ　≧　ＸＬ＝Ｆｃ　＋　Ｋａ　・　σｄ

　　寸法・形状の管理　　鉛直性　　　　　　　改良機のリーダーに設置された傾斜計による。　　　　　　　　　　　 1／100 以内

　　　　　　　　　　　　コラム芯　　　　　　コラム中心のズレを計測する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　± 100 ㎜以内

1.工事概要

に注入しながら、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を装備した攪拌装置を用いて原地盤土を機械的に混合攪拌し、固化材の固化反応により所定の

ｃ.　工事要領（使用固化材、配合量、吐出量、攪拌翼の昇降速度等）

　　固化材管理　　　　　材料の計量　　　　　自動計量器（練り水、固化材）により、バッチ毎管理　　　　　　Ｗ／Ｃ＝± 2％以内

（5）　設計配合は、以下の通りとする。ただし、室内配合試験の結果により変更される場合がある。

　　　　　　　　　　　　スラリー比重　　　　比重計にて午前・午後1回づつ測定。　　　　　　　　　　　　　　規定比重の 99％以上

　　支持地盤の管理　　　掘削速度　　　　　　速度計による。

　　　施工に当たっては、セメント系固化材等からの六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示第46号の基準値（検液1Lにつき0.05㎎以下

　　であること）を満足する様必要な措置を講じる。

ｂ.　固化材添加量　　   　300　ｋｇ／ｍ3

（4）　試験対象土は、粘性土層とする。

ＸＬ　：　合格判定値（ｋＮ／㎡）

Ｆｃ　：　設計基準強度（ｋＮ／㎡）

σｄ　：　標準偏差（ｋＮ／㎡）　＝　Ｖｄ・ｑｕｄ

ｑｕｄ：　想定した平均一軸圧縮強さ（ｋＮ／㎡）

（2）　頭部コア　：　１箇所　　　　深度コア　：　１箇所

（1）　検査箇所（コア抜取箇所数）

ａ.　水／固化材比　　　 　60　％

ＸＮ　：　Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値（ｋＮ／㎡）

　　　 最大施工トルク値4.8ton以上を有する施工機械とする。

（1）　固化材液と原地盤土を確実に混合攪拌ができ、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を装備した攪拌装置を装着したＤＨＪ－12以上を用い、

（2）　コラムの設計基準強度は、Ｆｃ＝　600ｋＮ／㎡とする。

ソイルセメントコラム地業特記仕様書 Non
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※　本仕様書は地盤調査の結果により変更が生じる場合もある。
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▼現状地盤
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年

年

月
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訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

Non

R6

・計画供用期間の級： 短期（18） 標準（24） 長期（30）

  （  ）内数値は、耐久設計基準強度：Fd （N/mm　）を示す。2

５．鉄筋コンクリ－ト工事 ６．鉄骨工事

（ １ ） コ ン ク リ ー ト （ １ ） 鉄 骨 工 事 は 指 示 の な い 限 り 下 記 に よ る
１．建築物の構造内容 ３．地盤

□日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」■ コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

■ セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。 □ 鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」（ １ ） 地 盤 調 査 資 料
（ １ ） 工 事 名 称

■ 骨材は、砂、砕石とし、ＪＩＳ　Ａ　５００５（コンクリート用の砕石及び 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）□ボーリング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定□ □

□ 現場透水試験 土質試験□ □ 砕砂）による。
（ ２ ） 工 事 監 理 者 の 承 認 を 必 要 と す る も の■ 水は、ＪＩＳ　Ａ　５３０８（レディーミクストコンクリート）の附属書３増　築新　築（ ２ ） 工 事 種 別 増改築 改　築

（ ２ ） 地 盤 調 査 計 画 □ 製作工場 □ 製作要領書 □ 工作図 □ 施工計画書（規定）［レディーミクストコンクリートの練混ぜに用いる水］による。
□ボ－リング調査 □静的貫入試験 □標準貫入試験 □水平地盤反力係数の測定

材料規格証明書または試験成績書□■ 混和剤の種類は、ＪＩＳ　Ａ　６２０４（コンクリート用化学混和剤）による（ ３ ） 構 造 種 別 □試験堀（支持層の確認）□土質試験 □平板載荷試験
鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト□ □ □ □ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とする。木造（Ｗ） 補強コンクリ－トブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ） （ ３ ） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

□ 社内検査表 □ □■ 計画調合は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ） 柱状図（ ４ ）
■ 寒中、暑中その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＷＰＲＣ）

深
土 　 質 打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＰＲＣ） 度

10 20 30 40 50 ■ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技
（ □ 印 の 項 目 の 検 査 結 果 に つ い て は 、 工 事 監 理 者 に 報 告 す る こ と ）

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測
□ 現寸検査 □ 組立・開先検査 □ 製品検査

定器の表示部を一回の測定ごとにう撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。
建方検査 □ □□

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。
（ ４ ） 接 合 部 の 溶 接 は 下 記 に よ る こ と■ 構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日

３ ３ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」、□ごととする。また、打込み量が１５０ｍ　をこえる場合は１５０ｍ　ごとまたは、

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）□その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた

３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき
（ ５ ） 接 合 部 の 検 査

場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。
□溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

■ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち

検　査　率　％コンクリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。
備　考検　査　箇　所 検　査　方　法

社　内 第三者 工事監理者ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が
１００％ ５０％ ３０％突 合 せ 溶 接 部□ 柱の現場従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は外気温が 超音波探傷試験

溶接部に個 個 個１００ １００ １００□２５゜Ｃ未満の場合は１５０分、２５゜Ｃ以上の場合は１２０分以内とする。 ついては
外観（目視）検査 １００％ １００％ １００％□■ コンクリート強度試験方法は、ＪＩＳ　Ａ　１１０８（圧縮試験）による。 第三者は

　　％個 個 個１００ １００ １００□■ コンクリート養生方法は、寒冷地においては、コンクリートを寒気から保護し、
とする。

第三者検査機関名 ＣＩＷ認定業者打込み後５日以上は、コンクリート温度を２℃以上に保つ。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を
深 （ ２ ） 鉄 　 筋土 　 質 代行させるために自ら契約した検査会社をいう。
度

10 20 30 40 50 ■ 鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ５による。
注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

■ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

□高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）（３）」または「壁式鉄筋

黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等をコンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする■

場合は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。 ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である

場合は、赤さびは発生しないままでよい。□ ガス圧接部の抜き取り検査は、同－作業班が同－日に施工した圧接箇所ごと（２００

箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。
□高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は

外観検査　□有 □無 引張試験　□有 □無 超音波探傷試験　□有 □無

部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。□Ｓ型（スパイラル型）とする。

（ ２ ） コ ン ク リ － ト ブ ロ ッ ク （ Ｃ Ｂ ） ■ コンクリート及び鉄筋の試験は工事監理者の承認の上、指定の試験機関で行うこと。
（ ６ ） 防 錆 塗 装

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 １００， １２０， １５０， １９０， 　　試験機関名
防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の□

　　代行業者名（ ３ ） 鉄 筋
部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６２１、２回塗りを標準とする。継 手 工 法径種 　 　 類 使 用 箇 所 代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。
現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場□Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ 重 ね 継 手Ｄ １ ６ 以 下 基 礎 詳 細 図 に よ る

（ Ｄ １ ６ 以 下 ） 塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。（ ３ ） 型 　 枠Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ｂ
異 形 鉄 筋

■ □材料　合板厚　１２ｍ／ｍを標準とする。Ｄ １ ９ 以 上 基 礎 詳 細 図 に よ るＳ Ｄ ３ ４ ５ ガ ス 圧 接 継 手

（ ７ ） 耐 火 被 覆 の 材 料（ Ｄ １ ９ 以 上 ） ■ 施工　ＪＡＳＳ５による

□■丸 　 　 鋼 型枠存置期間Ｓ Ｒ ２ ３ ５ 特 殊 継 手

４．地業工事 支　　柱φ６－１５０＊１５０溶 接 金 網 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） せ　き　板

スラブ下、はり下 はり下基礎、はり側、柱、壁 スラブ下
■無□ ■ □ □ □有（ ４ ） 鉄 骨 （ １ ） 直 接 基 礎 ベ タ 基 礎 布 基 礎 独 立 基 礎 試 験 堀備 　 　 考種 　 　 類 使 用 箇 所 現 場 溶 接 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント載荷試験 ■無□有ＳＳ４００ 有 無ＳＳ４９０ SN400A,B,C
高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 普通ポルト ７．設備関係（ ２ ） 杭 基 礎有 無Ｓ Ｔ Ｋ Ｒ ４ ９ ０Ｓ Ｔ Ｋ Ｒ ４ ０ ０ Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント

施 　 工 　 法 備 　 　 考杭 　 　 種 材 　 　 料有 無 シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント鋼 　 　 材
Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種□打ち込み ）（ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。■有 無Ｓ Ｓ Ｃ ４ ０ ０ □ＲＣ □ＰＣ ＰＣ　（□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種）

シリカセメント□埋込み ）（□ＰＨＣ □Ｈ鋼 ＰＨＣ（□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種） ■設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。Ａ種有 無
□ＳＫＫ４００）鋼材（□ＳＳ４００□鋼管 □摩擦杭 □H-AP工法（圧入工法） コ の ２ ６３ ４ １７１５℃以上 ８ ２８□Ｈ型PCパイル □ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を■ン 材（ ５ ） ボ ル ト □ｽｰﾊﾟｰFK工法（TACP-0168～0170） ク 令 ３ ５ ６ ２５5℃～15℃ １０ １２ ２８リ 日 管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上を原則とする。高力ボルト ｜普通、Ｆ１０Ｔ　　特殊、Ｓ１０Ｔ　確定品（□Ｍ１２，□Ｍ１６，□Ｍ２０，□Ｍ２２） 拡底杭□オールケーシング ５℃未満 １０□拡底杭 ５ ８ ２８コンクリートＦｃ＝　　　Ｎ／ｍｍ２ ト １６ ２８１５□場所打ち 日本建築センター認定１２ ,１６ ,２０中ボルト Ｍ＝ □リバースサーキュレーションスランプ

コンクリート杭 設計基準強度の第　　　　　号３ ２□アースドリル □ミニアース ８．その他セメント量アンカ－ボルト １２ １６　Ｍ 　Ｍ ５Ｎ／㎜ 設計基準強度の５０％　　年　　月　　日□ＢＨ □深礎 □手堀鉄　筋　　主　筋　ＳＤ １００％８５％　φ　Ｌ＝Ｑ頭付スタッドボルト ｍｍ 使用箇所（□柱　□大梁　□小梁） ｛ □機械堀　　　　　ＳＤＨＯＯＰ
■ 諸 官 庁 へ の 届 出 書 類 は 遅 滞 な く 提 出 す る こ と 。（ ６ ） 屋 根 、 床 材 、 壁 注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

設 計 支 特 力 本 数杭 径 （ 杭 の 先 端 の 深 さ 備 　 考ｍ ｍ ｋＮ／本 ） （ ｍ ）（ ） ■ 各 試 験 の 供 試 体 は 公 的 試 験 機 関 に て 試 験 を 行 い 工 事 監 理 者 に 報 告 す る こ と 。
ＡＬＣ版 厚 注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

折　版　　　型式 注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。Ｈ＝ 厚

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。デッキプレ－ト　　　型式 厚

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。キ－ストンプレ－ト　型式キ－ストンプレ－ト　型式 厚
杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

　　　－時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。特殊デッキプレート □　無（試験杭 ）・
注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。仕上げ表参照

（　シングル、ダブル　）

支特層－GL-　　　m ～

□ □

□　有 ［　　個所］

□ 柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型）□Ｗ型（溶接型）

■ 必 要 に 応 じ て 各 工 程 ・ 受 入 の 記 録 写 真 を 撮 り 保 管 す る こ と 。

構 造 設 計 標 準 仕 様 書

換 算 N値

（ 回 ）

　 （ ４ ） 階 　 数

地上　　　階地下　　　階

　 （ ５ ） 主 要 用 途 　

（ ６ ） 屋 上 付 属 物

広告塔 高架水槽 ｋＮ

煙　突 キュ－ビクル ｋＮ

有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 無（ ７ ） 増 築 計 画

（ ８ ） 付 帯 工 事

門塀

（ ９ ） 特 別 な 荷 重

人乗（ロープ式　油圧式） ｋＮエレベ－タ リフト

ホイスト ｋＮ
２

倉庫積載床用 Ｎ ／ ｍ ｋＮ

　 （ １ ０ ） そ の 他

２．使用構造材料

捨 コ ン ク リ － ト

基 礎 ， 　 基 礎 梁

Ｆ ｍ ＝ Max(Fc,Fd)+mSn  mSn:構 造 体 強 度 補 正

（ １ ） コ ン ク リ － ト

適 用 箇 所 種 　 　 類 設 計 基 準 強 度 　 Ｎ ／ ｍ ｍ
２

Ｆ ｃ

調 合 管 理 強 度

Ｆ ｍ 　 Ｎ ／ ｍ ｍ
２

ス ラ ン プ ｃ ｍ 所 要
空 気 量 ％

Ｓ Ｗ Ｈ ４ ０ ０

柱 ・ 梁

梁

妻 梁 ・ 母 屋 ・ 胴 縁
振 止 ・ 桁 梁 ・ 柱 等

Ｓ Ｎ Ｒ ４ ０ ０ Ｂ

Ｐ Ｌ ， 梁

ブ レ ー ス

Ｓ Ｔ Ｋ ４ ０ ０

強度区分 4.8 10.9

Ｓ Ｎ Ｒ ４ ９ ０ Ｂ

外 部 土 間 等

内 部 土 間 コ ン ク リ － ト

基礎深さ　ＧＬ-350　　

普 　 通

普 　 通

普 　 通

普 　 通

２ １

２ １

２ １

１ ８

１ ５

１ ５

１ ５

１ ８

5

●

■

１

普 　 通 １ ８ １ ５ラ ッ プ ル コ ン ク リ ー ト

適 用 は □ 印 を 塗 り つ ぶ す 。

地区集会所

■有（■敷地内　□近隣）

２ ４

（ kN/㎡ ）
換 算 qa

□

スクリューウエイト貫入試験（ＳＷ）試験

■ＳＷ試験

1

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

●No.1

●No.2

●No.3

●No.5

●No.4
計画建物

●No.7 ●No.6

SW試験位置

配置図

設計GL±0＝F.H:31.40

測 点 番 号 　 No.4

0.25

0.50

0.0

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

設計GL-0.14ｍ

▼設計GL
建物基礎

3.05

▼GL-350
85

106

56

49

90

42

109

111

42

63

56

49

120

7.6

10.5

5.2

4.6

8.0

9.6

9.8

4.0

4.0

5.8

5.2

4.6

20.0
礫質土

粘性土

礫質土

粘性土

Ｓ Ｗ 試 験

換 算 N値

（ 回 ）

Ｓ Ｗ 試 験

換 算 qa
（ kN/㎡ ）

測 点 番 号 　 No.6

0.25

0.50

0.0

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.05

粘性土

礫質土

粘性土

▼現状地盤

設計GL-0.3ｍ

▼設計GL

39

46

44

63

80

58

80

54

111

54

46

49

49

3.8

4.4

4.2

5.8

7.2

5.4

7.2

5.0

11.1

5.0

4.4

4.6

4.6

Ｌ型擁壁

設計地耐力　50kN/㎡

qa=30+0.6Nsw=

=30+0.6x(16+28+24+56+84)/5

=30+24.96=54.96 kN/㎡

擁壁（※道路工事） カーリフト

3 4

追加調査1●

追加調査2●

液状化判定再・追加調査予定　
■有　□無

構造設計標準仕様書



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

Non

R6

レ 木工用　ＣＨ38 （参考） 木工事 Ｆ☆☆☆☆

レ 床職人 （参考） 鋼製束、ﾌﾟﾗ束 Ｆ☆☆☆☆

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

タルキックⅡ（参考） 5.5 105 垂木45×60 ひねり金物　　ST-12同等品レ

タルキックⅡ（参考） 5.5 135 垂木45×90 ひねり金物　　ST-12同等品

タルキックⅡ（参考） 5.5 150 垂木45×105 ひねり金物　　ST-12同等品

レレ

レ

レレ
M12

レ
レM12

レ M16

レ レ
レ

レ

柱 スギKD 無等級 SD20
レレ

梁 米松KD 無等級 SD20

垂木 SD20スギKD 無等級

SD20スギKD 無等級間柱

柱：10％　、　梁：100％レ無等級 SD20母屋

無等級小屋束 スギKD SD20

レレ

レレ

レ レ

レ
レ

レレ
レ

レ レレ
レ

レレ
レ

12 120レ

レ

E95  - F270 ２種　　土台 唐松 120*120 　☆☆☆☆F〇

下記以外 ２種唐松 E105  - F300 　☆☆☆☆F
　　梁

　☆☆☆☆120*120 ２種 F唐松

レ

レ

２倍筋かい 3.37ｋN タナカ レ 溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき
レ

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

レﾋﾞｽ止めﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ クリヤマ15ｋN～35ｋN ダクロタイズド 電気亜鉛めっきレ

レ15ｋN～25ｋN クリヤマ枠材用ﾋﾞｽ止めHD ダクロタイズド 電気亜鉛めっきレレ
レ レｵﾒｶﾞｺｰﾅｰ（柱頭） 15ｋN 溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっきタナカ レ

レ
ｼﾅｰｺﾅｰ 10ｋN 溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっきタナカ レ

レ
溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっきタナカﾎｰﾙﾀﾞｳﾝU レ15ｋN～35ｋN

レ
巾広短冊金物 合金めっき鋼板7.7ｋN タナカ レ２　級 Ｃ-Ｄ耐力壁 9ｍｍ特類 　☆☆☆☆F

タナカ 合金めっき鋼板ひねり金物SD 1.6ｋN レ２　級 Ｃ-Ｄ 特類 　☆☆☆☆下地材 24ｍｍ F
カナイ 溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっきあおり止め金物 3.84ｋN レ２　級 Ｃ-Ｄ STS160特類 　☆☆☆☆12ｍｍ F レ野地板

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっきレ座付きボルトM16

GPL,BPL SS400

５．木材の加工（６）接着剤（接着接合）
　木質工事特記仕様書

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。
（１）刻み時の注意

使用箇所 備　考製品名
レ は適用項目を示すものとする。 （４）丸太・そま角１．一般事項 製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

【丸太・そま角】 （２）加工寸法の精度（１）適用範囲
本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

図面表示は仕上がり寸法である。 ※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

縦振動ヤング係数区分部　位木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。 等　級樹種名 下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

（２）設計図書 許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。材の品質を１等、２等、Ef150など測定した縦振動ヤング係数 ３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）（記入例）
３等、４等で示すで定められる区分で示す設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

　　　　　材種：□ （　　　　　　　　　　　　　　）　□ （　　　　　　　　　　　　　　）
（１）木材の防腐・防蟻処理（３）準拠する図書

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長
木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

2.2　接合具
　　　　□　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。 ・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）「公共建築木造工事標準仕様書 平成31年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修) 　　　保存処理材（性能区分）　 ：　K5　　K4　　K3　　K2　　K1 せん断用ボルト穴径　（ｄはボルト径）
めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター) 　　　AQ認証保存処理材：　１種　　２種　　３種

ｄ+1.0ｍｍ　　　　　　集成材　　： （ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）
「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) （１）くぎ、木ネジ 2・現場処理： 塗布、吹付、浸漬　（特記無き場合は、処理量：　　　　　　　、処理回数：2回）300 ml/m 　　　　　　接合金物等： ｄ+1.0ｍｍ （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。 使用箇所 頭部／胴部形状種　類 (㎜) 長さ(㎜)材　質 径 （注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。 ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ±0ｍｍ（dはドリフトピン･木栓径）
（４）設計図書の優先順位 皿頭網目付き 給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。 ドリフトピンの接合金物等の穴径：ｄ+1.0ｍｍ （dはドリフトピン径）(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16)JIS G 3532 SWM-NＮ釘 鉄 耐力壁、床板、屋根

/スムース設計図書の優先順位は下記による。 処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。） （３）表面仕上げ
JIS G 3532 SWM-N鉄ＣＮ釘 平頭フラット耐力壁、床板、屋根1.指示書（現場説明書及び質疑回答書）　2.設計図　3.特記仕様書　4.標準図 使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

□製材（　　　　　　　）　□集成材･LVL（　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　）ＺＮ釘 JIS G 3532 SWM-N鉄 平頭 フラット／バーブ補強金物（５）疑義
工場処理材使用部位 現場処理高耐久材 （４）面取り平頭フラット及び疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。 SUS304Ｓ釘 ステンレス JIS G 4309 耐力壁、床板、屋根 土台 □ （　　　　　） ■ □（　　　　　） ■　塗布K3網目付き/ｽﾑｰｽ 　□柱 　□梁：（　　　）　mm ：（　　　）　mm（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出 外周柱下部1ｍ ■　現場塗布K3□ （　　　　　） □ □（　　　　　）ＧＮ釘 JIS G 3532 SWM-N鉄 平頭フラット石膏ボード用 （５）加工状況の検査外周筋かい下部1ｍ K3 ■　現場塗布□ （　　　　　） □ □（　　　　　）工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

外周木質系面材耐力壁下部1ｍ ■　現場塗布K3□ （　　　　　） □ □（　　　　　） 　□立ち会い検査
（７）施工図及びプレカット図の提出

水周り K3□ （　　　　　） □ □ （　　　　　） □ （　　　　　） □外観検査　　□加工寸法検査
工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック その他 K3□ （　　　　　） □ □ （　　　　　） □ （　　　　　）

　□施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
使用箇所アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。 製品名 (㎜) 長さ(㎜)径

（２）土壌処理
（８）製作工場・プレカット工場の選定、承諾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ６．運搬・建方□防蟻薬剤による処理：薬剤（　設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を
　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等有した製作工場、プレカット工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。 （１）輸送計画
　以上の効力を有するものとする。

（９）プレカット部材の品質確保 製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し
□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　）

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。加工精度や加工効率の確保のため、プレカット工場の管理者は、(一社)中大規模木造プレカット □土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　）（３）ボルト、ナット、座金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　輸送計画書の提出　〔　技術協会の主催する講習会の修了者とする。 注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ　　ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。
（２）集積・保管（10）プレカット部材の瑕疵保証 　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

材　質種　類 (㎜) 防錆処理、使用箇所など長さ(㎜)径
主架構には、中大規模木造プレカット部材瑕疵保証、及び中大規模木造プレカットミス賠償 集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。強度区分4.6又は、 JIS B 1180 （３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。電気亜鉛めっき呼び径六角ボルト

鉄 4.8,4T以上に責任保険（ 運営：中大規模木造プレカット部材共済会 ）を付与された部材を推奨する。  JIS B 1181 降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に（　　　　　　　）
製品名（会社名）　部位有効径六角ボルト 塗り回数適合する炭素鋼JIS B 1051 よる割れが発生するため避ける。（11）各種試験・検査報告書の提出 全ネジボルト ステンレス JIS G 4303 SUS304 生地

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　集積場の確認　  施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

（３）建方計画
SS400 JIS G 3101 電気亜鉛めっき 　　□　建方計画書の提出　SNR400B,490Bレ  JIS G 3138は適用項目を示すものとする。２．材料の品質 鉄 （　　　　　　　）

アンカーボルト SWRM8～10 JIS G 3505 アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、
SWRCH8～10JIS G 3507-12.1　木質材料

レ 養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。は適用項目を示すものとする。４．材料品質の検査方法
ステンレス JIS G 4303 SUS304 生地（１）構造用製材

（４）施工時の安全性
本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。 （１）構造用製材

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは【構造用製材】 電気亜鉛めっきSPHC角座金 　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、鉄 JIS G 3131 柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力にSS400 （　　　　　　　）
部　位 樹種名 強度等級 乾燥処理 速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に丸座金

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。ステンレス JIS G 4303 SUS304 生地 基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則
　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。
（５）アンカーボルトの施工

検査項目・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。
・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。（単位：mm） 含水率測定 抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　） 全数
・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

8 10 12 16 20 24　　ボルト径 ヤング率測定 抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　） 全数座金の大きさ　　　　　 　行う。
引張を受けるボルト 厚さ 4.5 4.5 6 9 9 13 材種・等級の確認 抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　） 全数 ・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。
角座金の一辺 40 50 60 80 105 125 ・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。外観検査 抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　） 全数

背割りを行う部材の有無
丸座金の直径 45 60 70 90 120 140

（６）建方精度寸法検査 抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　） 全数有（背割りを行う場合は、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）
せん断を受けるボルト 厚さ 3.2 3.2 3.2 4.5 6 6

・建方の精度基準は下記による。　無 角座金の一辺 25 30 35 50 60 70 日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は□　 　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm　　□建物の倒れ　　
強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口 丸座金の直径 30 35 38 48 58 68 製造工場の認定書の写しを確認する。

　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
や接合部に欠点が当たらないように注意する。 含水率測定の時期は、監理者の指示による。　□　 　　：　□　e≦Ｌ／700+ 5mm　かつ　e≦15mm　　□梁の水平度　　　（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　□　 　　　（節点間のレベル差）　 □　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕材　質種　類 (㎜) 防錆処理、使用箇所など長さ(㎜)径

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL) ・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。 　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm　　□建物のわん曲　　 JIS G 3101 SS400 電気亜鉛めっき
本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。 ・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験はSWRM8～12 JIS G 3505 　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕ドリフトピン 鉄 （　　　　　　　）

S10C JIS G 4051 　公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は【構造用集成材・LVL】 　　□柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置
強度区分4.6 JIS B 1180 電気亜鉛めっき 　全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。 ラグスクリュー 　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　： 　□□±3mm以下　又は、4.8 〔　　　　　〕 JIS B 1051鉄 （　　　　　　　）

（コーチボルト） ・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用ホルムアルデヒド SS400 JIS G 3101品　名 強度等級 　　　　　通り芯からの誤差　 ：　□±3mm以下 　　□ 〔　　　　　〕
部　位 樹種名 材面の品質 使用環境

（LVLの場合は区分） （LVLの場合は曲げ性能） 　する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。放　散　量 　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm堅木（樹種：　　　　　　）木栓 　　　　　階高
・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。 □ 〔　　　　　　 　　　　 　　〕

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下 ・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。
・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等先端は、3～5mm程度面取りすること。
（７）施工状況の検査

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である（５）接合金物、鋼材（参考） □　アンカーボルト施工時の立会い検査
ことを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証明書

短期許容接合耐力種　類 メーカー等 防錆処理、使用箇所など品　名 　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　施工者自主検査記録の提出〔　
で確認すること。

□　地組み時の立会い検査筋かい耐力壁の
（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

接合部 　　　　　　　　　　　　　　　　〕（３）接合具 　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　
本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード及び

□　建方時の立会い検査・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さMDF等の日本工業規格に準拠する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　施工者自主検査記録の提出〔　製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

柱頭・柱脚接合部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕□　建方後の施工状況の検査・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。
　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。ホルムアルデヒド強度等級 板面の品質 接着の程度

部　位 寸　法 □　最終確認また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。（OSBの場合は曲げ性能） （注1） （構造用合板の場合に記入） 放　散　量
横架材接合部 　　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

（４）接合金物
　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

垂木金物 ・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状
　　速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

垂木金物 製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。 　　　　　　　　　　　　　　　　〕　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　
・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。鋼材

注1.　構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D
鋼材OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が平滑であること。

注2.　特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)

　☆☆☆☆　　柱 ２種 F唐松 120*120

レ

集成材

（JAS材以外）レ

スギKD

E95  - F270

E95  - F270

レ 8.0

（２）木質構造用ビス

嵩上げ土台　（木材同士の引き寄せ）

木質工事特記仕様書
2
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

Non

R6

木造軸組接合部標準図（１）
3

引張金物専用(25kNまで）

　確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる

Ｊ型アンカーボルトを用いる場合は、360 mm 以上とする。その他の 

引張金物専用アンカーボルトの呼び径は、M16以上とする。

-3.その他；    上記以外では、2.0m以内の間隔で設ける。

a).引張金物専用アンカーボルトの径

（２）引張金物専用アンカーボルト

b).引張金物専用アンカーボルトの基礎への埋込み長さ

引張金物専用のアンカーボルトの基礎コンクリートへの埋込み長さは、

200 程度

アンカーボルト

土台

女木

2
0
0
 
程

度

土台

アンカーボルト

又は柱芯

△ 通り芯,

200 程度

土台

(見下げ)(見下げ)

男木

(柱勝ち収まり等)仕口の場合 土台切れの場合

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

【 Ｚマーク表示金物 】

【 Ｄマーク表示金物 】

【 Ｓマーク表示金物 】

   位置(柱芯より200mm内外)とする。

   耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部は、その両端の柱の下部に近接した

-1.耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部；

主要構造部に使用する木材・木質材料の品質については特記仕様書で指定する。

（１）木材及び木質材料

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（１）

設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答

工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

１．一般事項

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。

また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる

場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。

書を含む）をいう。

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

2．設計図

3．特記仕様書

4．本標準図

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理

方法について協議する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ

自主管理能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

本標準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

・継手仕口による在来工法

本標準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

本標準図で扱う一般的な在来プレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

これらを超える場合は、一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の

加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

・梁:部材断面が幅90㎜～150㎜、梁成が幅と同寸～450㎜、及び材長６ｍ以下

・柱:90角～150角の正方形断面、長さ6ｍ以下

（１）適用範囲

（２）設計図書

（３）準拠する図書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

（10）接合工法

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

プレカット図を施工図と位置づける。

接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（11）加工部材に関する留意事項

３．アンカーボルト

※共通事項

・アンカーボルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

（１）土台固定用アンカーボルト

主要構造部に使用するくぎはJIS A 5508で規定される鉄丸くぎ（N釘）または

太め鉄丸くぎ（CN釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ（ZN釘）または

ステンレス鋼釘（S釘）またはせっこうボード用くぎ（GN釘）を用いる。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとし、造作用のビス（コーススレッド等）を用いてはならない。

使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

（２）接合具

a)くぎ

b)木質構造用ビス

c)ボルト・ナット・座金

（３）接合金物

d)ドリフトピン・ラグスクリュー

b)製作金物b)製作金物

a)規格金物

e)木栓・木ダボ

防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。

製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、

使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

・公益財団法人日本住宅･木材技術センターによる規格に準じた金物；

Ｚマーク表示金物 、又は Ｃマーク表示金物　

・性能認定金物；Ｓマーク表示金物

・同等認定金物；Ｄマーク表示金物

・JIS A 5531；木構造用金物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。

書で指定する。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様

４．接合一般

a).アンカーボルトの埋設位置； アンカーボルトの埋設位置は以下による。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（ ※全て最新版による。）

（１）釘接合

-2.土台切れの端部及び、土台の継手仕口；

   土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の端部に設ける。

   当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

（４）接着剤

（５）防腐防蟻処理及び耐候処理

２．材料

・釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

　だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。

・面材表面に対し、釘頭がめり込んではならない。

・木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

※ 先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。

（２）木質構造用ビス接合

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～ 75 ％

・木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

上記以外の樹種 ・・・・・・呼び径の 40～ 70 ％

・締付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

　ことを確認する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを

（３）ボルト接合

・ボルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない。

　　は特記仕様書で指定する。

　　※ ボルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について

主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。

節・目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

樹種・径等については、特記仕様書で指定する。

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価

機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として

使用できる。

特記仕様書及び設計図による。

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

　2) 主要構造部に使用するボルト・ナットのねじはJISB0205に示すメートル並目

　　ねじとし、構造上主要な部分にはM12以上を用いる。

　3) ボルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合には適切な寸法

　　と厚みのある座金を用いる。

土台及び外壁の地盤面から1ｍ以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行う。

建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による。

　1) 主要構造部に使用するボルト及びナットについては以下による。

・公益財団法人日本住宅・木材技術センター規格に準じた金物に使用するボルト

　及びナット

・ボルトはJIS B 1051 ,ナットはJIS B 1052 に規定される機械的性質を満たす

炭素鋼

・上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績

書を取得して、耐力が明示された金物に使用するボルト及びナット

原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入

しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む

場合はこの限りではない。

200 程度

アンカーボルト

土台

柱

200 程度

≧
 
3
6
0

土台

アンカーボルト

△ 基礎天端

≧
 
2
5
0

(見下げ)

※

※

　 埋込み長さ ≧ 360 mm

　 Ｍ16以上

アンカーボルト

　場合の必要埋込み長さを示す.

男木 女木

女木男木

土台

継手の場合

アンカーボルト

≧
 
2
5
0 70 程度 △ 基礎天端

(見下げ)

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

※

　場合の必要埋込み長さを示す.

アンカーボルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

　タイプのものについては、メーカーの使用条件による。

　ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のボルトで、設計図書で指定する部位のもの

　については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

　していることを確認する。

・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

（４）ラグスクリュー接合

・締付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～ 75 ％

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

※ 先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・ラグスクリューの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

　行う。ハンマー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。

（５）ドリフトピン接合

（６）木栓接合

・ドリフトピンは、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に

　用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・木栓は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に用いる

　ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・ドリフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

　が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

（７）グルードインロッド接合

・グルードインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して、

　樹脂接着剤等を注入・充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張

　によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い

　木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等

　を遵守して適正に行う。

・施工に際しては、孔に対しテーパーのある側を先端にして打込み、無理な打撃を

　加えてはならない。

上記以外の樹種 ・・・・・・・呼び径の 40～ 70 ％

・呼び径 M12以下；＋1.0mm

・呼び径 M16以上；＋1.5mm

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリューは、切削ネジタイプとし、転造

（※30kN　は特記による）

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
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承認印
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岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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（A3印刷：71％縮小）
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Non

R6

≧30≧30

θ≧11.3 °

・ 登り梁の場合

ホゾ孔

≦
5
0

ホゾ

ボルト

締付け

（※ 特殊加工機対応）

AB

B A

A

E

F

F

D

D

C

（１）共通事項及びキーフレーム

(見下げ)

※ 柱持たせの柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。

A 柱 -横架材仕口；一般部（土台共通)

横架材（土台,梁)

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（２）

30

30

B 柱 -横架材仕口；出隅部（土台共通)

57～59

57～59

ｈ
ｈ

≧35

ホゾ

ｈ
ｈ

ホゾホゾ

ｈ

85～88

≧35

ｈ
ｈ

ｈ
3
0

ホゾ

30

85～88

柱

横架材（土台,梁)

3
0

柱

横架材

※ 材せい150mm以下かつ、 上階から の柱や

≧
2
2

≧
7
0

柱

C 通柱―横架材仕口；胴差し C 通柱―横架材仕口；桁差し

直交梁を 受けないと き に用いる こ と 。

2
2
≧

横架材

H

≧15

大入れ

ホゾ

h
2

h
1

大入れ

ホゾ
ホゾ

≧22

≦
1
5
0

ホゾ

≧70

≧2222～27

30

h1 ＝ H-5 mm 程度 

5

※ 胴差し で 通し 柱に 取り 付く 方向は、 ２ 方向ま で と する 。

（見下げ） 小梁

h
2

h
1

≧10

大梁

h
1h
2

w1

B

小
梁

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

大梁
w1

1
8
≧

18≧
D 大梁－小梁仕口；蟻仕口

H

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

５．軸組標準接合部

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ）

G 梁－梁仕口；逆蟻仕口 ※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

　　柱持たせのおさまりとしなければならない。(下図参照)

小梁せいが大梁せいより大きい場合には、

※ 小梁せいが大梁せいより大きい場合；

※梁からこぼれないよう注意

（見下げ）

5 5

≧10

(
男

木
)

(男木)(女木)

(女木)

柱柱

大梁
w1

小梁

小
梁

B

w1

1
8
≧

18≧

大梁

H
2 h

6060 15

h

H1 ≧ H2
女木 男木

h ＝ H2×(2/3) 程度 

H
1 H
2

E 梁－梁継手；腰掛鎌継

※ 材せいは、女木(H1)≧男木(H2) 

とする。

男木女木

6060 15

梁

1/4以上確保すること。　(h≧H×1/4）

※ 甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、梁せいの

F 梁－甲乙梁仕口；大入れ

～ (B×1/4）※最大 ｂ＝15mm 

※ h ≧ H×1/4

H

h

甲
乙

梁

ｂ

（見下げ）

B

梁

ｂ

H

h

甲乙梁

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

w1

h
2 h
1 HH

h
2 h
1

女木

△ ※梁下端揃い

男木

18≧ ≧10

※ 斜め蟻の場合；

大梁

1
8
≧

小
梁 θ°

（見下げ）
※θ°≧ 26.6 

18≧

男木

※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H 梁－梁仕口；茶臼仕口

▽ ※梁上端揃い、かつ

　女木せい＜男木せいw1

H

h
2 h
1

女木

≧
6
0

h
2 h
1

≧10

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ） ホゾ

登り梁

陸梁

θ

（見下げ）

※棟束を挟まない場合

※木栓等

登
り
梁登

り
梁

陸梁

登り梁

締付けボルトホゾ
登り梁

※木栓等

（見下げ） 登り梁

θ

θ＝11.3°～45°

締付けボルト

θ

ホゾ

方杖

梁

(矢示)

θ

6～15

柱柱 まぐさ

6～15

Ｉ その他；まぐさ欠き

6
～

1
5

間
柱

間
柱

横架材

Ｊ その他；間柱欠き

横架材（土台,梁)

山形プレート等

（は）相当以上の接合金物

15程度15程度

（※直交材転び）

15程度

15程度 15程度

15程度

柱

(矢示)

（４）継手・仕口の補強金物

θ≦45°

※

≧
3
0

（※ 特殊加工機対応）

特殊加工機を用いることにより対応が可能な継手仕口の一例を、本節に示す。

柱柱柱

Ｎ 斜め柱差し大入れ Ｍ 斜め桁差し Ｌ 斜め胴差し 

大入れホゾ

横
架
材

横
架
材

横
架
材

大入れ

15程度

ホゾ

柱

横架材

柱

横架材横架材

ホゾ

ホゾ

大入れ

柱

大入れ

　 使用するコーナー金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

※ Ｌ,Ｍともに、柱梁の緊結には引きボルトの代わりにコーナー金物を横使いとする。

※ Ｌ,Ｍともに、梁幅が柱からこぼれない範囲で用い、柱断面を調整して使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口  (mm)

Ｋ その他；垂木欠き ※ 垂木下端に欠き込みを設けてはならない。

θ≦45°

※ 筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

Ｏ 登り胴差し

θ≧45°

柱

登
り
梁

大入れ

Ｒ 登り座付きホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

柱

登
り
梁

θ≧45°

締付け

ボルト

ホゾ

Ｐ 登り桁差し Ｑ 登り斜めホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

S 登り梁合掌部 T 登り梁合掌尻 

U 方杖－梁仕口 V 方杖－柱仕口 

W 渡り顎 X 登り梁渡り顎

8
5
～

8
8

≧
3
0

≧
3
0

≦50

方
杖

θ≧11.3 °

85～88

≦
5
0

締付けボルト

柱

≦50方杖

羽子板ボルト

≦180

57～60

短期基準引張耐力7.5kN以上

短冊金物 ビス又はボルト留め

ホゾ

（２）標準的な継手仕口  (mm)

両引きボルト
,角座金

5
7
～

6
0

締付けボルト

≦
5
0

θ≧11.3 °

≧30 ≧30

85～88

・孔深さ57～60

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

※平12建告1460号表3

　引抜力を計算し、引抜力以上の

（梁-梁 接合部）
・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　すること。

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（梁-梁 接合部）

　すること。

　引抜力を計算し、引抜力以上の

・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（小梁端部接合部）

・小梁端部接合においては、

　地震力によって外れ落ちる

　接合金物で緊結すること。

　以上の引張耐力を保有する

　ことのないよう、最低3.0kN

・耐力壁枠柱の柱脚・柱頭においては、耐力壁による引抜力を計算し、引抜力以上

　の耐力を保有する接合金物を使用すること。

・化粧おさまりの場合

θ≧45° θ≧45°

・上記以外の柱脚接合部には、5.1KN以上の引張耐力を保有する接合金物(平12建告

　1460号表３に対応する表符号の”は”相当以上)を使用すること。

h ；ホゾ長さ　■ 短ホゾ 45～ 60 mm

h ；ホゾ長さ　■ 短ホゾ 45～ 60 mm

木造軸組接合部標準図（２）
4

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
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Non

R6

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（３）

(注)  (単位)mm

A

B

ｱ

ｲ

2)各部仕口形状及び性能

3)構造用合板の釘打ち方法

C

中桟端部：まぐさ欠きに15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

D

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

を上回る耐力を有する金物を使用する

間柱端部：間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

横架材・柱：N50＠ 150㎜以下

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

A

2)各部仕口形状及び性能

B

C

ｱ

ｲ

3)構造用合板の釘打ち方法

中桟端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

間柱端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

D

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

を上回る耐力を有する金物を使用する

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

１

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

２ 柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜

４

５ 中桟: 幅 90㎜以上 ６

３ 高さ：H≦6000mm

１

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

２ 柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜

４

５ 中桟: 幅 90㎜以上

３ 高さ：H≦6000mm

受け材と柱はり:N90@300mm以下(両面構造用合板(又はOSB)張りの場合は@150以下）

両 面 張 り 耐 力 壁 出 隅 部 要 領 図

４
４

柱

１

１

１１

受け材の接合は ｂ. 　に準ずるｲ

ｂ .受 け 材 付 き 真 壁 仕 様 耐 力 壁
梁

土台

４ ４

ｱ

ｱ

ｱ

ｲ

A

A

6mm以上

150

15 15

３

H

B

1
50

1
50 1
5
0

15
0

150 150

ｲ１

１ １

５

C

D

４

150

ｱ

４

P２

ｴ

ｳ

ｴ

ａ .面 材 張 り大 壁 仕 様 耐 力 壁
梁

土台

A

A

３

４

ｱ

ｱ

H

150
以

下

3
00

300

以下

1
50

1
5
0

1
50

1
5
0

1
50

1
5
0

１C

４

ｱ

B

１

１
150

４

４

６ ６

６

６

６

５

２ P

ｲ

ｲ

ｴ ｴ ｳ

ｳ

ｳ

（ 両 面 張 り 壁 倍 率 ： 5.0倍 ）

（ 片 面 張 り 壁 倍 率 ： 2.5倍 ）

（ 両 面 張 り 壁 倍 率 ： 5.0倍 ）

（ 片 面 張 り 壁 倍 率 ： 2.5倍 ）

D

土台

A

桁

２

ア

５

P

ア詳細図

2-N75

両面釘打ち

１

３

F

A

H

2)各部仕口形状及び性能

A

B

C 必要耐力：1Pの場合→8kN以上、2Pの場合→16kN以上

D

ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する金物を使用する

筋かい端部: 突き付けの上 筋かいプレート(２倍用)を使用

各階の柱頭柱脚部:

中桟端部: 15mm大入れの上、必要耐力以上の金物を横向きに使用

梁端部在来仕口部補強金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする E 梁端部金物工法梁受け金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする

F 耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

イ詳細図

必要耐力

1Pの場合：8kN以上

2Pの場合：16kN以上

２

桁

土台

A

５

C
４

イ

C

P

15 15

１

１

５

３

H２

中桟端部補強金物

C

F

A

H

H１
15mm大入れ

中桟

筋 か い の 芯 は 、 柱 と 横 架 材 の 内 法 面 の 交 点 に あ わ せ る

柱 勝 ち

（ 在 来 工 法 ） （ 金物 工 法 ）

柱勝 ち

（ 在 来 工 法 ）

梁 勝 ち

D

D
E

A A A

梁 梁 梁 梁

A

４

５

１

２

３

1)各部材料および寸法

柱間隔:900㎜≦P≦2000㎜

筋かい：45mm× 90mm以上(節,目切れ等軽微なもの)

高さH≦3000mm：１段、　H＞3000mm：２段

間柱:幅30mm以上、間隔500mm以下 端部は上下横架材

の間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

H１及びH２は、H／2内外

ａ .筋 か い 耐 力 壁 ： 45× 90以 上

（ た す き 掛 け 壁 倍 率 ： 4.0倍 ）

（ 片 筋 か い 壁 倍 率 　 ： 2.0倍 ）

１ 段 の 場 合 （ H≦ 3000mm）

土 台 勝 ち

（ 在 来 、 金 物 工 法 共 通 ）

筋 か いプ レ ー ト の ビ ス と

梁 受 け金 物 が 干 渉 し な い

よ う に注 意 す る こ と

在来工法及び金物工法とも柱梁ビスどめタイプを基本とする

B B

B

B

柱 の 有 効 細 長 比 （ 断 面 の 最 小 二 次 率 半 径 に 対 す る 座 屈 長 さ の 比 ） は 、 150以 下 と す る こ と 。

面 材 張 り 耐 力 壁 の 面 材 に 対 す る 釘 頭 の め り 込 み は 、 2mmを 限 度 と す る 。 2mmを 超え る 場 合 は 隣 り 合 う 釘 と の 中 間 部 に 増 し 打 ち す る こ と 。

耐 力 壁 の 土 台 と 基 礎 と の 間 は 、 無 収 縮 モ ル タ ル 又 は 十 分 な 耐 久 力 を 持 つ ス ペ ー サ ー 材 を 挿 入 し 隙 間 を 埋 め る こ と 。

（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁（JIS A 3301標準仕様）：　短期許容せん断耐力⊿Qa＝ 29.6kN/m

本耐力壁を採用する場合は、設計図書に試験成績書を添付すること

１

２

３

1)各部材料

４

間隔：900㎜≦P≦1000㎜

５

６

７

８

高耐力壁の端部および合板継ぎ目部の柱：120㎜×120㎜以上

構造用合板継ぎ目部横つなぎ材：120㎜×120㎜以上

グリッド柱に取付く受け材：75㎜×120㎜以上

高さ：1800㎜≦H≦3650㎜

間柱：見付け45㎜以上、見込み120㎜以上、間隔Ｐ/3以下

ａ.条件及び仕様

７ ７

１ ４

７

150mm×150mm以上とする
主要鉛直構面の交点の柱(グリッド柱)は

（ １ ） 施 行 令 46条 に 準 じ た 耐 力 壁

６．耐力壁
6.1共通事項

6.2耐力壁の仕様

各 部 仕 口 形 状 は 、 （ ３ ） 高 耐 力 仕 様 構 造 用 合 板 張 り 耐 力 壁 を 除 き 、 木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図 （ ２ ） 5.軸 組 標 準 接 合 部 に 準 ず る 。

２ 段 の 場 合 （ 6000mm≧ H＞ 3000mm）

中桟:　幅：柱と同寸、成≧柱幅

２段の場合：6000mm≧ H＞ 3000mm

（ ２ ） 昭 56建 告 1100号 に 準 じ た 耐 力 壁

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

柱頭柱脚ホゾ:厚さ30㎜×深さ90㎜以上

2)各部仕口形状及び性能

A

B

間柱両端:横架材への溝加工及び15㎜程度大入れC

中桟端部ホゾ：

片側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ90㎜ホゾ差し

両側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ60㎜ホゾ差し

各階の柱頭柱脚部:

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト:

M16アンカーボルト耐力壁１P当り２本設ける

水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る

耐力の金物を使用する

3)各部への釘打及びビス止め

横架材・柱・受け材：N50＠ 60㎜チドリ打ち

間柱:N50＠ 90㎜打ち

構造用合板はたて張り、４周を釘打ちする

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｱ

ｲ

D

E

　を除き、柱及びはりに対するかかり寸法:60㎜以上ｲ

2階耐力壁合板を２階床大梁へ留め付ける場合かかり代:50㎜以上

柱はりのへり空き:25㎜以上

金物が干渉しへり空きが確保できない合板部分のへり空き:8㎜以上

を除き、合板に対するへり空き:15㎜以上ｵ

　の受け材とグリット柱:７

ｶ
ｲ

ｶ
ｵ

ｶ

ｳ

ｳｴｴ ｳ

柱

柱構造用合板

60以上

15以上25以上

60以上

15以上25以上

8以上

6
0

6
0 6
0

6
0

60

6015以上
50以上

ｱｱ

25以上
ｴ D

柱

ｶ
ｱ 柱

ｶ ｶ

ｳ

ｴ ｳ

ｱ

ｴ

ｱ

ｳ

ｶ ｶ
ｵ

ｱ

ｶ

ｳ

ｴ ｳ ｴ ｳ

一 般 部 補 強 金 物 付 近

構造用合板

土台

柱柱

土台

構造用合板

6
0

6
06
0

6
0

6
06
0

6
06
0

15以上
60

60

60以上

25以上
60以上

15以上
60以上

25以上 15以上

60以上

15以上25以上

60以上

15以上25以上

60

15以上 60
60以上

8以上

8以上

ｱ ｱ

25以上

ｴ

25以上
ｴ

ｵ

D

2階床大梁 2階床大梁

構造用合板

2階床大梁

D
柱

７

７

土台

柱

D

構造用合板

構造用合板

D

D

8以上

７

釘 打 ち 要 領 図

補 強 金 物 付 近

（ グ リ ッ ド 柱 部 ）

6.3その他の耐力壁

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

９

高耐力壁を用いる場合のグリッド柱：150mm× 150mm以上

小屋柱：120mm× 120mm以上

（グリッド柱：Ｘ方向とＹ方向の主要鉛直構面の交点の柱）

木質構造用ビスφ6、L130～ 150@100(2列 )で留め付ける

ｱ

A

１

１
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A

A

１

B

１

ｱ
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ｱ
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１
８

７

４ ５ ５

２

９

４

７

１

８

７

５

小屋柱、梁にN50@75

釘打ち

間柱にN50@200以下で

小屋耐力壁

構造用合板t＝12mm(両面)

面材：構造用合板　t=12㎜　両面張り

間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅60㎜以上） 間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅60㎜以上）

柱及びはりに対するかかり寸法:30㎜以上

合板に対するへり空き:15㎜以上

柱はりのへり空き:15㎜以上

受け材に対するかかり寸法:30㎜以上

合板に対するへり空き:15㎜以上

受け材のへり空き:15㎜以上

ｳ 中桟:N50＠ 150㎜以下 ｳ 受け材、中桟: N50＠ 150㎜以下ｴ 間柱:N50＠ 150㎜以下 ｴ 間柱:N50＠150㎜以下

※　枠止め用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝが取り付く場合は、N90＠チドリ150以下とする。

受け材: 幅 30㎜以上

木造軸組接合部標準図（３）
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

Non

R6

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜又は28㎜横架材に直張り

甲乙梁:90㎜×90㎜の正角材又は幅75㎜×成120㎜製材を平使い

大梁側面に取り付ける床受材:幅55㎜～75㎜×成120㎜の製材

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ15㎜×成60㎜

切り欠き甲乙梁は成60㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠ 75㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ6,L130～ 150

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠ 150㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

構造用合板はN75＠ 150㎜ロの字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする
立面図

2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

ロの字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、 1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜登梁及び母屋に直張り

母屋:幅120㎜×成120㎜の製材

　　 多雪区域(3級及び4級)の場合は幅120㎜×成150㎜の製材

軒先転び止め:幅105㎜×成300㎜の製材を用い,天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板:t=12㎜

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

3)各部への釘打及びビス止め

13.5kN/m仕様:構造用合板はN75＠ 75㎜ 4周 (ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

19.1kN/m仕様:構造用合板はN75＠ 50㎜ 4周 (ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ5,L150（頭部径φ12.5以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は，N50くぎを50 mmピッチの

大貫通孔:d≦ H/4かつ150㎜

小貫通孔:d≦ 30㎜ (隣り合う孔は3d以上離す)
部：小開口を設けることが縦小貫通孔:d≦b/6かつ30㎜

できる範囲穴径がL/2(50cm程度）接合金物用切り欠きライン
までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

水平方向の受材等は

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ 両端を軸組の柱に対して
　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する 斜めビス止め等で緊結する

穴径が12t以下かつ

L/6以下ならば補強不要

部：小開口を設けることが

できる範囲

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

　　　　　N75釘 4本 (表 2本と裏2本を千鳥配置)

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN50＠150㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に2-N75斜め釘止め
b:面材左右端まで10㎜

垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3)各部への釘打及びビス止め
c:軸材端まで（最小値）12.5㎜

構造用合板はN75＠ 150㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

（１）2階床水平構面の条件及び仕様

短 期 許 容 せ ん 断 耐 力
B14.1kN/m(注)  (単位)mm

7.1共通事項

・ 各 部 仕 口 形 状 は 、 （ ３ ） 高 耐 力 仕 様 屋 根 ・ 床 水 平 構 面 を 除 き 、 木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図 （ 2） 5.軸 組 標 準 接 合 部 に 準 ず る 。

・ 木 造 軸 組 み 工 法 住 宅 の 許 容 応 力 度 設 計 （ 2008年 ） の 詳細 計 算 法 に よ る 水 平 構 面 に つ い て は 、 同 書 の 規 定 に 準 拠 す る こ と と し 、 釘 ピ ッ チ 配 列 等 の 仕 様 に つ い て は 設 計 図 に よ る 。

・ 指 定 性 能 評 価 機 関 ま た は そ れ に 準 じ る 公 共 の 評 価 機 関 で 成 績 書 を 取 得 し て 耐 力 が 明 示 さ れ た 水 平 構 面 に つ い て は 試 験 成 績 書 の 仕 様 に 準 拠 す る こ と と する 。

7.2水平構面の仕様

（ １ ） 木 造 軸 組 工 法 住 宅 の 許 容 応 力 度 設 計 に 準 じ た 床 構 面

（ a） 日 の 字 釘 打 ち （ b） ロ の 字 釘 打 ち
C

短 期 許 容 せ ん 断 耐 力 短 期 許 容 せ ん 断 耐 力
7.84kN/m 3.53kN/m

ｱ D

ｲｱ
ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短 期 許 容 せ ん 断 耐力

A
13.5kN/m（ 合 板 釘 ピ ッ チ 75㎜ ）
19.1kN/m（ 合 板 釘 ピ ッ チ 50㎜ ）

B

認 定 仕 様 例 示 ） 日 合 連 （ JPMA） 仕 様 耐 力 壁 -床 勝 納 ま り告 示 耐 力 壁 -床 納 ま り
AA大 壁 合 板 耐 力壁 -床 構 面 真 壁 合 板 耐 力 壁 -床 構 面 筋 違 耐 力 壁 -床構 面 大 壁 合 板 耐 力 壁 -床 勝 真 壁 合 板 耐 力 壁 -床 勝

（ 筋 違 勝 ） 認 定 番 号 ： FRM-0298認 定 番 号 ： FRM-0296（ 壁 勝 ） （ 壁 勝 ）
ｱ

Cｲ ｱ

ｳ

ｲ

8.1　梁貫通孔の条件及び仕様
（ ２ ） 木 造 軸 組 工 法 住 宅 の 許 容 応 力度 設 計 に 準 じ た 屋 根 構 面

ひ ね り 金 物
（ a） 登 梁 -厚 合 板 （ b） 垂 木 -合 板
短 期 許 容 せ ん 断 耐 力 短 期 許 容 せ ん 断 耐 力
7.84kN/m(勾 配 面 に 対 し て） 1.96kN/m(勾 配面 に 対 し て )
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1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼

甲乙梁:幅45㎜以上×せい45㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔1000㎜以下

2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ　N75　 1本斜め打ち

剛性・耐力に影響しない
面材耐力壁の小開口の設け方

面材厚:t

1)各部材料および寸法 1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼 面材：構造用合板t=9㎜～15㎜ (横置） 面材短辺寸法:L

登梁：幅105㎜以上×せい105㎜以上　間隔1000㎜以下 垂木：幅45㎜以上×せい45㎜～90㎜＠500㎜以下

甲乙梁：幅45㎜以上×せい45㎜以上　間隔1000㎜以下 小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上

小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上 (端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 斜め打ち
(端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 転び止め：45㎜×60㎜程度

＠(垂木ピッチ）

a2)各部仕口形状及び性能 2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋ピッチ:1000㎜以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する

e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a:面材上下端まで10㎜

の上面に対してN75釘 2本打ち

A
A

AA

ABA

B
ABA

D

A
A

C B

B A
A

7.3　 JISA3301仕様高耐力水平構面

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（４）

７．水平構面

撓み等に注意する事

８．貫通孔
8.2　耐力壁貫通孔

(1)小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)

※壁倍率7倍までの孔開けルール
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（2）高耐力仕様合板貼耐力壁（JISA3301標準仕様） b
※壁倍率7倍を超える場合の孔開けルール（JISA3301仕様） H

/
3

柱柱
a)貫通孔基準 5

0

中桟a 小貫通孔(d≦ 30㎜ )

5
0

梁の側面に小貫通孔を 1区画につき1か所までなら補強不要 50 50設けることのできる範囲 c
b 小貫通孔×3(外接円の径d≦240㎜ )

四周を補強受材で補強 d
面材1枚につき1か所のみ可

間柱
垂直補強受け材c 大貫通孔(d≦ 240㎜ )

水平補強受け材四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可 e
梁の上下面に小貫通孔を b)釘打ち及び断面

d≦
240㎜

以
下

設けることのできる範囲 d 合板から補強受材へN50@90㎜で釘打ち
（大貫通孔は不可） 5

0

補強受材は間柱と同寸以上の断面
横架材

e 補強受け材の留め付けは斜めビス2本止め

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ50以上）1本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事
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：面材

国 産 構 造 用 合 板 耐 力 壁

※ 日 本 合 板 工 業 組 合連 合 会 HP参 照

http://www.jpma.jp/nintei2/

CN50　 釘

外 周 100mm以 下

中 通 り 200mm以 下

継 手 目 地 　 1mm程 度

合 板 の 厚 み 12㎜

認 定 番 号 ： FRM-0415

大 壁 仕 様

壁 倍 率 　 3.1

大 壁 床 勝 仕 様

認 定 番 号 ： FRM-0336

壁 倍 率 　 3.2
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15
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℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

Non

R6

7

木造軸組接合部標準図 金物工法　ＴＥＣ-ＯＮＥ　テックワン（タツミ）（１）

Ｃ･Ｄ:中柱・隅角(GP-95) Ｃ･Ｄ:中柱(PBC-27･49) Ｆ･Ｇ:柱-梁・梁-梁(TH-45)Ｈ:土台-大引(GDS-10BF) Ｊ･Ｌ:梁-登り梁(GUD-180) Ｋ:登り梁-母屋キープラン
ＬＮ 告示　平12建告1460号（と）相当 梁受金物2段使い （120/150） 梁成 180～210 mm

梁成 450～480 mm 勾配４～１０寸
※４寸未満はＴＨにて対応

1
0
5

Ｍ
105 120

ＡＢ 5
0

7
0

7
0Ｋ

7
0

ねこ土台 タツ転がし
ｔ=20以上1

2
0

150

１０ＧＦ ＪＤ Ｃ ４

Ｃ･Ｄ:中柱･隅角(GP-140) Ｅ:柱継部(HDP-CC) 
Ｅ

告示　平12建告1460号（と）相当

隅木(TP・TP+・KP)

　先行ピン

Ｆ･Ｇ:柱-梁･梁-梁(TH-51) Ｊ･Ｌ:梁-登り梁(GUD-180) TPＡ ＨＢ Ｉ
梁受金物２段使い 梁成 240～300 mm
梁成 510～540 mm 勾配４～１０寸 KP

1
05

　後施工ピン
※共通事項； 表中に示すアンカーボルト・座金等によらない場合は、同等のものを使用すること. 105

5
0

棟木Ｍ･Ｎ:柱-登り梁(GUD-180) Ａ:中柱(GP-95) Ａ:中柱(HDP-15) Ｂ:柱脚部(HDCⅢ-L) Ｃ･Ｄ:中柱(GP-190) Ｆ･Ｇ:柱-梁・梁-梁(TH-10) 
隅 木

7
0

告示　平12建告1460号（い～は）相当 告示　平12建告1460号（と）相当 告示　平12建告1460号（ぬ超え）相当 梁成 105～150 mm 梁成 180～210 mm
束

7
0

〈一般部〉1-M12 ＋ 40角座金　とする。 2-M12 ＋ 60角座金 1-M16 ＋ 付属品座金　とする。 勾配４～１０寸

7
0 ※４寸未満はＴＨにて対応2-M12 ＋ ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝﾜｯｼｬｰ

母屋2-M16 ＋ 54角座金　のうちのいずれか

1
2
0

1
0
5

とする。
１０

7
0柱芯から

105柱芯から

柱芯から
束200内外

１０200
内外

200
内外

TP+柱芯から

200
内外

１０
４柱芯から

200
内外

水平斜め梁(BAP-180･240) 
斜め梁角度：３０・４５・６０°
梁成 180～240 mm

Ａ:中柱(GP-95) Ａ:中柱(HDP-20) Ｂ:柱脚部(PBH-63) Ｃ･Ｄ:中柱(GP-235) Ｆ･Ｇ:柱-梁･梁-梁(TH-18) Ｆ･Ｇ:柱-梁･梁-梁(TH-57) Ｍ･Ｎ:柱-登り梁(GUD-180) Ｊ･Ｌ:梁-登り梁(GUD-240) 
告示　平12建告1460号（に・ほ）相当 告示　平12建告1460号（ち）相当 告示　平12建告1460号（ぬ超え）相当 梁成 180～210 mm 梁受金物２段使い 梁成 240～300 mm 梁成 180～210 mm
〈一般部〉2-M12 ＋ 40角座金　とする。 2-M16 ＋ ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝﾜｯｼｬｰ 2-M16 ＋ 付属品座金　とする。 梁成 570～630 mm 勾配４～１０寸 勾配４～１０寸

2-M16 ＋ 80角座金(25.5kN) ※４寸未満はＴＨにて対応
2-M16 ＋ 54角座金(23.4kN)　のうちの

10
5

いずれかとする。 10
5

柱芯から

柱芯から
105 105

200
内外

200
内外

5
0

5
0 １０

柱芯から

7
0柱芯から

7
0

１０200
内外

200
内外

斜め梁：３０° 斜め梁：６０°

7
0

7
0

1
2
0

7
0

１０
４

70

Ａ:中柱(HDP-10) Ｂ:隅角部(GP-95･HDP-10/15/20) Ｂ:柱頭部(HMP-140) Ｃ･Ｄ:中柱(HDP-10･15) Ｆ･Ｇ:柱-梁･梁-梁(TH-24) Ｍ･Ｎ:柱-登り梁(GUD-240) 斜め梁：４５°
告示　平12建告1460号（い～へ）相当 告示　平12建告1460号（い・ろ）相当 梁成 240～300 mm 梁成 240～300 mm
2-M12 ＋ 40角座金 〈隅角部〉2-M12 ＋ 40角座金（7.5kN） 勾配４～１０寸
2-M12 ＋ ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝﾜｯｼｬｰ 　　　　2-M16 ＋ HDW-M16（9.2kN/17.6kN） ※４寸未満はＴＨにて対応
2-M16 ＋ 54角座金　のうちのいずれか とする。
とする。 1

0
5

柱芯から
柱芯から

105200内外
200

内外
柱芯から

200
内外

5
0 Ｊ･Ｌ:梁-登り梁(GUD-240) 平柱用柱脚金物(BS3ｺﾈｸﾄ) Ｆ･Ｇ:柱-梁･梁-梁(TH-66) １０柱芯から

４7
0200

内外

梁受金物２段使い 梁成 240～300 mm 対応柱幅 240 mm

7
0 梁成 660 mm～ 勾配４～１０寸 平柱

せん断応力 せん断応力
大 小

M12ボルト L=30mm

1
2
0

M12スプリングワッシャー50 70 70 50
120

φ12ドリフトピン M12ナット

5
0Ａ:中柱(HLP-10) Ｂ:柱脚部(HDCⅢ-S) Ｂ:柱頭部(HMP-260) Ｃ･Ｄ:中柱(HDP-20･15) Ｆ･Ｇ:柱-梁･梁-梁(TH-33) Ｍ･Ｎ:柱-登り梁(GUD-240) 

7
0

告示　平12建告1460号（はorへ）相当 告示　平12建告1460号（り）相当 梁成 330～420 mm 梁成 240～300 mm 7
5

7
02-M12 ＋ 40角座金 1-M16 ＋ 付属品座金　とする。 勾配４～１０寸

※BS3の設置向きは構造図による.

1
0
5

2-M12 ＋ ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝﾜｯｼｬｰ 7
0 ▽基礎天端均し 　→応力が大きく生じる方向に対して

　　TH-24がノーマル方向（純せん断耐力2-M16 ＋ 54角座金　のうちいずれか
　　が発揮される方向）とすること1

2
0

10
5

とする。 柱芯から柱芯から

200内外
柱芯から

１０7
0

アンカーボルト位置105200
内外

200
内外

M16ナット（ダブルナット）１０705
0

240 φ21柱芯から
M16用専用座金１０7

0 60 120 607
0

200
内外

（t6×φ40）

5
2
.
5

１０

70

45
～

5
5

▽基礎天端均し

1
0
5

7
0

平柱 2-M16アンカーボルト2.5 2.5M16

5
2
.
5

φ21
※アンカーボルトの出量は※アンカーボルトの
　基礎天端均しより45～55mm　許容寸法±2.5mm
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　納まり例（１階柱脚部 ）

< TH-10 > < TH-18 >

< TH-24 > < TH-33 >

< GJ-10 >

< GP-95(+)>

< HMP-260 >

< HDP-20 >

< HDCⅢ-S105/120 >

< HDCⅢ-L105/120 >

< BPC-27･49(T/+) >

< PBH-63 >

< BAP-180 30R > < BAP-180 45R >

< BAP-180 60R >

< 丸座金SW付 >

< MB >

< MZ >

< DP >

M12

M12

< NS >

< HDW-W16/12 >

< 角座金 >

< GP-235 >

< HDP-10(+)>

< GP-190 >

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

< 偏心座金 >

< ワッシャー >

< DP(S45C) >

付属品

M16(Z) M16(Z) M16(Z)

付属品 付属品 付属品

< GP-95(+)>

< HDW-W12 >

< DP >

< GP-95 >

< HDW-N12 >

410mm以上 410mm以上 410mm以上

< 角座金 40 >

200
200200 200

2
0
0

短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

M12(Z)

250mm以上

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

M12(Z)

250mm以上

A.Bolt

座金

埋込長

< M12ﾅｯﾄ(S45C) >

< 偏心座金 >

< ワッシャー >

< DP(S45C) > 付属品 付属品 付属品

< HDP-10>

< DP >

< HDW-W16/12 >

< HDP-10(+)>

< HDW-N16/12 >

M16(Z)

HWD-M16 HWD-M12

360mm以上

M16[4.8] M16[4.8] M16[4.8]

570mm以上 570mm以上 570mm以上

角座金 40

< 角座金 40 > 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力
10.6 / 13.0

200
200200 200

2
0
0

付属品

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

M12(Z)

250mm以上

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

2-M16(Z)2-M16(Z) 2-M16(Z)

付属品 付属品 付属品

530mm以上 530mm以上 530mm以上

25 35

3
5

2
5

25 35

3
5

2
5

35

3
5

2
5

付属品

HDW-W16/12
角座金 54

< DP >

< HDP-15 >

< HDW-W16/12 >< HDW-N16/12 >

200
200200 200

2
0
0

短期基準耐力短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力短期基準耐力

　<中柱> 　<隅柱> 　<隅角部>

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

A.Bolt

座金

埋込長

< HDP-20 >

< DP >

< HDW-W16 > < HDW-N16 >

M16(Z) M16(Z) M16(Z)

HWD-M16 HWD-M16

360mm以上 360mm以上 360mm以上

角座金 54
HDW-W16

短期基準耐力 短期基準耐力 短期基準耐力

200200 200 200

2
0
0

形状 種類・記号種類・記号

< GUD 180 >

< GUD-240 >

< ワッシャー >

< DP(S45C) >

※ 表中(Z)：Zマーク表示品アンカーボルト

　　　梁成：105～150

　　　土台継手用

　　　ホゾパイプ

　　　パイプ柱脚金物

　　梁成：180～210
　　勾配：4～10寸

　　梁成：180　水平角30度

　　梁成：180　水平角45度

　　梁成：180　水平角60度

　　梁成：240　水平角30度

　　梁成：240　水平角45度

　　梁成：240　水平角60度

　　梁成：240～300
　　勾配：4～10寸

　　　パイプ柱脚金物

　　　スリット柱頭柱脚金物

　　　スリット柱脚金物

　　　梁成：180～210

　　　梁成：240～300

　　　梁成：330～420

　　　ホゾパイプ

　　　ホゾパイプ

　　　ホゾパイプ

　　　ホゾパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　ホールダウンパイプ

　　　柱持たせパイプ

　　　柱持たせパイプ

　　　柱継ぎパイプ

　　　ドリフトピン

　　　丸座軸太ボルト

　　　M12中ボルト

　　Ｗ4.5×40/Ｗ6.0×54

　　ﾊﾟｸﾄﾅｯﾄ M12

　　Ｗ6×φ67

　　Ｗ4.5×φ45

　　Ｗ4.5×φ45

GP-95 / GP-95(+)

9.2 / 9.0

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝﾜｯｼｬｰ ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝﾜｯｼｬｰ

HDP-10/HDP-10(+)

< 角座金 54 >

23.4～25.5 13.5 17.5

16.9

7.6 10.5

6.68.1 28.5 28.5 28.5

39.6 39.6 39.6

63.4 63.4 63.4

< HDCⅢ-S105/120 >

< MZ (高力ボルト) >
< M12ﾅｯﾄ(S45C) >

< MZ (高力ボルト) >

< HDCⅢ-L105/120 >

< PBH-63 >

< アジャスター座金 >

　GP-95，GP-95(+)　柱：杉ＫＤ　横架材：米ツガＫＤ

　

　HDP-10，HDP-10(+)　柱：杉ＫＤ　横架材：米ツガＫＤ

　HDP-15　柱：杉ＫＤ　横架材：米ツガＫＤ

　HDP-20　柱：杉ＫＤ　横架材：米ツガＫＤ

　PBH-63　　スプルース同一等級構成集成材　E95-F315

　HDCⅢ-L　　スプルース同一等級構成集成材　E95-F315

　HDCⅢ-S　　スプルース同一等級構成集成材　E95-F315

木造軸組接合部標準図 金物工法　ＴＥＣ-ＯＮＥ　テックワン（タツミ）（２）

< GP-95 >

< GP-140 >

< HDP-CC >

< HDP-10>

< HDP-15 >

< HMP-140 >

■試験時使用樹種以上を使用可能推奨樹種としております。

木造軸組接合部標準図（６）
8

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

TH-10

TH-18

TH-24

TH-33

GJ-10Ⅱ

GP-95

GP-95(+)

GP-140

GP-190

GP-235

HDP-10

HDP-10(+)

HDP-15

HDP-20

HDP-CC

HMP-140

HMP-260

PBH-63

PBC-27･49(T/+)

HDCⅢ-L105/120

HDCⅢ-S105/120

GUD-180

GUD-240

BAP-180 30L/R

BAP-180 45L/R

BAP-180 60L/R

BAP-240 30L/R

BAP-240 45L/R

BAP-240 60L/R

角座金

NS

HDW-M16/M12

丸座金SW付

丸座金

MB

MZ

DP

　　ＨＰ：ハウスプラス確認検査㈱
　　建試：(一財)建材試験センター
　　社内：㈱タツミ社内試験

■試験耐力値は材幅105mm以上を基本としておりますが、材幅90mmの耐力値も一部別途ございます。

■試験機関について

　　住木：(公財)日本住宅・木材技術センター

　（樹種別の耐力は別途カタログ参照）
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

Non

R6

開口

D10

(1)

に よ っ て 切 ら れ る 鉄 筋 と 同 量 の 鉄 筋 で 周 囲 を 補 強 し 、 隅 角 部 に 斜

(別 図 -5.3(a))

n

n

Ｌ

Ｌ

Ｌ

本

本

n

n

（ 　  /２ )本

（ 　  /２ )本

め 方 向 に 2-D10（ 　 =2Ｌ  ） シ ン グ ル を 上 下 筋 の 内 側 に 配 筋 す る 。1

2

1

(2)

1

1

2

1

Ｌ1 1

ス ラ ブ 開 口 部 の 補 強 は 、 特 記 に よ る 。 特 記 が な け れ ば 下 記 に よ る 。(a)

ス ラ ブ 開 口 部 の 最 大 径 が 700㎜ 以 下 の 場 合 は 、 図 9.8 に よ り 開 口

ス ラ ブ 開 口 の 最 大 径 が 両 方 向 の 配 筋 間 隔 以 下 で 、 鉄 筋 を 緩 や か に

図 ９ .８ （ 別 図 -図 5.8）

曲 げ る こ と に よ り 、 開 口 部 を 避 け て 配 筋 で き る 場 合 は 、 補 強 を 省

略 す る こ と が で き る 。

5. 床

スラブ開口部の補強

主筋

▼基礎天端

主筋

補強筋（同主筋）

40ｄ 40ｄ

40
0

40
0

斜め補強筋D10

40ｄ

補強筋（同主筋）

定着長さ　40ｄ以上

開口補強詳細図

床スラブ

かつ
以上

－スラブ下端筋に溶接金網を配した場合－

溶接金網の縦筋と等量断面の異形鉄筋

鉄筋コンクリート造配筋基準図

1. 一般共通事項

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

鉄筋の表示記号

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

(1)

(2)

呼び名

表示記号

最外径

D22 D25 D29D10 D13 D16 D19

11 14 18 21 25 28 33

2. 鉄筋加工、かぶり

(1) 鉄筋のかぶり厚さ

一般の場合1

か　ぶ　り　厚　さ
構　造　部　位 かぶり厚さ

一　般 土（常時水）に接する部分

床スラブ、屋根ス 屋内 30
※１ラブ、非耐震壁 屋外 40 30

50
屋内 40

柱、はり、耐震壁
※１屋外 50 40

かぶり厚さ基礎、基礎ばり、耐圧板 70

※２
地下外壁、擁壁 50 40 70 かぶり厚さ

50煙突 50

　　　　※１．耐久性上有効な仕上げのある場合で、係員の承認を受けた時。

　　　　※２．コンクリ－トの品質および施工方法に応じて、係員の承認を受けた時。

　　　　　注）最小かぶり厚さは、上表の値－１０㎜とする。

　　　１）　主筋にＤ２９以上の異形鉄筋を使用する場合の最小かぶり厚さは主筋外端より

　　　　　　１．５ｄ以上とする。

　　　　　　ただし土に接する部分は１．５ｄ＋２０以上とする。

　　　２）　床スラブのコンクリ－ト仕上げ部分（床スラブの上面を、コンクリ－トのまま

　　　　　　直接コテなどで仕上げる場合）の打増しは下記による。

打増し１５
そのまま床仕上げとなる場合

ａ

敷物、張物などの下地の場合 ａ； 仕上げ材料の厚さを含めて１５とする。
ただし、打増し寸法１０以上となる場合に
適用する。

打増し１０防水層下地の場合

(2) 鉄筋の折曲げ基準

端部（フック形状）
1

(D) (I)曲げ角度 図 内径 余長鉄筋の種類 備　　考

D16以下 柱及び梁SD295A(SD30A)
3d 以上 （基礎梁を除く）SD295B(SD30B)

*D19~D38 の出隅部分SD345 (SD35)d
4 以上d180ﾟ 4 以上d 煙突の主筋D

I SD390 (SD40) d5 以上

以下D16 フープSD295A(SD30A)
3 以上d スターラップSD295B(SD30B)

D D19~D38d SD345 (SD35) 6 以上d4 以上d 壁筋端部等に135ﾟ
使用の D10,D13※１I SD390 (SD40) d5 以上 4 以上d

以下D16SD295A(SD30A) Ｕ字形3 以上d スターラップのSD295B(SD30B)
D19~D38 キャップタイd SD345 (SD35) 8 以上d4 以上d 幅止め筋90ﾟ

※１D スラブ筋．壁筋I
4 以上dSD390 (SD40) d の末端部5 以上

ｄ：呼び名に用いた数置

片持スラブの上端筋の先端、壁の自由端に用いる鉄筋の数値※１

※２柱、梁の出隅部分とは、下記の場合をいう。

SD295A・B、SD345およびSD390の鉄筋でかつ径がD13以下で

以上の直交筋があり、あって、端部の折曲げ内部にD13 3dでの

折曲げが困難な場合には、 とする承認を係員より得る。2d

中間部（ベンド形状）3

曲げ角度 図 使用箇所 鉄筋の種類 鉄　筋　径 内　径(D)

3d 以上以下D16フープ SD295A(SD30A)d
スターラップ SD295B(SD30B)
スパイラル筋 SD345 (SD35)

4d 以上以上D19
D

以下D16 4d 以上d SD295A(SD30A)
スラブ筋 SD295B(SD30B)90 以下 D19 D25~ 6d 以上
壁　筋 SD345 (SD35)

SD390 (SD40) D38D29 ~ 8d 以上D

(3) 鉄筋の最小間隔とあき P

鉄筋相互のあきは下記のうち最大のものとする。

a =251) ㎜
a =1.25ｘ粗骨材最大寸法2)
a =1.5 （　：鉄筋の呼び名の数値）3) d d

（　　：最外径）鉄筋の間隔 P=a+D1 D1 a D1D1

あきの最小値――粗骨材最大寸法２５の場合を示し（　）内は２０の場合を示す。

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29呼び名

31 31 31 31
あきの最小値 33 38 44

(25) (25) (25) (29)

(4) 鉄筋の継手基準

1 (D10~D16)重ね継手

1 1 1L L L
1L0.5 以上1L

フックなしの場合も同様とする。
（注）

径の異なる鉄筋の場合には細い方のｄによる。

0.5

（スラブ筋、壁筋のみ）あき重ね継手2

以下㎜0.2 かつ1 150L

1L

ガス圧接継手3 (D19~D32)

400以上

ガス圧接後の曲げ加工は行なわない。（注）

(5) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ

定　着　の　長　さコンクリートの設計 重ね継手

3(L )一　　般 下　端　筋鉄筋の種類 基準強度の範囲 長さ

21（㎏／㎝　） (L ) (L ) 、屋根小　　梁

又は 又は30d35d
SD295A 270360≧Ｆｃ≧

20dフック付 フック付25d(SD30A)

210270 又は 又は＞Ｆｃ≧ 40d 35dSD295B
30dフック付 フック付270≧Ｌｃ≧210 25d(SD30B)

210 45d135 又は 又は 又は＞Ｆｃ≧ 25d 10d40dSD345
(SD35) ㎜30d35d135 15015d ﾌｯｸ付210＞Ｌｃ≧ フック付 フック付

又は 又は40d 35d
360 270≧Ｆｃ≧ 30d 25dフック付 フック付

SD390
(SD40) 210 又は 又は＞Ｆｃ≧270 40d45d

30d270 フック付 フック付≧Ｌｃ≧ 35d210

1.（注） 末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

(6) 溶接金網の定着と重ね継手

定　着1

3 1L L150以上

50以上

2本以上

(7) そ　の　他

打ち継ぎ1 (2) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の重ね継手

a. 特記のない場合、打ち継ぎ部は、打ち継ぎ部の位置・形状などは特記による。

梁、床スラブおよび屋根スラブでは、その中央付近に、柱および壁では、床ス

縦筋
ずらしラブ、基礎の上端または梁の下端に設け、水平または垂直とする。

1
1Lかつ0.2L 横筋以下150b. 打ち継ぎ部は、レイタンスおよびぜい弱なコンクリートを取り除き、健全な 0.5

約

コンクリートを露出させ、コンクリート打ち込み前に十分な水湿しを行なう。

あき重 11
ね継手 LL重ね継手

コンクリート収縮（誘発）目地，他2

a. 3.0外壁収縮（誘発）目地 縦目地　　ｍピッチ程度に設ける。

各階に設ける。その他は収縮目地に同じ。b. 打ち継ぎ目地

c. 収縮目地及び内外躯体目地は同位置とする。躯体の目地

壁及びスラブ内の電気配管 立上り筋d. 埋め込み配管は極力少なくし、かつダブル

配筋の内側へ配管のこと。

3 コンクリートの打ち増し

a. 外壁を形成する柱・梁・壁は、外部側に外壁の打ち増し

厚さ（　　）㎜の打ち増しとする。
(3) 鉄筋の配置

（　　）㎜とする。b. 床モノリシック工法の打ち増し

1 単配筋の場合

b.a. 端部曲げ補強筋２本の場合端部曲げ補強筋１本の場合基礎3.

(1) 布　基　礎 PP P PP P // 22
第１縦筋1 形状及び配筋
D10 D10以上はかま筋のない場合 はかま筋のある場合

以上 以上
150120

40 第１横筋
D10以上

以上D13

40

60 はかま筋

60 30 60 30
(4) 横筋の定着

60

15d 壁端部1

60 6060

ベース筋

4.

(1) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

壁ばり主筋または屋根スラブ
ｲ ﾛ 交差部補強筋

(5)

ｲ 片側スラブ
単配筋

曲げ補強筋縦筋
2L

片側・両側ﾛ
スラブとも単配筋

2L2
L ﾊ

ﾛ 両側スラブ
複配筋

2
L

ﾊ 片側・両側
立上り筋 上階単配筋 スラブとも

下階複配筋

布基礎上端

打継ぎ面

2 2 2
L L L曲げ補強筋 折り曲げ

2
不可L

縦筋

打継ぎ面

0~5d ﾍﾞｰｽ筋より立上げるﾊﾟｰｻ ﾎﾞｰﾄ

a. b.布基礎１回打ちの場合 布基礎２回打ちの場合

2

150以上延ばす

打継ぎ面

(6)

壁・基礎

斜 め 筋

横 筋

縦 筋

上 縦 筋

あ ば ら 筋

あ ば ら 筋

縦 筋

横 筋

斜 め 筋

上 縦 筋

突 出 し

余 長

か ぶ り

か ぶ り

余 長

突 出 し

貫 通 孔
外 径

溶 接 金 網

溶 接 金 網

斜 め 筋 あ ば ら 筋

リ ン グ 筋

縦 筋斜 め 筋

突 出 し
余 長

Ｄ
縦 筋

Ｄ
700≦ Ｄ ＜ 900

500≦ Ｄ ＜ 700

900≦ Ｄ

ｄ

ｄ ｄ ≧ 175

ｄ ≧ 200

ｄ ≧ 250

孔 の 上 下 方 向 の 位 置 の 限 度図 １ １ .２ （ 別 図 -図 7.2）

「 貫 通 孔 が 円 形 の 場 合 」 「 貫 通 孔 が 円 形 で な い 場 合 」

(a) 梁 貫 通 孔 は 、 次 に よ る 。

梁 貫 通 孔 補 強 筋 の 名 称 等 は 、 図 11.1 に よ る 。(1)

孔 の 上 下 方 向 の 位 置 の 限 度 は 、 図 11.2 に よ る 。

孔 の 中 心 位 置 の 限 度 は 、 柱 及 び 直 交 す る 梁 （ 小 梁 ） の 面 か ら 、 原

則 と し て 、 １ .２ Ｄ （ Ｄ は 梁 せ い ） 以 上 離 す 。

孔 が 並 列 す る 場 合 の 中 心 間 隔 は 、 孔 の 径 の 平 均 値 の ３ 倍 以 上 と す

る 。

縦 筋 及 び 上 下 縦 筋 は 、 あ ば ら 筋 の 形 に 配 筋 す る 。

補 強 筋 は 、 主 筋 の 内 側 と す る 。 や む を 得 な い 場 合 は 、 監 督 員 の 承

諾 を 受 け て 外 側 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 鉄 筋 の 定 着 長 さ は 、
図 11.3 に よ る 。

(6)

孔 の 径 が 梁 せ い の １ /１ ０ 以 下 、 か つ 、 150㎜ 未 満 の も の は 、 補 強
を 省 略 す る こ と が で き る 。

溶 接 金 網 の 余 長 は １ 格 子 以 上 と し 、 突 出 し は １ ０ ㎜ 以 上 と す る 。

溶 接 金 網 の 貫 通 孔 部 分 に は 、 鉄 筋 １ -１ ３ φ の リ ン グ 筋 を 取 り 付
け る 。 な お 、 リ ン グ 筋 は 、 溶 接 金 網 に ４ 箇 所 以 上 溶 接 す る 。

図 １ １ .３ 補 強 筋 の 定 着 長 さ （ 別 図 -図 7.3）

(別 図 -7.1(a))

図 １ １ .１ （ 別 図 -図 7.1）

Ｌ

Ｌ
Ｌ

ＬＬ

(3)

(2)

(4)

(5)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

の 外 接 円 と す る 。

孔 の 径 は 、 梁 せ い の １ /３ 以 下 と し 、 孔 が 円 形 で な い 場 合 は こ れ

溶 接 金 網 の 割 付 け 始 点 は 、 横 筋 で は あ ば ら 筋 の 下 側 と し 、 縦 筋 で

は 貫 通 孔 の 中 心 と す る 。

「 Ｈ 　 形 」

「 Ｍ Ｈ 形 及 び Ｍ 形 」

リ ン グ 筋

突 合 せ 溶 接

Ｌ1

1

1

1
1

1

下 縦 筋 下 縦 筋

あ ば ら 筋

Ｄ /２

梁貫通孔の配筋
梁貫通孔

(b) 梁 貫 通 孔 の 補 強 形 式 は 、 表 11.1 か ら 表 11.3 に よ り 、 (別 図 -7.1(b))

配 筋 種 別 は 特 記 に よ る 。

な お 、 既 製 の 梁 貫 通 孔 補 強 筋 等 を 使 用 す る 場 合 は 、
ウ ェ ブ レ ン 、 ダ イ ヤ レ ン 　 等 　 日 本 建 築 セ ン タ ー 評 価 取 得 品 と し 、

計 算 書 を 提 出 の う え 設 計 者 ま た は 工 事 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。

基礎の交差部の配筋（平面表示）

600mm以下

基礎梁開口補強

2) Ｔ形交差部の場合1) Ｌ形交差部の場合

40ｄ

40ｄ

主筋同品

40ｄ

40ｄ
曲げ補強筋

主筋同品

曲げ補強筋

横筋曲げ補強筋

以上縦筋

2 継　手

ひび割れ防止用
＜応力伝達継手＞

メッシュの場合

L L

Ｌ≧横線間隔＋50 Ｌ≧横線間隔㎜
かつ かつ

Ｌ≧150 Ｌ≧ 100㎜ ㎜

鉄筋コンクリート造配筋基準図
9

　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事
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転ばし土台

土台

日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考
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部材リスト Non

120×120　（防腐材注入） E95-F270 唐松集成

材 種寸 法部材名

部材リスト

針葉樹野地板

針葉樹構造用合板ｔ24.0（特類）　　実付　Ｆ☆☆☆☆床下地

構造用合板ｔ12.0（特類）　　　　　Ｆ☆☆☆☆

針葉樹床下地 構造用合板ｔ12.0（特類）　　　　　Ｆ☆☆☆☆

R6

かど金物(CP-L)

告示

い

ろ

は

に

ほ

へ

と

ち

り

ぬ 6

5

4

3

2

Ps

P

V

L

無

記号 下記同等以上とする

かど金物(CP-L)

山形ﾌﾟﾚｰﾄ

羽子板ﾎﾞﾙﾄ

羽子板ﾎﾞﾙﾄ（ｽｸﾘｭｰ釘打ち有）

10KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物

20KN用引き寄せ金物

25KN用引き寄せ金物

30KN用引き寄せ金物

※ J

0.65 1.08

Ｎ

0.65

1.00

1.40

1.60

1.80

2.80

3.70

4.70

5.60 30.00

25.00

20.00

15.00

10.00

8.50

7.50

5.88

3.38

短期金物耐力

－ －SUS装飾柱受け金物　SH-100（圧縮耐力　10kN以上）

柱梁-柱土台　接合部 【柱伏図参照】

＃/＃：柱頭/柱脚　を示す。左記以外は柱頭・柱脚ともに同じ補強金物とする。

柱頭

柱脚

筋かい

筋かい

筋かい

針葉樹壁合板 構造用合板ｔ9.0（特類）　 　　　　Ｆ☆☆☆☆(真壁仕様)
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　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

柱頭：HDP-10
土台：HDP-10（2-M12＠200共）

柱頭：HDP-15
土台：HDP-15（2-M12＠200共）

120×120管柱

120×120

大引 105ｘ105

スギＫＤ

管柱 唐松集成

梁・桁

梁・桁

唐松集成120×120～650

120×120～ 米松ＫＤ

スギＫＤ母屋・棟木、小屋束

間柱

（垂木用構造ビス押さえ）

筋違い

火打ち

雲筋交い 90×18

窓台・窓まぐさ

スギＫＤ

スギＫＤ

スギＫＤ

スギＫＤ

スギＫＤ

スギＫＤ

18×45　、18×90 スギＫＤ貫・半貫（胴縁）

垂　木

45×90

桁・梁　間隔4.0m以内ごと

鋼製火打ち（ビス留め）

105ｘ105、120ｘ120、120ｘ210

鋼製束＠910 米松ＫＤ

120×45＠455、105×45＠455

120×45

AW-2・AW-3間：120×120

合板受け 60×60

45×60＠455

E95-F270

E105-F300（120x120：E95-F270）

小屋束 105ｘ105、120ｘ120 E95-F270

唐松集成E95-F270120×150　（現場防腐材塗布）嵩上げ土台

105×105　（防腐材注入） E95-F270 唐松集成

（脚部　HDP10） 唐松集成

3 4
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基礎伏図　S:1/50
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DS1

GL+360
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0

8
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1
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9
0

GL+380

GL+240

GL+100 3
0
0
3
0
0
3
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0

6
0

75

鋼製束＠910

鋼製束＠910

鋼製束＠910

鋼製束＠910

鋼製束＠910

9
0
0

F
G
1

2
5
0

6
0
0

DS1

GL+120

2
5
0

6
0
0

600 60 FG1

GL+270

G
L
+
2
0

1,200 5,575

GL+540

W
1
2
0

1,635

ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc＝21

鉄筋：SD295A(D10～D16）

長期地盤設計耐力　50kN/㎡

特記

基礎コーナー補強筋　定着長40ｄ

ホールダウン用アンカーボルト　M16　　定着長さ　360㎜以上

出入口建具の仕様により主筋位置を下げること。(定着40ｄ）

４箇所

　：人通口　W600

Ⅹ

Ｙ

（250以内）
200

土台

柱

M16アンカーボルト（HD用）

M12アンカーボルト
（特記以外2,000㎜以内）

アンカー位置

アンカーボルト　M12　定着長さ　250㎜以上

DS1
DS1DS1

ポーチ柱脚金物

R6

GL+120

DS1

6
0
0

FG2 F
G
2

FG2

FG1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

FG1

FG3
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　上小川・中小川集会所建設（建築主体）工事

気密用ネコ土台

気密用ネコ土台

気密用ネコ土台

通気用ネコ土台　t＝20

通気用ネコ土台　t＝20

550

8
0
0

GL+100

土間断熱範囲

断熱立上り

束105x105＠910
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x
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5
＠

9
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0

束
1
0
5
x
1
0
5
＠

9
1
0

通気確保 通気確保

通
気

確
保

通
気

確
保

（非通気面）

3 4

通気 通気 通気通気通気
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通気

通気



日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士 Ｓ

基礎詳細図 1/20

1
5
0

2
0
0

6
0
0

1
2
0

5
0

1
0
01
5
0

3
5
0

5
0
0

6
0

60

4
0

450

135

1
2
0

1-D13

1-D13

D10

D10＠300

D10＠300

2-D10

差筋ｱﾝｶｰD10　＠300

FG-1　基礎詳細図　S:1/20

土間シート

▽GL
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手摺

手摺

手摺
面取り
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3
0
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D10＠300

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt＝100土間シート
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アンカーボルト　M12　＠2000以下　　定着長さ　250㎜以上
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ホールダウン用アンカーボルト　M16　　定着長さ　360㎜以上
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TH-10 TH-10 TH-10 TH-10 TH-10TH-10
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

1/100

R6

2
,
7
3
0

5
,
4
6
0

2
,
7
3
0

1
0
,
9
2
0

5,233 10,465 5,233

20,930

9
1
0

9
,
1
0
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

9,100 8,190 3,640

20,930

57.14ｍ2

46.37ｍ2

53.83ｍ2

49.06ｍ2
214.47ｍ2

38.85ｍ2

91.42ｍ2

4分割面積　S:1/100

X方向見付面積　S:1/100

Y方向見付面積　S:1/100

軸組計算（必要壁量）の計算

地震力に対する必要壁量

階

１階

風圧力に対する必要壁量

階

１階

必要壁量のまとめ

階

１階

耐力壁の配置の検討

側端部の面積の算定

１階　X方向

１階　Y方向

床面積（㎡）

214.47 

方向

X

Y

面積(㎡）

38.85

91.42

必要壁量

X方向

Y方向

上端

下端

左端

右端

a (㎡）

0
乗じる数値

0.11

乗じる数値

0.5

23.59 

45.71 

46.37

53.83

57.14

49.06

合計面積（㎡）

214.47 

必要壁量

23.59 

必要壁量

19.43 

45.71 

決定

地震

風

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

判定

階

１階

側端部の地震力に対する必要壁量

位置

１階　X方向

１階　Y方向

床面積に乗じる数値（ｍ/㎡）

重い屋根

軽い屋根

見付面積に乗じる数値（ｍ/㎡）

区域

一般の区域

方向

X方向

Y方向

平屋

0.15

0.11

存在壁量

50.96 

50.96 

上端

下端

左端

右端

2階建

１階

0.33

0.29

軸組

0.5

面積

46.37

53.83

57.14

49.06

２階

0.21

0.15

比較

≧

≧

乗じる数値

0.11

0.11

0.11

0.11

必要壁量

23.59 

45.71 

必要壁量

5.10 

5.92 

6.29 

5.40 

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

判定

OK

OK

検定比

2.16 

1.11 

存在壁量

1階

X方向

Y方向

上端

中

下端

左端

中

右端

倍率ｎ

2.0 

2.0 

2.0 

4.0 

4.0 

倍率ｎ

4.0 

2.0 

4.0 

2.0 

4.0 

長さL（ｍ）

1.82*2

0.91*4

0.91*4

1.82+0.91

1.82*2+0.91

長さL（ｍ）

1.82*2

0.91*2

1.82+0.91*2

0.91*2+1.82*2

0.91*2

計

3.64 

3.64 

3.64 

2.73 

4.55 

計

3.64 

1.82 

3.64 

5.46 

1.82 

ｎ*L

7.28 

7.28 

7.28 

10.92 

18.20 

ｎ*L

14.56 

3.64 

14.56 

10.92 

7.28 

壁量（ｍ）

14.56 

18.20 

18.20 

壁量（ｍ）

14.56 

18.20 

18.20 

計

50.96 

計

50.96 

壁量計算
Ｓ

7
7
6

1
,
3
5
0

7
7
6

1
,
3
5
0
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

R6

Ｓ
Non柱頭柱脚の接合部の検定（1）

符号 階 方向
出隅の柱

X,Y方向：A1(±補正値)×B1 + A2(±補正値)×B2 - Li
         *：直接入力                             N

接合部 接合部倍率
判定

2階の柱 1階の柱 斜め方向：柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率 柱脚 柱頭 柱脚 柱頭

X1Y9 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X11Y9 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X12Y9 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X16Y9 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

L L 0.65 0.65 OK
Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X17Y9 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X22Y9 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X24Y9 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X16Y10 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

L L 0.65 0.65 OK
Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X24Y10 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X1Y11 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X11Y11 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X20Y11 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

L L 0.65 0.65 OK
Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X24Y11 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  2.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 0.40

X11Y12 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X16Y12 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

L L 0.65 0.65 OK
Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X1Y13 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X11Y13 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X12Y13 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X14Y13 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X15Y13 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X16Y13 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

V V 1.00 1.00 OK
Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X17Y13 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X19Y13 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X20Y13 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X21Y13 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X22Y13 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X23Y13 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X24Y13 1F
X

- ◎
 0.00(+ 0.00)x 0.80                      - 0.40 -0.40

3 3 2.80 2.80 OK
Y  2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

符号 階 方向
出隅の柱

X,Y方向：A1(±補正値)×B1 + A2(±補正値)×B2 - Li
         *：直接入力                             N

接合部 接合部倍率
判定

2階の柱 1階の柱 斜め方向：柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率 柱脚 柱頭 柱脚 柱頭

X1Y2 1F
X

- ◎
 4.00(+ 0.00)x 0.80                      - 0.40 2.80

3 3 2.80 2.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.80                      - 0.40 2.80

X3Y2 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X9Y2 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X11Y2 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X12Y2 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X14Y2 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X15Y2 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X17Y2 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X20Y2 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X20Y3 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

L L 0.65 0.65 OK
Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X24Y3 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

X1Y4 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X11Y4 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X17Y4 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X24Y4 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

X17Y5 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X24Y5 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X1Y6 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X24Y6 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

X1Y7 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X11Y7 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X12Y7 1F
X

- ×
 4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

2 2 1.80 1.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X16Y7 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X17Y7 1F X - ×  2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15 L L 0.65 0.65 OK

X19Y7 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X20Y7 1F
X

- ×
 2.00(+ 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.65

L L 0.65 0.65 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X24Y7 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

2 2 1.80 1.80 OK
Y  4.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 1.40

柱頭柱脚の接合部の検定

出隅の柱

 「◎」出隅柱(自動) 「○」出隅柱(直接入力) 「×」他の柱(自動)

N

 平屋(2階建ての2階) N=A1*B1-Li  2階建ての1階 N=A1*B1+A2*B2-Li

 「×*」他の柱(直接入力) 「－」柱がない  斜め方向では、別表の値、

 斜め方向から耐力壁が取りつく場合は、出隅柱とします。  または、A1,A2を、柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率として計算した値

A1,A2  当該柱の両側における耐力壁の倍率の差。筋かいによる補正を考慮する  2階建て1階のNが2階のNより小さい場合は、1階の接合部は、2階のNにより計算します。

B1,B2  周辺部材による押さえの効果を示す係数。出隅柱=0.8、その他=0.5 または入力値 接合部  接合部の記号( 出力「3.5 柱頭柱脚接合部の許容耐力」参照 )

Li    鉛直荷重による押さえの効果を示す係数。出隅柱=1.0(0.4)、その他=1.6(0.6) 判定  #:Nは2階のNとします。
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日

日

年

年

月

月
訂　正

備　考

設計 検図 図面番号

縮尺

承認印

承認年月日

工事名称

図面名称

設計年月日

製図
㈲アルファ－システム
岩手県釜石市小佐野町2-4-15

一級建築士　（大臣）登録　第２３４５８１号　　　　　　柏舘　旨緒

℡ 0193-23-9970　Fax 0193-23-1120

Ａ２

（A3印刷：71％縮小）
一級建築士事務所（岩手県知事）登録か(2704）第1003号 　管理建築士

R6

Ｓ
Non

符号 階 方向
出隅の柱 X,Y方向：A1(±補正値)×B1 + A2(±補正値)×B2 - Li

         *：直接入力                             N
接合部 接合部倍率

判定

2階の柱 1階の柱 斜め方向：柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率 柱脚 柱頭 柱脚 柱頭

X1Y14 1F
X

- ◎
 2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

3 3 2.80 2.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.80                      - 0.40 -0.40

X3Y14 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X5Y14 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X7Y14 1F
X

- ×
 0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X9Y14 1F
X

- ×
 2.00(- 0.50)x 0.50                      - 0.60 0.15

V V 1.00 1.00 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.50                      - 0.60 -0.60

X11Y14 1F
X

- ◎
 2.00(+ 0.50)x 0.80                      - 0.40 1.60

3 3 2.80 2.80 OK
Y  0.00(+ 0.00)x 0.80                      - 0.40 -0.40

出隅の柱

 「◎」出隅柱(自動) 「○」出隅柱(直接入力) 「×」他の柱(自動)

N

 平屋(2階建ての2階) N=A1*B1-Li  2階建ての1階 N=A1*B1+A2*B2-Li

 「×*」他の柱(直接入力) 「－」柱がない  斜め方向では、別表の値、

 斜め方向から耐力壁が取りつく場合は、出隅柱とします。  または、A1,A2を、柱にとりつく耐力壁等のうち最大の壁倍率として計算した値

A1,A2  当該柱の両側における耐力壁の倍率の差。筋かいによる補正を考慮する  2階建て1階のNが2階のNより小さい場合は、1階の接合部は、2階のNにより計算します。

B1,B2  周辺部材による押さえの効果を示す係数。出隅柱=0.8、その他=0.5 または入力値 接合部  接合部の記号( 出力「3.5 柱頭柱脚接合部の許容耐力」参照 )

Li    鉛直荷重による押さえの効果を示す係数。出隅柱=1.0(0.4)、その他=1.6(0.6) 判定  #:Nは2階のNとします。

仕様 記号 備考

鉄筋φ9  CN90 x 8 S1 イ

筋かい 15 x 90 N65 x 5 平打ち S2 ロ

筋かい 30 x 90 筋かいﾌﾟﾚｰﾄ BP   同等以上 S3 ハ

筋かい 45 x 90 筋かいﾌﾟﾚｰﾄ BP-2 同等以上 S4 ニ

筋かい 90 x 90 ﾎﾞﾙﾄ φ12 S5 ホ

仕様 記号 倍率 Ta(kN) Qa(kN) n 備考

短ほぞ差し+かすがい打 □   0.00   1.08 - - い

CP-L L   0.65   3.38 - - ろ

長ほぞ差し込み栓打 N   0.65   3.81 - - ろ

CP-T T   1.00   5.07 - - は

山形ﾌﾟﾚｰﾄ V   1.00   5.88 - - は

羽子板ﾎﾞﾙﾄ P   1.40   7.50 - - に

短冊金物 I   1.40   7.50 - - に

ｽｸﾘｭｰ釘併用羽子板ﾎﾞﾙﾄ Ps   1.60   8.50 - - ほ

ｽｸﾘｭｰ釘併用短冊金物 Is   1.60   8.50 - - ほ

10kN 引き寄せ金物 2   1.80  10.00 - - へ

15kN 引き寄せ金物 3   2.80  15.00 - - と

20kN 引き寄せ金物 4   3.70  20.00 - - ち

25kN 引き寄せ金物 5   4.70  25.00 - - り

15kN 引き寄せ金物x2 32   5.60  30.00 - - ぬ

n：接合形式により決まる階乗指数

筋かい接合部

柱頭柱脚接合部の許容耐力

柱頭柱脚の接合部の検定（2）
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